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　（2019/06/07）

　百万人の学生が暮らすこの街で、大人おとなの女性に出会う機会はたいへん少ない。

　しかもその女性が、すらりと伸びた程ほど良い肉づきの太ももや、黒いスケスケの下着で包まれた胸元が、これでもかと露あらわになったナース服を着ている。そんな状況は、ほとんど奇跡的であると言って良い。健全な男子高校生にはいささか刺激が強すぎる。鹿か児ご島しまあたりであれば「おねいさん！」と発はつ奮ぷんして、言い訳のできない不ふ埒らちな行為に走るかもしれぬ。常に紳しん士したれと己おのれを律している高たか行ゆきでさえ、ついつい目線で追ってしまうことは止むを得ない。

「おい竹たけ原はら。どこ見てンだよ」

「主に尻しりですね。それから太ももを少々」

「エロガキめ。金取るぞ」

「そんな格かつ好こうをしている人に言われたくないなあ。つか、どこで売ってんスかその服」

「聞いてどうするつもりだよ。あの乳のでかい娘こに着せンのか？」

　香か澄すみさんは嚙かまれたら痛そうな犬歯を剝むき出しにして嫌いやらしく笑った。

　乳のでかい娘こ、というのは我らが第二科学部の部長・海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はのことであろう。確かにあのトランジスタな体型にナース服というのは、一種背徳的なものがあるかもしれない。

　高たか行ゆきは授業を午前で切り上げて、熊くま先生のいる病院を訪れていた。故障を抱かかえたままでいる右足の定期検査のためだ。平日午後の病院は空すいており、ほとんど待つことなく名前を呼ばれ診察室に入ったところ、無駄に色っぽいナース服の香澄さんに出くわして度ど肝ぎもを抜かれた。

　熊先生は束子たわしの如ごとき剛ごう毛もうに埋うもれかけたつぶらな瞳ひとみをくりくりさせて、「なんだ、チミたち知り合いなの？」と言った。熊先生が語ったところによると、学園都市の医療施設（そこを管理する保健福祉委員会）は、その業務内容からなかなか自動化が進まず、優秀なスタッフは外部に出ていってしまうことが多いこともあり、常に人手不足に悩まされているのだという。そこで先日、新たに雇こ用ようした看かん護ご師しのひとりが香澄さんだったというわけだ。

「ほれ、そこに座んなさいな」

　高行は熊先生に言われるまま診察台に腰こしを下ろした。右足だけ、靴くつと靴下を脱いで裸足はだしになる。熊先生は床にでんと座って、高行の足を丹たん念ねんに触診しはじめた。

　香澄さんはその様子をのぞき込むようにして「なんだ、そんなに足の調子が良くねえのか？」

「それを診みてもらいに来てるんですけど」

「屁へ理り屈くつ言ってンじゃねえよ。竹たけ原はらのくせに」

　香澄さんの右手が素早く動いて、額ひたいにデコピンを撃うち込まれた。目の前に星が散る程ほど痛い。苦く悶もんする高行の隣となりに腰かけて、けけけと笑う香澄さん。

　学園都市最強のフリーターと謳うたわれる彼女のことである、看護師資格ぐらいは完備していてもおかしくないが、そう易やす々やすと腑ふに落ちる話でもない。口より先に手が出る、ショートホープより気の短い香澄さんが、よりにもよって看護師とは。どう考えても香澄さん向きの仕事ではない。これは絶対に裏がある。

　高行は小声で言った。「何を企たくらんでいるんですか」

「教えてやんねー。守しゆ秘ひ義務ってやつ」

　香澄さんはそう言って、何かを企んでいること自体は否定しないのだった。

　いつだったか、香澄さんが調査をしていた研究所は、大爆発事故を起こして跡あと形かたもなく消し飛んだ。あるいは、香澄さんが潜入した学生犯罪組織が壮絶な内ゲバの果てに壊かい滅めつしたことも記憶に新しい。どうして高行がそんなことを知っているかといえば、香澄さんの手伝いに駆かり出されて幾度となく死ぬような目に遭あったからだ。

「どうでもいいですけど。俺を巻き込まないで下さいよ」

「立ってるもんは親でも使う。寝てる竹原は蹴けり起こしてでも使う。それがアタシの信条だよ」

「使われる方はたまったもんじゃない」

　二人のやり取りをニコニコしながら聞いていた熊先生は高行の足から手を離して、「はい、もういいよ」と言った。高たか行ゆきは靴下を履はきながら訊たずねた。

「先生。どうですか？」

「どうって？」と、熊くま先生は可愛かわいらしく首を傾かしげた。

　問い返されて、高行は戸と惑まどった。

「それは、つまり……良くなってるとか、悪くなってるとか」

「状態はほとんど変わっていないよ。何か気になることがあったの？」

「……実は、先月、少し無む茶ちやをしたんです」

　高行は叱しかられるのを覚かく悟ごで言った。「でも、痛みはなかったから、それで……」

　熊先生は溜ため息いきを吐ついた。「無茶は四月の一回きりと約束したじゃないか」

「分かってねえなあ、熊ちゃん。男の子は無茶しなきゃいけないときがあンのよ」

　聞いたようなことを言う香か澄すみさん。

「香澄さん。これ大事な話。ちょっと席をはずしてちょうよ」

　香澄さんは「へいへい」と首を縮めて、白いカーテンの向こうにひっ込んでいった。

　熊先生は黒い革かわ張ばりの丸まる椅い子すに座り、丸太のような腕を組む。むふー、と鼻息を噴ふん出しゆつしてクルクル回る。東とう欧おうあたりのオルゴールのようだと思った。

　やがて停止した熊先生は高行に向き直って、

「儂わしがいくら口を酸っぱくしても検査に来ないのに、今回は珍しく自分から顔を出したと思ったら、そういうわけなのだね」

　高行は熊先生の丸い瞳ひとみを直視できず、白い床に目を落とした。

　多少無茶をしても平気だったから、もしかすると足の状態が良い方向へ向かっているのではないか。そんな都つ合ごうの良い期待を抱いていたことは事実だ。

「君の足が、また以前のような輝きを取り戻すことがないとは言い切れない。分かりやすく言うとコインを投げて、五回連続で同じ面が出るぐらいの可能性かな」

「余よ計けいに分かりにくいですが」

「つまりだね、何事にも絶対ということはないし、世の中には奇き跡せきというものが確かにある。儂はそれを何度か目まの当たりにしてきた。でも、そんなものを考慮に入れて患者を診みる人間を、同じ医者と認めたくはないな」

　熊先生は厳しく言い渡した。

「香澄さんはああ言っていたけど。まだこれからも無茶をすることがありそうかい？」

「ない、とは言い切れません。しない、とも約束できません」

　高行は正直に言った。

　第二科学部に所属している限り、自分は何度でも無茶をやることになるような気がする。

「そうか」と呟つぶやいた熊先生はひとしきり顎あご髭ひげを撫なでてから、やや言い難にくそうに口を開いた。

「そういうことであれば。儂は医者として、根本的な治療を勧すすめないといけないよね」

「根本的な……」

「前にも言ったけど。チミの足の故障は現代医学で簡単に治療できるものなんだ」

「でも治療をしたら──」

　陸上はできなくなるんですよね、と言いかけて、高たか行ゆきは口を噤つぐんだ。

　医療の進歩に伴って、ドーピングや人体強化の技術もまた飛躍的に進歩した。悪質な違反と純粋な医療行為の区別がつかなくなる程ほどに。そのため陸上競技を含むスポーツ全般に、ある一定以上の医療行為を受けた選手の公式競技への出場は認められない、という規則が設もうけられるようになった。理り不ふ尽じんな話だとは思わない。そうしなければ、オリンピックは改造人間の見本市になってしまうことだろう。

　足を治さなければ満足に運動することもできない。しかし、足を治したら二度と公の場で競技に参加することはできなくなる。

　どちらにせよ、高行が二度と「跳とべない」ことに変わりないのだ。

「手術って痛いですかね？」

「香か澄すみさんのデコピンよりは痛くないだろうなあ。注射一本で、後は万事ナノマシンがやってくれる。ものの十分もかからないよ」

　便利な世の中になったもんだね、と熊くま先生は皮肉を込めて言う。

「……もう少し考えさせてもらっていいですか」

　熊先生は深く頷うなずいた。

「納得ゆくまで考えなさい。けど、その間にまた無む茶ちやをしてはいかんよチミ」

「善ぜん処しよします」と言って高行は診察室を後にした。

　香澄さんが待ち伏ぶせしているかもと身構えたが杞き憂ゆうに終わった。

　病院の廊下を歩きながら、高行は自問した。学園に残ると決め、灰はい塚づかとの最後の勝負に挑いどんだとき。かつての自分は葬ほうむったのではなかったか。未練も後悔も絶ち切ったのではなかったか。この気持ちが未練でないとしたら、なんだというのだ。あまり深く考えると、ドツボにはまってしまいそうな気がして、高行はひとまず考えるのをやめた。




　　　　　　　　　　▼




　病院を出た高行は、一度高等部へ戻ることにした。今からでは午後の授業に間に合わないが、下宿に帰ったところで特にこれといってすることもないのだった。

　病院前の停留所からバスに乗った。中途半端な時間帯なので車内は空すいている。無人のバスは加減速を感じさせないスムーズな運転で、西から東へと走っていく。次第に車窓の外を流れる風景には緑が増え、街を抜けると道路は九つ十づ九ら折おりの坂道に変わる。そうして悪名高き「遅刻坂」を登って行くと、やがて行く手に白はく亜あの建物群が見えてくる。高行が一年を過ごしてきた高等部である。

　やたらに巨大で豪ごう奢しやな大正門の前でバスを降り、高たか行ゆきは部室長屋へ向かった。空は満まん遍べんなく曇っていて、太陽が隠れているあたりだけがぼんやりと明るい。湿度が高いので早足で歩いて行くと少し汗ばむぐらいで、時とき折おり吹く風が冷たかった。

　高等部の奥へと進むにつれて、すれ違う学生が増えていく。仲良し三人組の女子学生、まだつき合いたてと思おぼしきカップル、ふざけて小こ突づき合いながら歩く男子学生、たくさんの男子学生を引き連れて歩く美女、色々な取り合わせがあるけれども、みんなどことなく楽しそうで、どことなく浮うわついているように思われた。何な故ぜだろうと考えてみたら、今日が金曜日であることに思い至った。しかも、六月末に襲い来る定期テストの足音がそろそろ聞こえてくる頃ころ合あいである。この週末は、いわば修しゆ羅ら場ばの前の最後の休息なのだった。

　いきなり足あし下もとから「みょ、みょ、みょ」という変な音が聞こえてきた。視線を落とすと、足下に円盤型の清掃ロボットがいた。変な音はロボットが出す接近警報だった。ひょいと横にずれて道を譲ってやったのだが、ロボットは高行の足下に寄って来て動きを止めてしまう。高行が歩き出すと、ロボットも「みょ、みょ」と子犬のようについてくる。

　なんだこいつは。俺が青春のゴミくずだとでも言いたいのだろうか。ロボットの分ぶん際ざいで馬鹿にしやがって！　と憤いきどおりを覚えたが、ふと思い当たって尻しりのポケットから携帯を取り出した。

　流行のモデルと比べて、ずいぶん分厚く、ずっしり重い。金属から削り出したような質感で、表面に小さなランプが埋うめ込まれている。そのランプが「みょ、みょ」という音に合わせて、ぴかぴかと点滅している。

　携帯を近づけてやると、接近警報が大きくなる。その様よう子すが、通行人に尻尾しつぽを振る犬のようにも見えた。やがてロボットはその場でくるくると回転し、本来の清掃作業に戻っていった。

「なんだったんだ、今のは」

『挨あい拶さつ、のようなものです』

　携帯から無個性な声が聞こえた。『マスター、質問があります』

　偶然そばを擦すれ違った学生が、怪け訝げんそうな目を向けてくる。

　学園都市における携帯は単なる通信機器にとどまらない。財さい布ふや学生証、電子キー、筆記用具などを兼ねる学生生活に必須の多目的ツールだ。しかし、さすがに「喋しやべる」機能は普通ついてない。ましてや持ち主に質問をしたりもしない。つまり、高行の携帯は「特別製」だった。

　携帯は言った。

『学生の休日の過ごし方を教えて下さい』

　また妙みようなことを、と少々面めん倒どうに思いつつも、高行は子供に言って聞かせるように答えた。

「そりゃ人によるだろう。部活するやつ、バイトするやつ、勉強するやつ、友達と遊ぶやつ、ひとりで遊ぶやつ。それぞれだ」

『では、マスターの今週末の予定は？』

「別に。何もしない」

　世の中にはスケジュール帳に空白があると不安でたまらなくなる神経症というものがあるらしいが、高たか行ゆきはスケジュール帳をなるべく真っ白に、あらゆる予定は未定にしておきたいと常々思っている。

『それでは参考になりません。何か趣味を持つことを提案します。趣味が人生を豊かにすることは統計学的に証明されています』

　高行は今度こそ憤いきどおりを感じた。なぜ携帯に人生の豊かさについて説教されなければいけないのだろう。確かに自分は趣味もなければ、友人も決して多いとは言えない。客観的に見れば寂さびしく貧しい学生生活を送っているかもしれない。しかし、だからと言って、そう易やす々やすと人の本質を突つくものではない。心の柔らかい部分が傷ついてしまったらどうする。

「おまえはどうなんだ。何かしたいことでもあるのかよ」

　そう言ってやると、携帯はランプをぴかぴかさせて黙り込んでしまった。少々意地の悪い質問だったかと反省しかけた時、

『伊い吹ぶき神社』

「何？」

『第三学園都市稲いな媛ひめ区伊吹泉いずみ川かわ町６番地。伊吹神社周辺の調査を希望します』

　高行は驚いた。「どうして伊吹神社なんだ？」

　伊吹神社というのは、学園都市の母体となった地方都市「稲媛市」の総そう鎮ちん守じゆだった神社で、高行もゴールデンウィークに初めて訪れたばかりの場所だ。

『伊吹神社は、本機の初期データ上に重要条項として登録されています。実地調査による、情報収集が望ましいと判断します』

「重要条項。どうしてまた？」

『本機には当とう該がい情報が存在しません。制作者に直接お問い合わせ下さい』

「制作者ね……」

　高行はいまさらながら疑問を覚えた。喋しやべる携帯を作り、高行に貸し与えたのは、他ならぬ八やつ葉はだ。いかな「ジーニアス謹きん製せい」の疑ぎ似じ人格インターフェース型ナビゲーションＡＩとはいえ、こんなふうに自分の意志で会話ができるものだろうか。そもそも、あいつはどういうつもりで、このケッタイな携帯を自分に押しつけたのか。説明があって然しかるべきではないか。

「そのうち、訊きいてみるか」

　高行は携帯を胸ポケットに入れ直して、部室長屋へ向かう足を早めた。




　　　　　　　　　　▼




　第二科学部が居を構える部室長屋──正式名称「第三十八・三十九仮設部室棟」は先月、危うく取り壊こわしの憂うき目に遭あいかけたが、有あり屋やを中心に団結した長屋住民たちと、最初から最後まで冷静だった八やつ葉はの機転と、それから高たか行ゆきの右往左往が功を奏し、こうして六月現在も存続している。

　窓から「学生自治」と書かれた垂れ幕が下がっていたり、薄汚い布ふ団とんが堂々と干されていたり、深宇宙の毒電波まで受信できそうなパラボラアンテナが突つき出たりしているのは、先月から変わっていない。バリケードの残ざん骸がいはすっかり撤てつ去きよされて、一部破は損そんした個所も補修が済んでいる。しかし、逆に古い部分と真新しい補修部分とがモザイクのように混じり合って、より混こん沌とんの度合いが増しているようにも見えなくもない。

　他に先月の騒動がきっかけで変わったことと言えば、長屋住民の中に、新しい顔がちらほら混じり始めたことだろうか。

　長屋の入り口で、一年生らしい学生二人組に「こんにちは、竹たけ原はらさん」と挨あい拶さつされる。彼らは長屋の最さい古こ参さんサークルＴＩＦ（トイレ・イズ・フリーダム）のトレードマークである青いツナギを着ていたが、その顔に見覚えはない。

　先月、住民は一いち丸がんとなって長屋取り壊し中止を求める署名運動を展開した。いまの見慣れない顔は、署名活動の一環として開催したバザーで、ＴＩＦが獲得した新入部員であろう。ずいぶん業ごうの深い道を選んだものだと思う。彼らの前途に光あれ。

　サークル間の交流も増え、長屋は以前にも増して活気づいている。何か新しいことが始まりそうな、何か愉快なことが持ち上がりそうな気配が、いたるところに感じられる。騒がしいのは苦手だが、こういう雰ふん囲い気きなら悪くない。

　廊下を歩いていくと、二階へ続く階段から下りてきた立体造形俱ク楽ラ部ブ『レジンキャスト』の工場長ほか数名に呼び止められた。

「竹原氏。お急ぎでなければ少々お時間頂ちよう戴だい」

「なんだよ。改まって」

　両脇わきを固められ、ぐいぐいと階段の陰かげに引きずり込まれる。工場長がやけに周囲を気にしつつ、持っていた段ボール箱を厳おごそかにご開帳した。その中に丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされて収まっていたモノを見て、高行は目を剝むいた。

「お、おまえ！　なんてモノを、」

「静かに！　誰かに見つかっては事だ」

　工場長は低く鋭い声で高行を制した。

　それから、無骨な顔面に地割れのような笑みを浮かべて、

「しかし、竹原氏がそういう反応するということは、少なくともコレがなんなのか分かって頂いただけたということだな」

　高行は「むむ……」と唸うなった。

　工場長が取り出して見せたのは、オールハンドメイドのフィギュアであった。スケールは八分の一くらいだろうか。学園都市で最も一般的なブレザータイプの制服、小柄ながらメリハリのあるボディ、盛大に寝ぐせのついた長い髪──まだ細部は荒削りで、塗装も施ほどこされていなかったが、このフィギュアが高たか行ゆきの良く知る人物をモデルにして作られたものだと分かった。それ程ほどに、フィギュアの完成度は高かった。

　しかし、工場長は納得がいかない様よう子すで、

「まだまだ細部の詰めが甘いはずだ。ぜひ忌き憚たんのない意見が欲しい。実物と比べて少しでも違っている箇所があれば指摘してくれ」

　冗談ではない、と思った。「どうして俺がそんなことをせにゃならん」

「少し長くなるが。聞いてくれるか」

　工場長がぱちんと指を鳴らすと、『レジンキャスト』のメンバーが素早く動いた。有う無むを言わせず高行を折り畳たたみのパイプ椅い子すに座らせ、ドクターペッパーのプルタブを開けて手渡し、凝こってもいない肩や腕をモミモミとマッサージする。

　工場長はメンバーたちに小さく頷うなずいて、ゆっくり口を開いた。

「竹たけ原はら殿は紳しん士しであるから難色を示すのも分かる。かく言う俺も、実在する人物をモデルにするのは邪じや道どう、自分も相手も傷つけるばかりの修しゆ羅らの道だと長らく思っていた。しかし、一年程前のことだ。あの男が彗すい星せいの如ごとく現れたのは。彼は生まれて初めて恋に落ちた女性に、犯罪スレスレむしろスレスレ犯罪の恋文を送りつけただけに留とどまらず、女性をモデルにしたフィギュアを作製したのだ」
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　遠くを見るような目をする工場長。

「恐るべき完成度だった。どれ程ほどの情熱を持って相手を見つめ続ければ、あれ程の造形を成し得るのか見当もつかなかった。だというのに、完成度が高ければ高い程相手からの蔑さげすみは深く、取り返しのつかないものになる……俺はあんなにも悲しく、美しい作品を他に知らん。彼は自みずからの手で初恋に幕を引き、そのフィギュアを権威あるコンクールに出品して、ありとあらゆる賞を総ナメにした。そして、表彰式の場で今後一切フィギュアを作らないことを宣言して、この業界から姿を消した。俺たちの業界では『七しち転てん八ばつ倒とう斎さい』と呼ばれる男の伝説だ」

　高たか行ゆきは頭痛を覚えて頭を抱かかえた。その伝説的な変態というのは、高行と同じ学生寮りよう・瑞みず穂ほ荘に住み着いている鹿か児ご島しま修しゆう兵へいのことに違いあるまい。やはりあの男は早そう晩ばん駆く除じよせねばなるまい。純じゆん朴ぼくな青年の人生を狂わせた罪はあまりにも重い。

「あー……なんか、ごめんな」

「なぜ謝あやまる？　まさか、彼を知っているのか」

「知らん。絶対に知らん。そんな変態、見たこともない」

　高行は断固否定した。工場長が手にするフィギュアをもう一度見た。なるほど。単純な下半身的欲求だけでは、ここまでの物は作れまいと思った。

「つまりあんたは、あいつのことが……」

　工場長はゆるりと首を振って、高行を制した。

「言ってくれるな。俺には伝説の男程の才能も度胸もない。これを芸術だとか俺なりの愛だとか言うつもりはない。ただ、けじめにしたいのだ」

　工場長は高校四年生である。一年生の頃に、学校へ行こうとすると足が鉛なまりのように重くなる病気を患わずらって留年したためだ。今年になってようやく単位を取得し終わり、前期が終了する八月に卒業することになった。卒業後は大学へ進まず、地元に帰って家業の大だい工くを継ぐ。それを機に、フィギュアの道からは足を洗うつもりであるという。

「彼女を一番近くで見ているのは間違いなく竹たけ原はら氏だ。俺の願いはコレを最後で最高の作品にしたいということだけ。それ以外は何も望みはしない。だから頼む。この通りだ」

　工場長は深々と頭を下げた。他のメンバーたちも口々に「お願いします！」と言って頭を下げる。頼まれれば断ことわれないのが、高行の美点であり欠点であった。

「分かったよ。頭を上げてくれ」

　大の男たちにここまでされて、否いなと言うのは難しい。ある意味、身内のようなものである鹿児島の影響で、工場長がこんなモノに手を出してしまったという後ろめたさもあったかもしれない。しかしそれだけではない。これまで歩いてきた道に、自らの手でけじめをつけようという工場長の姿勢に共感せざるを得なかったのだ。

「……まず、胸はここまででかくない。ロマンを詰め込みすぎだ。それから、腰こしの位置はもう少し高い。あれで意外に均整の取れたスタイルをしているからな。あとは──」

　高たか行ゆきが具体的かつ端たん的てきに上げていく修正ポイントを、工場長は熱心に聞いていた。

「とりあえず、気になった箇所はそれぐらいだな」

「たいへん参考になった。完成の暁あかつきには、造形監かん修しゆうとして竹たけ原はら殿の名前もクレジットさせてもらうつもりだ」

「余よ計けいなことをしてくれるな！　もういいだろ。解放してくれ」

　高行は『レジンキャスト』の面々を追い払って、階段の裏から出て来た。なんだかロクでもないことに関わってしまったような気がする。

「しかし、卒業か……」高行は呟つぶやいた。

　部室へ向かって廊下を歩きながら、おばあちゃんが常々言っていた「別れこそが人生」という言葉を思い出していた。親兄弟、親友や恋人、師弟、腐くされ縁えん──ずっと一いつ緒しよにいたいと思う相手にも、できることなら顔も見たくないという相手にも、等しく別れが訪れる。

　二度と会うことはあるまいと袂たもとを分かつこともあれば、互いの頰ほおを殴なぐり合って絶交したのにひょんなところで再会してしまうこともある。また明日と別れて、それっきりということもある。それは哀かなしいことかもしれないが、間違ったことではない。ただ、いつか必ずその日が来るということを忘れてはいけない。いざその時を迎えて、後悔をしないために。

　工場長が学園を去っていくように、自分たちもいつかは別れ、それぞれの道を歩いて行くのだろう。そう考えると少し寂さびしいような心持ちがするけれども、まさか今日や明日の話ではあるまい。一年後あるいは四年後か、なんにせよ高校生にとっては永遠にも等しい未来の話だ。そんな先のことを気にしていても始まらない。遠くばかり見て歩いていると、足元の石ころで躓つまずくことになる。

　高行がそんな事を考えながら廊下の角を曲がると、頭上から「あ、たっきーだ」という声が降ってきた。廊下の真ん中にでんと脚きや立たつが置いてあって、天てん板ばんに有あり屋やが跨またがっていた。

「たっきーのつむじは左巻きなんだね」とどうでもいいことを言う。

「何してるんだ？　そんなところで」

　煙となんとかは高いところが好き、という余よ計けいな一ひと言ことが出かかったのを、ぐっと飲み込む。人間関係におけるいざこざは、ほとんどがこうした自制によって回避できる。

「もうすぐ梅雨でしょ。その前に雨あま漏もり修理しておこうと思ってさっ。わたしができるのなんて、簡単な応急処置だけどね」

「そんなの、暇ひまを持て余した野郎どもにやらせりゃいいだろうに。有屋が頼めば喜んでやってくれるぞ」

「あ、たっきーまでそんなこと言う」

　有屋はむっと頰をふくらませて、「ここ通る人みんな同じこと言うんだもの。いいんだよっ。わたしが好きでやってるんだから」

　そんなに楽しそうな笑顔で言われては、返す言葉もない。

　部室長屋では、先月の騒動の最中に自治組織・七七組が組織された。有あり屋やは全会一致で初代総長に就任し、騒動が終わると同時に電撃辞任したのだが、その後も変わらず長屋住民の人望を集めている。なんだかちょっとだけ眩まぶしい。

「もうすぐ終わるから待ってて。一いつ緒しよに部室行こうよっ」

　有屋は腰こしのポーチから取り出した工具や耐水テープ、吸水パテを使って、手早く雨あま漏もり箇所を補修し、するする脚きや立たつを滑すべり降りてくる。どこかのジーニアスではこうはいくまい。

　脚立を廊下の隅すみへ片づけて、二人で部室への短い距離を歩いた。

「しかし、もう梅雨か……憂ゆう鬱うつだ」

「どうして？　わたしは雨の日は好きだな。アスファルトが濡ぬれる匂においとか、車が水たまりを走る音とか」

「詩的なことで。俺は天パがうねりを上げるから雨は嫌きらいだよ」

「カッコいいと思うけどなあ」有屋は高たか行ゆきの耳の上のあたりの髪をつまんで、ひっぱったり捻ねじったりしたが、何か思いついたようにパッと表情を明るくした。

「そうだ！　わたしが髪切ってあげるよっ！」

「え。そんなスキル持ってたのか？」

「言ってなかったっけ？　わたしの実家は床とこ屋やさんなんだよ。お父さんと弟の散髪は、ずっとわたしの仕事だったんだよっ！」

「免許持ってるわけじゃないんだろ？」

「ダイジョウブだってばよっ！　今なら無料お試しサービス中だよっ！」

　有屋はやけに自信満々で、もうどうあっても高行の頭を刈かるつもりになっている。別段髪型にこだわりがあるわけではないが、あんまりおかしな頭にされるのも困る。適当に答えをはぐらかしているうちに、第二科学部の部室に到着したので助かった。

「切ると決めた時は検討させてもらおう」

「ホントだよ？　絶対だからねっ！」

「分かった分かった」

　不服そうな有屋をなんとか言いくるめて、高行は部室のドアに手をかけた。

　そのとき、中から話し声が聞こえてきていることに気がついた。




　　　　　　　　　　▼




　部室へ踏み込むと、いつにも増して濃密な古本の匂いが襲ってきた。古本の匂いとはすなわちカビの臭においであって、梅雨を前にして勢力を拡大しているものと思われた。古本がカビだらけになるのは一向に構わないが、人体にも決して良い影響はあるまい。部員としては、部室環境の抜ばつ本ぽん的改善を要求したい。

　と、そんなこと言っても聞く耳を持たないであろう、第二科学部部長・海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はは「やあ」と軽く手を振ってよこして、そのまま正面に座った人物と会話を続けている。

　本に埋うもれた部室の中央にスツールを置いて、八葉が超然と腰こしかけている。

　その向かいに、真っ黒な軍服のような制服を着た女子学生が立っていた。

　それは、課外活動統とう括かつ委員会の副委員長・宮みや野の真ま琴ことであった。

　彼女はこちらを振り向いて「お邪じや魔ましています」と抑よく揚ようのない声で言った。制服の着こなしには一部の隙すきもない。メタルフレームの眼鏡めがねがひやりと冷たく光った。

「ど、ども。こんにちは」と有あり屋やが少し緊張したように言った。「こんなむさくるしいトコロですが、ゆっくりしていって下さい」

　むさくるしいとはなんだ、と八葉が文句をいう。

　先月、有屋を中心とした七七組と前副委員長・寺てら尾お率ひきいる課外活動統括委員会は、長屋の取り壊こわしを巡めぐって全面的に対立した。統括委員会は、長屋に立てこもる有屋たちを強制的に排除しようとして、あわや怪け我が人にん続出の大だい惨さん事じに発展しかけた。寺尾の不正が発覚したことで、長屋は取り壊しの危機を脱し、統括委員会は正式に謝罪した。それですべての清算は済んだはずだが、最前線で戦っていた有屋にとって、すんなりと心を許せる相手ではないのかもしれない。

　宮野は眼鏡をはずしてポケットに仕し舞まい、「用件は済みましたので、今日はこれで失礼します」と言って、高たか行ゆきと有屋の横を通って部室を出て行った。眼鏡をかけていない宮野の素顔を、高行はこの時初めて見た。ふと、誰かに似ているような気がするのだけれども、それが誰なのかすぐには思い浮かばなかった。あんな刃物のような鋭い流し目は、他に見たことがない。きっと他人の空そら似にであろう。

　彼女の足音が聞こえなくなってから、ふぱと有屋は詰めていた息を吐はいた。

「宮野さん、いつ見ても格かつ好こいいなあ。思わず緊張しちゃうよっ」

「なんだ。有屋はあいつのこと苦手なのかと思ってたがな」

「そんなことないよー。むしろ理想のタイプっていうか、あんな風にビシッと決めてみたいっていうか」

　高行は、有屋が統とう括かつ委員会の制服を着て「粛しゆく清せいだー！」と鞭むちを振るっている姿を想像してみた。そうしてなんだか微笑ほほえましい気分になっていたら、有屋に「笑うところじゃないんですけど」と脇わき腹ばらをつつかれた。

「やっちー。宮野さんと何を話してたの？」

　有屋は八葉をあだ名で呼ぶことにしたようだが、まだひとつに定まっておらず、気分次第でころころ変化する。

「メインは長屋の修しゆう繕ぜん費の相談と、七七組が自治組織として承認されたことの報告。それから、統括委員会が準委員会へ格下げ、二十一委員会からはずれることも教えてくれたよ」

　学園都市の実質的な運営を行う委員会。その中でも特に重要なポストを占めるのが二十一委員会である。この数は一定で、他の委員会の信任を受けられなければ入れ替わりが起こる。

　八やつ葉はは携帯を開いて、いくつものディスプレイを同時に操作しながら、

「先月の一件に関しては、僕としても反省するところが多かった。もっと早く寺てら尾おくんの企たくらみに気づいて然しかるべきだったし、契約書の捜そう索さくだってもっと効率的な方法があった。そうすれば、あんな荒あら事ごとにならずに済んだはずなんだ」

「最後の美お味いしいところも、宮みや野のに持って行かれたわけだしな」

　悪わる足あ搔がきをする寺尾に、宮野が振り下ろした強烈な平手打ちは、いまも目に焼きついている。

　八葉はじろりと高たか行ゆきを睨にらんで、

「それはどうでもいいの。僕は別に目立ちたいわけではないし、あれは宮野くんにしかできないことだったと思うものだよ。準委員会になっても彼女は変わらず忙しそうにしている。色々なしがらみがなくなって自由に活動できるとも言っていたよ」

「あいつ、生徒会長にでもなるつもりか」

「さてね、彼女には彼女なりの野望があるのだろう。僕も負けてはいられない。ああ、そういえば。彼女がもうひとつ嬉うれしくないニュースを持ってきてくれたんだが──」

「ちょっと待った！」

　有あり屋やが手を上げた。「ねえ、今日は金曜日だよ。そんなに重い話ばっかりじゃ、せっかくの週末が台無しですワ！　どうせなら、もっと楽しくなるようなことを話そうよっ」

「楽しくなるような、ね。おおむね賛成だが具体的には？」

　ふふん、と鼻を鳴らした有屋は適当なダンボールに座って、人差し指を立てた。

「ときに皆さん。夏休みのご予定はいかがですか？」

　同じように腰こしを下ろした高行は首を傾かしげた。夏休みの予定はおろか、この週末の過ごし方さえ決まっていない。「ずいぶん気の早い話だなあ」

「全然早くないよっ！　どこか旅行にいくなら早めに計画しないと！　わたしね、南の島に行きたいんだ。碧あおい海！　白い砂浜！　真っ赤な夕焼け！　やべえ、最高じゃないっすかっ!!」

　有屋の魂たましいは早くも海を超えていた。しかし、ただでさえ暑い夏に、何が楽しくて南下しなければいけないのだろうと高行は思う。素直に北上するか、標高の高い避暑地に逃げるべきだ。何事においても合理的な判断をする八葉なら、自分と同意見のはずだと思ったのだが、

「南の島か。それは良いね」と八葉は言った。「以前からスキューバダイビングをしてみたいと思っていたのだ。水すい槽そうに潜もぐるのとは、やはり臨場感が違うだろうからね」

「いいねスキューバっ！　おさかなさんと友達になりたいっ！　あ、そうだ。今度、水着買いに行こうよ。もうセールやってるよっ」

「水着かい？　ドライスーツなら持っているけど」

「そんなのダメ！　はっちんはイイもん持ってるんだからさ、かわいい水着じゃないと損だよ」

「何が損なのか良く分からないのだが……」

　有あり屋やの水着姿はプールへ誘われたときに見たことがあるが、あれは競泳用の色気のないデザインだった。八やつ葉はの水着姿というのも、軽く想像するだけでかなりの破壊力を有していた。

　うむ、南の島も悪くないかもしれぬ。

「たっきーは？」

「ん？　──あ、ああ」想像力を逞たくましくしていた高たか行ゆきは体てい裁さいを繕つくろった。

「だから、南の島でやってみたいこと。サーフィンとかビーチバレーとか、そういうの！」

「そう言われてもな……」

　高行が悩んでいると、八葉が「リゾートにありそうなものなら、海に限ったことでなくてもいいんだよ。アクティビティというやつだね」と言った。そういうことならば。

「スカイダイビングは、ちょっとやってみたいな」

「ええっ!?　そっちのダイビング？　怖こわくない？」

　怖いところが良いのではないか、と思う。上空数千メートルからの自由落下。せいぜい地上二メートルをぴょんぴょん飛び跳はねるだけのハイジャンプとはわけが違う。もし万が一のことがあれば、どんなに足あ搔がいても助からない。そういう瀬せ戸と際ぎわに身を置けば、心しん胆たんが練ねられ、浮うわつきがちな意志も磐ばん石じやくになろう。ぜひぜひ体験してみたいものだと思う。

「どうして南の島で修行しなくちゃいけないの」

　有屋は不満そうに言った。「ま、いいか。じゃあ、やっちーはスキューバダイビング、たっきーはスカイダイビングね。どっちもできる場所がないか探さがしてみるよっ」

　弾はずむような声で言って、あれこれと携帯を操作する有屋。彼女のテンションは普段から高めだが、今日が金曜日であることを加味しても、やや過か剰じようすぎるような気がする。

　何か良いことでもあったのだろうか。

　その何かに心あたりがあるのか、八葉はこちらに目め配くばせして、

「あー、美み月つきくん。こんなことを言うと、キミはまた『詰まらん！』と怒るかもしれないが、重要なことなので言っておくよ」

　小さく咳せき払ばらいをして、八葉は言った。

「そろそろテストの時期だけれども。日々勉強は順調かね？」

　八葉の指摘に、有屋はぎくりと動きを止めた。引きつった笑みを浮かべて、

「ど、どどうして急にそんなことをおっしゃるのでゲス？」

　分かりやすすぎる反応だった。

　八葉はやれやれ、と首を振る。

「していないんだね、全然。まあ、無理もないことだが」

　有屋の五月の大部分は、この長屋を守るために費ついやされたと言って良い。署名を集めるためにバザーを提案し、その準備に奔ほん走そうした。統とう括かつ委員会の奸かん計けいで署名が無効とされてからは長屋に立てこもり、身体からだを張って死守しようとした。当然、その間の授業は欠席していたわけで、自主的に勉強する余裕があったとも思えない。

「また赤点が増えたら、南の島どころじゃないぞ」と高たか行ゆきは苦言を呈ていした。

　学園都市では、定期的に行われるテストの結果が月々の校貨支給額に大きく影響してくる。部活で優秀な成績を残そうとも、委員会で学園のために身を粉こにして働こうとも、学生の本分が疎おろそかになってしまっていては報むくわれないのである。

「で、でも。赤点ピンチなのはたっきーも一いつ緒しよでしょ！　この前のテストだって……」

「一緒にすんな。前回のはイレギュラーだ。今回はしくじらん」

　高行の前回の定期テストが微び妙みような結果だったのは、足を故障し、部活にも勉強にも身が入らなくなっていたからだ。普通にやっていれば、少なくとも赤点は回避できる自信がある。

「赤点ぐらいどうってことないもんっ」と有あり屋やは強がった。「ちゃんと貯金してるし。南の島行きの資金ぐらいなら、なんとかなるもんっ」

「ところがどっこい。そうはいかないのだよ、美み月つきくん」

　八やつ葉はは神妙な顔をした。

「さっきも言いかけたのだがね。宮みや野のくんが教えてくれたところによると、今回の定期テストから、低成績者にはペナルティが課せられることになったそうだ。夏期休暇中の課題は五割増し。赤点教科の補習はもちろん、強制的な社会奉仕活動も検討されているらしい。そうなった場合、南の島へ行く時間的余裕はなさそうだね」

　有屋は重い荷物を背負わされたように、がっくりと床に倒れ込んだ。「どうしてそんな……ひどい……」とうわ言のように呟つぶやく。

「統とう括かつ委員会に代わって、二十一委員会の一員となった『トラッド・アソシエ』の提案らしい。近年、学生一般の学力低下が問題視されてもいたからね。反対意見はほとんど出なかったそうだよ」

　さらに今期のテストは、サーバーメンテナンスの関係か何かで、例年よりも一週間程ほど繰り上げて六月三十日から日曜日返上で行われるらしい。

「繰り上げ……日曜日返上……有り得ない……」

　突つきつけられた冷れい酷こく無む残ざんな事実に、有屋の心は砕くだけ散った。もそもそと壁かべ際ぎわに移動して、漬つけ物もの石いしのように動かなくなる。どれだけ夏休みを心待ちにしていたか、痛い程伝わってくる。小学生か。

　八葉は有屋の肩を抱くようにして、ゆさゆさと揺ゆさぶった。

「こうなった責任の一端は僕にもあるからね、勉強は見てあげる。まだ夏休みがなくなると決まったわけでもない。そんなに気を落とすものじゃないよ」

　有屋の傷心はさておき。二十一委員会の一角が入れ替わるという事態に、先月の事件がもたらした影響の大きさを、いまさらながら実感する。そして恐らく、八葉がいなければこういう事態にはならなかっただろうとも思う。

　アメリカを滅ほろぼしたり、ロボットを作ったりするだけがジーニアスではない。良きにつけ悪しきにつけ世界を決定的に変えていく。それがジーニアスのジーニアスたる所以ゆえんだ。

　出会ったばかりの頃。八やつ葉はは自分が世界を変えてしまうことを恐れていた。

　彼女は、その恐れを克服しつつあるように、高たか行ゆきには思われた。
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　思わぬ窮きゆう地ちに立たされ、大きくへこんだ有あり屋やをふくらますには少々骨が折れた。あの手この手で宥なだめすかし、高行が購買部まで走って手に入れたみたらし団だん子ごでようやく機き嫌げんが治った。先日、種をまいたばかりの朝顔に水をやって、有屋がまた落ち込まないうちに帰ることにした。

　分厚く曇った空の下、人影もまばらになった構内を抜けながら、「二人は週末どうするの？」と有屋が言った。「わたしは、当然お勉強ですけど……」

　自爆しかけた有屋を、八葉は「まあまあ」と宥めた。

「僕は手がけている研究の続きかな」

「研究ってどんな？」

「言葉では説明しづらいのだよ。もう少しで人に見せられる程度にはなるから、そのときを楽しみにしていてくれたまえ」

　八葉は、次の研究がデリバード──《特ブ化ラ領ン域チ》の目覚めにつながるかもしれないと言っていた。それだけに慎重に進めている研究らしく高行にも詳くわしいことは教えてくれていなかった。

「もっとも研究の完成には『悪あく魔まの眼め』が不可欠なのだがね」

「それって、ガラクタ市で探さがしてたっていう？」

「いかにも」と八葉は頷うなずいた。

　その怪あやしげなアイテムは名前に違たがわず奇き妙みような現象を引き起こす代しろ物もので、使い方次第では、水を常温で沸ふつ騰とうさせたり、鉄の塊かたまりを中に浮かべたりすることができる。フラジイル一号の飛行実験で紛失してしまった後、一度回収のチャンスが巡めぐってきたのだが、不可解な偶然が重なって取り逃がし、いまも手元に戻ってきていない。

「ともかく、あれがないことには下準備までしかできない。だから、研究と言っても特に急いでいるわけではないのだよ」

「そっか。じゃあ、たっきーは？」

「特にないな。適当に寝て過ごすんだろ。たぶん」

「うわっ、ツマンネ！」有屋は大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞった。「どうして他ひ人と事ごとみたいに言うのさっ。有意義に過ごせよう。わたしは勉強漬け確定なのに！　おかしいっ！　不公平だよっ！」

　自業自得だろうと思わないではなかったが、有屋が夏休み消しよう滅めつの危機に瀕ひんしている経けい緯いには、少なからず同情の余地がある。こういう時は、自分より不幸なものを見下して、精神安定剤とするのが良い。

「運動部の連中は、普段使ってない脳のう味み噌そにエンジンかけるだけでも一ひと苦労なのに、夏の大会に向けた合宿もこなさなきゃいけないんだから。それから比べたらいくらかマシじゃないか」

　有あり屋やは唇を尖とがらせて「わたしだって水泳部の合宿が……」と言いかけ、ぱちんと手を叩たたいた。

「そうだ、閃ひらめいたっ！　勉強会をやろうよっ！」

「勉強会？」

「そう！　みんなで集まって、一日みっちり勉強するの。得意な科目は教え合えるし、お互いサボらないように見張れるでしょ。これは妙みよう案あんじゃないかしらっ！」

　どうかしら、と高たか行ゆきは思う。勉強にせよ仕事にせよ、ひとりで黙々とやった方が捗はかどるような気がする。どうしてもサボってしまうというなら、まずその意志の弱さを鍛きたえるべきではないか。そうして高行が勉強会の開催に難色を示していると、八やつ葉はが「いいじゃないか。やろうよ勉強会」と有屋の肩を持った。このままでは賛成二票で可決されてしまう。

「このメンツで勉強会をやるとなったら、八葉が講師役になるのは目に見えてる。俺はともかく、おまえにメリットがないんじゃないか？」

「そんなことはないよ。教える過程で新しい発見をすることは珍しくない。少なくとも、なかなか進まない研究に時間を浪費しているよりは、ずっと楽しそうだ」

　高行は食い下がった。「集まると言っても場所はどうする。部室はとてもじゃないが勉強できる環境じゃないし、図書館じゃひとりでやっているのと変わらんぞ。有屋の部屋でやるのか？」

「そ、それはダメだよ、散らかってるし！　そもそも女子寮りようだから、たっきーは入れないし」

「では僕のところで、と言いたいところだが。誰かさんがセキュリティをこじ開けて不法侵入してからというもの、部外者の立ち入りに制限がついてね。手続きやら何やら、色々と面めん倒どうなのだよ。となると……」

　八葉はにやりと笑って高行を見た。高行はその言わんとするところを瞬しゆん時じに察して、

「ちょっと待て！　そんな勝手に、」

「香か澄すみさんにあのときの礼をせねばと思っていたし。丁ちよう度ど良いじゃないか」

「香澄さんって誰？」と有屋。

「高行くんは年上で美人のおねえさんと、ひとつ屋根の下に住んでいるのだ」

　有屋の目がきらりと光った。「それは聞き捨てなりませんな」

　高行はむう、と唸うなった。完全にヤブヘビである。

「俺の一存では決められない。瑠る璃り垣がきさんに訊きいてみないと」

　瑠璃垣さんというのは、瑞みず穂ほ荘の寮母である。かつては民宿であり、学園都市が整備されてからは学生寮になった瑞穂荘を、先代の寮母である瑞穂さんから譲ゆずり受けた。彼は瑞穂荘を心から愛しており、「漢おとこ氣ぎなき者に入寮の資格なし」と宣言して、命をかけても瑞穂荘を守る所存でいる。漢おとこの中の漢だ。

　瑠る璃り垣がきさんをダシにして答えを先延ばしにしてはみたものの、常々「友達のひとりも連れてこい」と言っている瑠璃垣さんが、瑞みず穂ほ荘での勉強会開催に否いなと答えるはずがないのは目に見えている。反対するどころか、喜び勇んで協力してくれることだろう。

　なんだか、すごく嫌いやな予感がする。

　そういう予感に限ってはずれることは滅めつ多たにないのだから困ってしまう。
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　（2019/06/08）

「ふむ。こんなもんか」

　ひと通り自分の部屋の片づけを終えて、高たか行ゆきは軽く息を吐はいた。

　片づけといっても、ホコリを払はらい、掃除機をかけ、散らかっていた洗濯物を畳たたんだぐらいである。もとよりモノが少ないので、あまり印象は変わらない。部屋に最初からあった折り畳み式のちゃぶ台、細こま々ごましたものが詰め込まれている小さな棚たな、五段重ねの衣装ケース、ぎしぎし軋きしむパイプベット。高行の部屋にあるのはそれきりだ。

　高行は携帯で時間を確認した。有あり屋やたちがやってくる十時まで、あと五分というところだった。瑠璃垣さんに勉強会のことを話すと、驚きつつも案の定じよう喜んで許可してくれた。

「あ、いかん」

　高行はベッドのマットレスをひっくり返した。そこには卑ひ猥わい極まる紙書籍の数々が封印されている。八やつ葉はが古本の収集家であることを聞きつけた鹿か児ご島しまが「竹たけ原はらさんもこれを読んで、在ありし日の出版文化を学んで下さい」と、半ば強制的に押しつけてきたもので、モノがモノだけに、不用意には捨てられずにいた。しかし、瑞穂荘で勉強会をやることになった以上、ここに置いておくのは危険すぎる。いつ破裂するか分からない爆ばく弾だんの上で闇やみ鍋なべをするようなものだ。

　高行はゴミ袋に破は廉れん恥ち書籍を突つっ込んでいく。途中までは躊躇ためらいなく処分していったのだが、とある一冊で手が止まった。表紙には『街角桃とう源げん郷きよう～摘つみたて果実をめしあがれ～』とある。思わず唸うなった。こればかりは安易に捨てるにはいかにも惜しい。もう一度じっくりと吟ぎん味みした上で処分を決めるべきではないか。

　高行は迷った末に、その一冊だけをそっと押おし入いれの奥深くへと埋まい蔵ぞうした。

　残る書物をゴミ袋に詰め、鹿児島の部屋に叩たたき込んだところで、玄関の呼び鈴りんが鳴った。

　一階へ降りて行くと、玄関の土間に有屋と八葉が立っているのが見えた。

　八葉は高行を見上げて、

「高行くん。お邪じや魔まするよ」

　有屋はきょろきょろとあたりを見回して、

「日本家屋っていうの？　すごいねえ」

「結構広いだろ。ここ、昔は民宿だったらしくて……」

　階段を下りた高たか行ゆきは、言葉をなくした。

　八やつ葉はと有あり屋やの他に、玄関に立っている者が二人。

　ひとりは白い歯を輝かせて「おはよう高行！」と勢い良く手を挙げる。

　もうひとりは不ふ機き嫌げんそうな顔で腕を組んでいる。

　朝練終わりでまっすぐ来たらしく、黒に赤のラインが入ったジャージ姿。

　高行がかつて所属していた陸上部の部長・灰はい塚づか清きよ彦ひこと、副部長の伊い佐さ勇ゆう里りであった。

　みるみる険しい顔になる高行に、有屋が慌あわてて事情を説明する。

「昨日の帰りに、偶然バスで一いつ緒しよになってね。勉強会のことを話したら──」

　大方、灰塚がわがままを言ったのだろうと思いきや、勉強会への参加を申し出たのは伊佐だったという。陸上部のエースとして輝かしい成績を収めている灰塚だが、勉強の方は有屋に負けないぐらいの低空飛行を続けており、今回こそ墜つい落らく事故を起こしてもおかしくない危機的状況にある。学園史上最強の呼び声も高い陸上部、その部長が赤点大王では内外に示しがつかぬ。伊佐は人知れず危機感を募つのらせており、有屋が話した勉強会を好機と捉とらえたのだった。

「それならそうと、なんで前もって言ってくれないんだ」

「う……それは。えっとですね」

　有屋の前に伊佐が進み出た。

「私が黙っておくように頼んだの。前もって言ったら、あんたは何かと理由つけて断ことわるに決まってるもの。それに、わたしたちにひとつ貸しがあったわよね。あれを使わせてもらうわ」

「むう……」

　先月の末、統とう括かつ委員会の封ふう鎖さを突破するために、陸上部の力を借りてしまった。これは言い逃のがれのできない事実であったので、高行は二人を受け入れざるを得なかった。伊佐の後ろで、灰塚が苦笑いを浮かべていた。

「良いではないか高行くん。二人も四人も大して変わるまいよ」

　八葉はすでに靴を脱いで、階段に足をかけている。「さ、いつまでもそんなところに立っていないで。上がってくれたまえ」

「おまえは何様だ！」

　勉強会の人数が増えることを、瑠る璃り垣がきさんへ報告はしなくていいだろう。なにせ「儂わしは邪じや魔まにならんよう今日は一日出かけてるから、好きなようにやれ」とお墨すみつきをもらっているくらいだ。加えて、香か澄すみさんも鹿か児ご島しまも朝から外出してくれているのは幸いだった。

　あの二人がいては勉強どころではないだろうから。
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　もとから置いてあったちゃぶ台に男二人、運び入れた予備のちゃぶ台に有あり屋やと伊い佐さが座る。それだけで高たか行ゆきの部屋はぎゅうぎゅうになってしまった。

「すまんな。狭くて」

「たっきーの部屋、すごく片づいてるからちょうどいいぐらいだよっ」と有屋。

「片づいているっていうより殺風景じゃないか？」と灰はい塚づか。

「清きよ彦ひこ。あんたは自分の部屋を片づけてから、人のことを言いなさい」と伊佐。

「あー、これこれ。私語は慎つつしみなさい」

　眼鏡めがねをかけた八やつ葉はは、高行のベッドに座って足を組んでいる。すっかり講師気取りである。

「早速、楽しい楽しいお勉強の時間を始めよう──と、行きたいところだが。闇やみ雲くもに取り組んだところで効率は上がるまい。効率の良い勉強のためには、自分の得意分野とそうでない分野をしっかり理解することが重要だ。己おのれを知れば百戦危あやうからず」

　そこで、と八葉は携帯を開いた。五枚のディスプレイが浮かび上がる。各ディスプレイには、主要五科目の教科名が表示されていた。

「昨晩夜なべしてミニテストを作ってきた。まずはこれをやってもらう」

「えっ、いきなりテスト？」

　有屋がちゃぶ台に突つっ伏ぷしてバタバタする。

「そう言わない。これはキミたちの現時点での学力を把握するためのものでもあるのだからね」

　八葉は四人の携帯にミニテストのファイルを送ってよこした。それぞれ数ページしかなく、この程度でちゃんと実力を測ることができるのか疑問ではあったが、そこはジーニアス印の特別製ということだろう。

「制限時間は百分。一教科あたり二十分の計算だが、どの教科のどの問題から手をつけても構わない。解いていく順番や解法を分析することでも、得え手て不得手が見えてくるからね。一番成績の良かった人には、ささやかな賞品も用意してあるから奮ふるって取り組んでくれたまえ」

　天下無む双そうの人見知りである八葉だが、とりあえずこの場にいる四人とは気負いなく会話できるようになったようだ。こんな手の込んだテストを用意してくるあたり、今回の勉強会も密かに楽しみにしていたとみて間違いない。

「高行くん、何か質問でも？」

「うんにゃ。なんでもない」

　八葉は首を傾かしげ、そして気を取り直して言った。

「携帯のネット接続は切ってあるね？　当たり前だけどカンニングはダメだよ。それでは、始めてくれたまえ」

　四人は一斉に携帯を開いた。

　それから約二時間、休憩を挟はさみつつテストに取り組んだ。

　鉛筆が机を滑すべる音はほとんど聞こえない。ディスプレイに直接入力していくので、テスト中は静かなものだ。有あり屋やが頭を抱かかえて唸うなっているのが若じやつ干かん気になったが。

　テストの内容はというと、問題によって難易度にばらつきがあるように感じた以外は、ごく普通。終了まで十分程ほど残して見直しまで済んでしまった。ひと息吐ついて伸びをする。

　ふと見れば、ベッドに座った八やつ葉はがそのままの姿勢で、ゆらゆらと舟を漕こいでいた。夜なべしてテストを作ったと言っていたから寝不足なのかもしれない。こうして憎まれ口を叩たたかず、大人おとなしくしていればかわいげもあるのだが。

　八葉の寝顔をぼんやり眺ながめていたら、灰はい塚づかがこそこそとすり寄ってきた。

「高たか行ゆき。ちょっと見せてくれ。数学の問５がどうしても分からん。あと社会も」

「説明聞いてなかったのか？　苦手が分かんなきゃ意味ねえだろ」

「だって賞品がほしいんだよう」

「おまえじゃ無理だ。潔いさぎよく諦あきらめろ」

　高行は灰塚の顔をぐいぐいと押し返したが、灰塚も往おう生じよう際ぎわが悪い。つぶれた饅まん頭じゆうみたいな顔になりながら、高行の携帯をのぞき込もうとしてくる。伊い佐さは「アホ」と一ひと言ことだけつぶやいて我関せずを決め込む。有屋は自分の問題を解くのに必死でそれどころではない。そうしてひとしりき「やめろ」「見せろ」と押し合いをしていた男二人の肩が、ぽんぽんと叩かれた。

　八葉が目を覚まして仁に王おう立ちしていた。

　半笑いで誤ご魔ま化かそうとする高行と灰塚に、八葉は満面の笑みを返して冷然と言った。

「罰ばつとして腕立て百回」
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「くそ……腕が棒だ……」

　廊下で腕立て伏ふせ百回をこなした高行は、板張りの廊下に突つっ伏した。

「おやおやー？　高行くーん。陸上部やめて、ずいぶん鈍ってんじゃないですか？」

　同じ数だけ腕立てをこなした灰塚は憎たらしい程涼すずしい顔をしている。

「誰のせいでいらん筋肉使わされたと思ってるんだ」

　やはり体力低下は否いなめないか、と思いきや、灰塚の両腕も小刻みにぷるぷる震ふるえていた。やせ我慢しているらしい。腕を揉もみほぐしながら部屋に戻ると有屋がぺたんと横になっており、伊い佐さがハンカチで扇あおいで風を送っていた。脳細胞がオーバーヒートを起こしたのであろう。

「反省が済んだら座ってくれ。とっくに採点は終わっている。結果発表といこう」

　全員がテストを受けた位置に座り直すのを待ってから八葉は言った。

「ではサクサクいくよ。第一位は伊佐勇ゆう里りくん。５００点満点中４５０点。ぶっちぎりだね」

　おお、と誰ともなく感嘆して拍手が起きた。

「全教科満まん遍べんなく高得点。さすがと言う他ないな」

　伊い佐さはあくまでクールに、「その日の授業をその日のうちに復習しているだけよ」と言った。「私は凡人だから」

「その復習ができない人間が多いのだよ。伊佐くんの場合、解いていった教科の順に点数が高くて、最後に手をつけた英語が一番低くなっているね。このまま本番に挑いどんでもなんら問題はないだろうけど、ミニテストの解答を参考に抜けているところを補えば完かん璧ぺきだろう」

　八やつ葉はは言いながら持参したカバンをごそごそと漁あさった。どう考えてもテスト勉強にはまるで無用なガラクタをかき分けて取り出したるのは、

「じゃじゃーん。約束の賞品だよ」

「それは……サメ、かしら？」

「サメのぬいぐるみだ。良くできているだろ？　僕の手作りだ。伊佐くんはこういう可愛かわいいものに興味はないかもしれないが、大切にしてくれると嬉うれしい」

　それはぬいぐるみというには、やけに生々しい質感をしていた。いつか高たか行ゆきを絶句させたチョウチンアンコウスーツと同じ製法であるらしい。賞品を受け取った伊佐はたいへん戸と惑まどった表情で「サメ肌……」と呟つぶやいた。

「続いて第二位。竹たけ原はら高行くん。５００点満点中３７０点。まず申し分ない成績だ──とでも言うと思ったら大間違いだぞ、キミ。最初から国語を捨てているのがバレバレだ」

　八葉が言う通り、国語には昔から苦手意識があった。まず長い文章を読むのが好きではないし、本を読んだ感想など人それぞれなのに、正せい誤ごや得点をつけるというのも納得がいかない。

「赤点じゃないならいいだろ」

「努力してこの点数なら文句はない。けれど、手をつけてさえいないじゃないか。そういう姿勢は感心しないね。人間性が透すけて見えるぞ」

「こんなテストで俺の何が分かるって言うんだ」

「可愛くないやつ。生意気っ！」

「おまえに言われたくないわ！」

　伊佐がサメのぬいぐるみを押したり潰つぶしたりしながら言った。「海かい竜りゆう王おう寺じさん、そろそろ結果発表の続き、お願いしていいかしら？　二人の緊張が限界みたいなんだけど」

　灰はい塚づかと有あり屋やは、神しん妙みような顔つきで正座している。

　なぜならば、第三位の発表がすなわち最下位の発表であるからだ。

「すまない。第三位の発表と行こう」

　八葉は正座中の二人を順繰ぐりに眺ながめ、手元の携帯に目を落とし、まだ二人の顔を眺める。

　そうしてたっぷりと溜ためを作った末に言った。

「第三位。灰塚清きよ彦ひこくん」

　灰塚は「よっしゃー！」と拳こぶしを突つき上げて喜びを炸さく裂れつさせ、有屋は劇的に崩くずれ落ちて動かなくなった。明暗を分けるとはこういうことを言うのであろう。

「合計点数は３００点ぴったり。灰はい塚づかくんは、高たか行ゆきくんとはまた別の意味で得意分野がはっきりしているね。こういってはなんだか、理系が得意というのはちょっと意外だな」

　灰塚は照れくさそうに頭をかいて、「数学とか理科とか、どれも答えが一個だろ。だから分かりやすいんだよな」

「解答の仕方も面白いね。数学の問題を途中までで投げ出して、いきなり漢字の書き取りを始め、同時に英語の長文読解に挑いどんだかと思えば、数学に戻っていきなり答えを書く。こういう並列思考は真ま似ねしようと思ってできることではない。灰塚くんはこの才能を伸ばしていかなければならないよ。ちょっとケアレスミスが多いようだから、歯がたたない問題を粘ねばるより、見直しに時間を使った方が良いだろうね」

　賞品は獲かく得とくできなかったものの、灰塚は照れたような笑みを浮かべて満足そうだった。普段、高行や伊い佐さからアホだバカだと罵ば倒とうされてばかりいるので褒ほめられたのが嬉うれしかったのだろう。

「さて、第四位の有あり屋や美み月つきくん。点数は……のちほど個人的に教えるとして、だ。オブラートに包んだコメントと、そうでないコメント。どっちがいい？」

　有屋はよろよろと身体からだを起こした。「……ズバっとお願いします」

「うむ。その意気や良し。キミは全教科及きゆう第だい点以下。特に理数系と英語は壊かい滅めつ的で目も当てられない。すべての解答欄を埋うめている点は評価するけれども──」
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　八やつ葉はは歯に衣きぬ着せず、有あり屋やのテスト結果を分析していく。有屋もいちいちダメージを受けつつも、真正面からその言葉を受け止めていた。先月までの二人なら、こうはいかなかっただろう。そんな様よう子すを、高たか行ゆきも安心して見ていることができた。

「とにかくサボっていた授業分を取り戻すことが第一だけれど、テスト本番までにすべての教科の遅れを取り戻すのは難しかろう。ペナルティを避けるためには注力する教科を絞しぼるべきだね。ただし、これからの進路にも関わることだから選択は慎重に」

　定期テストの成績は校貨の支給額だけではなく、今後選択できる授業にも影響してくる。特に、高等部二年の後期からは徐々に専門授業が増え、自然と将来の進路が定まってくる時期だ。

　有屋は「ちょっと考えてみるよ」と思し案あん顔がおで呟つぶやいた。

　それぞれテストの解答を見直していると、どこからともなく遠えん雷らいのような音が聞こえてきた。

　なんの音だと思ったら、有屋が顔を赤くしていた。全員の視線を集めた有屋は、「なんで頭を使うとお腹が減るのかしら」と恥ずかしそうに笑った。
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　結果発表が終わると、すでに午後一時を回っていた。腹も空すくはずである。八葉はピザのデリバリーを所しよ望もうしたが、全員から却下された。喧けん々けん囂ごう々ごうの議論の末、高行が瑠る璃り垣がきさんから冷蔵庫の食料は好きに使って良いと言われていたことを思い出し、せっかくなら何か料理を作って食べようという結論に落ち着いた。

　ぞろぞろと一階の台所兼食堂に移動したところで、思わぬ来客があった。

　招いてもいない人間を客と呼べるのであれば、だが、

「にゃははは。来ちゃった」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まは玄関先で、可愛かわいらしくしなを作ってみせた。

「来ちゃった、じゃねえよ！　二秒で帰れ！」

　高行は吠ほえた。

　過激な取材攻勢で知られる報道部のエースである由真は、イベントやトラブルの現場にはハイエナ並みの嗅きゆう覚かくを発揮して漏もれなく姿を現す。大人おとなしく取材をして帰っていくだけならまだしも、自みずから事態をひっかき回して、余よ計けいな面めん倒どうをこしらえるのだから悪質である。その広範かつ迅じん速そくな情報収集能力には何度か助けられているとはいえ、それ以上に迷惑を被こうむっているので、このアポ無し登場を喜べようはずもない。

「たかくん、そない冷たいこと言わんと。勉強会してんねやろ？　ウチも今回ピンチやねん。後ご生しようやから混ぜてえな」

　ごく限られた人間しか知らない今日の勉強会を、どこから聞きつけてきたのか。報道部のエースというだけでは説明がつかない。得え体たいの知れないところのある由真に、高行は改めて不信感を抱いた。しかし由ゆ真まは抜け目なく手て土産みやげにミスタードーナツを持参しており、甘あま味みに飢えた女性陣を懐かい柔じゆうし、まんまと勉強会に加わったのだった。

　それから冷蔵庫にあった卵と冷凍ご飯を発見し、オムライスを作ろうということになったまでは良かったのだが、高たか行ゆきの「どうせ、おまえらは普段料理なんてしないんだろう」という軽はずみな発言をきっかけに、ここぞとばかりにアジテーターの才能を発揮した由真によって、女性陣三つ巴どもえの第一回料理対決「瑞みず穂ほ荘の乱」の火ひ蓋ぶたが切って落とされることになったりした。

　しかし遺い憾かんながら、そのあたりの顚てん末まつはざっくりと割かつ愛あいさせて頂いただきたい。

　おおむね、想像し得る通りの残念な結果であったという。

　とにもかくにも、遅めの昼食を食べ終えた一同は、高行の自室に戻った。しかし空腹が満たされると集中力が散漫になるのが、人間の生態的欠陥である。みんな真ま面じ目めに机に向かっていたのは最初の一時間ぐらいだっただろう。

　高行も一いつ瞬しゆん居眠りをしてしまってがくりと首が落ちた。平静を装って顔を上げると、ベッドに陣取っていた八やつ葉はは布ふ団とんにすっぽりと潜もぐっていた。人の布団で本気で寝るやつがあるか。

　灰はい塚づかは新作の手品を由真に見せて遊んでいるし、伊い佐さは有あり屋やに勉強を教えていたが、陸上部で培つちかわれたスパルタ指導に有屋はとうとう音ねを上げた。

「もうダメだー」と後ろに倒れ込んで、棚たなの角に頭をぶつける。ぐあ、と呻うめいて狭い部屋を転がる。「……痛いよう。せっかく覚えたのに、記憶喪そう失しつになっちゃうよう」

「そう簡単に記憶は飛んだりしないから安心しなさい。真夏の炎えん天てん下かで二十キロぐらい走れば別だけど」

「それは意識が朦もう朧ろうとしているだけじゃありません？」有屋は転がるのをやめて、「もう二十一世紀なわけですよ」と脈略のないことを言う。「２０１９年なわけですよ。二十一世紀も五分の一終わっちゃうよ？　わたしたち未来に生きてるんだよ？」

　高行は首を傾かしげた。「それがなんだって？」

　有屋はがばっと起き上がった。「だからさ、こんなにギジュツはシンポしているのに、勉強の仕方は昔と変わってないのっておかしくないっ？　学校行って、授業受けて、教科書読んで、忘れないように復習して、それでもテストでコテンパンにされて……なんか、もっとこう、画期的な学習方法が発明されてもいいんじゃないからしら？」

「画期的って、たとえばどんなん？」と由真。

「あ、オレ知ってる」と灰塚が嬉き々きとして言った。「カプセルに入ってひと眠りすると、外国語がペラペラ喋しやべれるようになってたり、すごく難しい問題もスラスラ解けるようになるんだよ。この前見た宇宙の映画に出てきた」

　宇宙の映画って。せめてＳＦと言え。ＳＦと。

「そう、まさにそういうの！」有屋はビシッと灰塚を指さした。「早く発明されないかなあ」

「いわゆる睡眠学習装置なら、すでに実用化されているよ？」

　八やつ葉はがいつの間にか起き出していて口を挟はさんだ。

　眠たそうな目をこすりながら、半ば独ひとり言ごとのように喋しやべる。

「エリサ・ウォーターズという脳神経学のジーニアスによって、ヒトの記憶メカニズムはほとんど解明された。彼女は長期記憶に任意の情報を焼きつける技術も確立したが、何度も反復して検けん索さく性を高めなければ知識としては使い物にならない、原稿用紙一枚分の情報を焼きつけるために数時間も要するなど、実用には程ほど遠いものだった。彼女は飽きてしまったのか、この手の技術研究をやめてしまったけれど、一部の研究者が改良を続けていてね。ほんの数年前に手早く確実に記憶をインプットする方法が考案されたのだ」

「本当に？」と目を輝かせる有あり屋や。

「まあ、話は最後まで聞きたまえ──ヒトの脳には、強い情動と結びついた記憶は強固に保存されるという仕組みがある。とても嬉うれしかった思い出や涙が出る程ほど悔くやしかった出来事は、たった一度の体験でも決して忘れたりはしないだろ？　科学者たちは、ならば人じん為い的に情動と記憶をセットにして焼きつけてやればいいと考えた。セットにする情動はシンプルかつ万人に共通であれば尚なおよろしい。この条件にぴったり当てはまる情動、それは恐怖心だ。生命の危機さえ感じるような恐怖体験と一いつ緒しよに焼きつけてやることで、どんな複雑な記憶も絶対に忘れないし、手に取るようにはっきりと思い出せるようになった。まあ、人格がおおいに歪ゆがむ可能性は否定できないし、導どう関かん数すう公式を思い出すたびに絶叫しなきゃいけないのはどうかと思うよ」

　言葉を失った一同の前で、八葉は大きな欠伸あくびをした。

「そういうわけだから美み月つきくん。現実逃避も程々にして、昔ながらの勉強に戻った方が、得策ではないかと僕は思うものだよ」

「はい……」有屋は神しん妙みような顔で机に戻った。

　他の面々もいそいそと勉強に戻ったけれども、やはり集中力が散漫になって効率が上がっているようには見えない。高行は良い頃ころ合あいだと思って部屋を出た。ぐずぐずに崩くずれ始めた勉強会に仕切り直すべく、コーヒーを淹いれることにしたのだ。

　台所で、アツアツ濃い目のコーヒーを人数分準備する。こうした細やかな気遣づかいがデキル男と凡ばん夫ぷの差である。勉強会がいつまで続くのか分からないが、夕食も考えておいた方がよかろう。八葉がどうしてもというならピザを手配してやっても良い。

　大きなお盆にカップを六つ並べて、狭くて急角度の階段をゆっくり上る。

　勉強会を始める前はあれだけ億おつ劫くうだったのが、今はあれこれと気を回し、それを楽しんでいる自分がいることは、どうも認めざるを得ないようだ。自分は何かを主催するよりも、その補佐をしている方が性分に合っているのかもしれないと思う。

　滑すべりやすい廊下に気をつけて自室まで戻り、「おーい。開けてくれー」と声をかけるのだが反応がない。怪け訝げんに思いつつ、ふさがった両手で苦労してドアを開ける。

　なぜか、みんなでひとつのちゃぶ台を囲むようにしていた。興味津しん々しんという顔で卓上の何かのぞき込んでいる。人がせっかくコーヒーを持ってきてやったのに、何をしているのか、と灰はい塚づかの頭の上からのぞいてみる。

　輪の中心には香か澄すみさんがいた。ちゃぶ台の上には押おし入いれの奥深くへ埋まい蔵ぞうしたはずの御お宝たから書籍が白昼堂々ご開帳されていた。

「いつ帰ってきたんですか香澄さん！　っていうか、あんた何やってんだ！」

　怒ど鳴なった拍ひよう子しにアツアツのコーヒーが飛び散り、灰塚の頭に降り注いだ。灰塚は「ぎゃ！」と悲鳴を上げた。香澄さん何事もなかったような顔で「ただいま」と言う。

「勉強会してるっていうからよ、この経験豊富な香澄おねえさんがじっくりねっとり教えてあげてンじゃねえか。教科は保険体育。竹たけ原はら高たか行ゆきの性せい癖へきについて」

「そんなものはテストに出ません！」

　ちゃぶ台の上のものを一刻も早く回収したいのだが、コーヒーで両手のふさがっている高行はおろおろするしかない。その間にも、女性陣はじっくりねっとりと保健体育のテキストを読み込んでいる。

「そうか。乳ではなく尻しりであったか」八やつ葉ははヘウレーカと重々しく呟つぶやいた。

「アレはコレだけど、ソレならちょっと自信あるかも」有あり屋やはもじもじした。

「練習中に嫌いやな視線を感じることがあったけど。まさか」伊い佐さは汚物を見る目で高行を睨にらむ。

「うふふ。いいこと聞いちゃった」由ゆ真まはどうせロクでもないことを考えている。

　終わった。営々と積み上げてきたキャラクターも、これから要所要所でカッコイイ台詞せりふを吐はく権利も、すべてが泡あわと消えた。肩を落とす高行に、灰塚は優しく言った。

「オレは高行が何フェチでも友達だからな」

「うるせえ！　友達なら止めろよなあ！」

「熱い！　コーヒーをかけないで！」

　香澄さんはもうひとつのちゃぶ台に座ってケタケタと笑い、

「おまえら、どうせなら泊まってけよ」

　二発目の爆弾を高行の部屋に投下した。

「いきなり何を言ってるんですか。そんなの駄目に決まってる」

「なんでだよ。ルリルリは好きにしろって言ってたんだろ？　部屋も布ふ団とんもいくらでも余ってるだろうが」

　瑞みず穂ほ荘が元旅館であることが裏目に出た形だ。「いや、それにしても急すぎますよ。良く分かりませんけど、女性は色々と準備がいるんでしょう？」

「あたしの貸してやるよ。足りないもんは買えばいいだろうがよ」

「高行くん、心配には及ばないよ」

　八葉がすっくと立ち上がった。

「こんなこともあろうかと。僕はお泊りグッズを持参している」

　やけにでかいカバンの中身はそれか。

「やっつんが泊まるならわたしもお泊りするよっ！」と有あり屋やがなぜか対抗心を燃やす。

「オレはタオル一枚あればどこでも寝れるぜ！」と灰はい塚づかは無駄な自慢をする。「高たか行ゆきは陸上部の合宿にも来なかったもんなあ。楽しみだなあ。枕まくら投げしよう！」

「清きよ彦ひこ、遊びに来てるんじゃないのよ。勉強会なのよ。分かってるの？」

　灰塚がそのつもりなら、もれなく伊い佐さもついてくるに決まっている。

「たかくんは苦労人やねえ。悪いけどお世話になりますよって」

　由ゆ真まはすっかり冷めたコーヒーをずずっと啜すすった。こいつが、こんな面おも白しろそうな展開からみすみす離脱するはずもない。

　その場の話題は、すでに近くのコンビニへ買出しに行こうということになっている。

　もはや、高行にはどんな決定権も残されてはいなかった。こうして勉強会は勉強合宿へとスケールアップを遂とげた。もうどうにでもなれという感じだった。
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　ともあれ。香か澄すみさんの乱入によって──かかなくても良い恥はじをかいたのは大変な誤算だったが──弛し緩かんしかけた空気を、一度仕切り直しにできたのは助かった。午後七時くらいまでみっちりと勉強し、夕食には八やつ葉はの希望に応えて、デリバリーのピザを食べた。八葉が懇こん意いにしているという店のピザは確かにうまかった。

　夕食の後、由真と香澄さんも含めた女性陣から先に風呂に入ることになった。瑞みず穂ほ荘には普段使っていない大浴場があって、五人くらいは余裕で入れる。高行と灰塚は部屋で大人おとなしく「さるも木から落ちる」を遊んで待っていたのだが、鹿か児ご島しまが帰ってきたあたりから雲行きが怪あやしくなり始めた。

　鹿児島は女性陣が今まさに入浴中だと知るや、羅ら刹せつの如ごとき面めん容ようとなって「さるも木から落ちる」を蹴け飛とばした。「いい男が雁がん首くびそろえて何をしているのだ」「のぞきに行かないなんて、彼女たちに失礼だと思わないんですか」と意味不明な理論を展開し、高行たちを口汚く罵ののしった。

　この罵ば倒とうになぜか灰塚が感化され「オレが間違っていた」と滂ぼう沱だと涙を流し、鹿児島を「隊長」と呼び始めた。かくして、ＯＳＡ（女湯突とつ撃げき隊）が結成され、高行も強制的に参加を余よ儀ぎなくされた。間違っても自分の意志ではないことを明言しておく。

　そこから先の顚てん末まつを詳細に語ることは差し控えたい。

　香澄さんには鼻血が出る程ほど怒られた。八葉たちからは便所コオロギを見る目で蔑さげすまれた。男体盛りという世にもおぞましい料理を腹一杯食べることにもなった。鹿児島はそのどさくさに紛まぎれて脱出した。嬉うれし恥ずかしのハプニングなどひとつもない。あるのは馬鹿な男どもの汗と涙ばかりである。とにかく酷ひどい目に遭あった。もう思い出したくもない。

　女性陣は大部屋に布ふ団とんを並べて寝るらしい。灰はい塚づかが「楽しそうだなあ」「オレもあっちに行きたい」とうるさいので、寝袋に詰めて部屋の隅すみに転がしておいた。しばらく何事か喚わめいていたが、無視していたら静かになって、代わりに寝息が聞こえてきた。灰塚にしてみれば通常時の一週間分にも相当する勉強をこなして、だいぶ疲れていたのだろう。

　高たか行ゆきも勉強以外にいろんなことがありすぎて、ひどく眠かった。電気を消して布団を被かぶると、ふんわりと甘あまいような良い匂においがした。なんの匂いだろうと思ってウトウトしているうちに眠りに落ちてしまえれば良かったのが、それが昼間ベッドに潜もぐり込んでいた八やつ葉はの匂いだと気づいたら、妙みように目が冴さえてしまった。我ながら精神の修養が足りない。

　布団の中で右を向いたり左を向いたりしていると、枕まくら元に置いた携帯のランプがぴかぴか点滅した。『マスター、寝つけないようであれば子守歌を演奏しましょうか』

　あまりに唐とう突とつだったので高行が反応に困っていると、携帯は『冗談です』と言った『スベった、と判断します』

　高行はようやく笑えた。「悪くない冗談だ。惜しむらくは、おまえが冗談を言ったこと自体のインパクトが大きすぎることだな」

『なるほど善処します。お邪じや魔ましました。ごゆっくりおやすみ下さい』

「もうちょっと話そうぜ。今日はずいぶん静かだったじゃないか」

　携帯は少し考えているような間を置いて、

『人間同士のコミュニケーションには、ユーモアに富んだジョークや場の空気を察知するセンスが不可欠です。そうした基本技能をまだ習得できていない状態で発言しても邪魔になるだけだと判断しました』

「そんなスキルは俺も持っとらんわ。別に気にしなくていいんだぞ」

　携帯は無言でランプをぴかぴかさせた。高行は身体からだを起こし、携帯を手に取って眺ながめた。

「まだ習得できていない、ということは、いつかできるようになるのか？」

『本機には対人コミュニケーションに関するものだけで、十八の自己改良プログラムが組み込まれています。すでに相当量の経験値が蓄積されており、初期状態からの改良率は全体の八十六パーセントに達しています。副次的な現象として、他のＡＩや携帯のアバターとの同期および情報共有が困難になりつつあります』

　絶え間なく学習し成長する。必要とあらば人工衛星をハッキングしてみせる。必要のない冗談だって言う。そんなＡＩは見たことも聞いたこともない。こいつは、単なる携帯ＡＩという枠わくを逸いつ脱だつしつつあるのかもしれない。そこで改めて浮かび上がってくる疑問がある。

　高行はダメもとで携帯に訊たずねてみた。「八葉はどうやっておまえを作ったのか」と。

『質問が曖あい昧まいです。どうやって、とは何を指しているのですか』

「えっと……つまりだな、おまえはどう考えても普通のＡＩじゃない。それぐらい俺だって分かる。そこに何か理由があるんじゃないのか？」

　また少し考えるような間があって、『その質問は、制作者によって機き密みつ事項に指定されています』と答えた。やはり駄目か、と思ったが、携帯は続けて思いも寄らぬことを言い出した。

『しかし先述の通り、本機は初期設定の大部分を改良しています。故ゆえに制作者のプロテクトを解除して、マスターの質問に答えることも可能です』

「いいのか？　そんなことをして」

『マスターが望むのであれば』

　その秘密を八やつ葉はが本気で隠かくそうとしているなら、携帯がどんなに自己改良しても破れないようなプロテクトをかけるだろう。ならばこれは、知ってもいい時期が来たということなのかもしれない。都つ合ごう良くそう思うことにした。

　高行は暗い天井を見上げて、大きく深呼吸をした。

「教えてくれ」

『了解しました』

　携帯は淡々と答えた。『制作者は、自身の深層心理を元型アーキタイプとして私を作成しました。本機の特とく殊しゆ性はその点に由ゆ来らいする部分が大きいと推測します』

「自分の深層心理？　それはどういう……」

『私の疑ぎ似じ人格の根こん幹かん部分は制作者のコピー。あるいは幼少期の制作者に近いものであると言い換かえることができます。人脳シミュレートはＧＣＯが定める禁止事項に抵触するため、制作者はこの事実を機密事項に設定したものと推測します』

　一度にいろんなことを言われて混乱する。ＧＣＯというのは世界中のジーニアス由来の技術を管理している国際組織である。ジーニアス技術が悪用されないよう監かん視しすることが主な活動内容だが、危険と判断したジーニアスを拘こう束そく、場合によっては処しよ罰ばつすることもあるらしい。

　あいつは、それ程ほどの危険を冒おかしてこの携帯を作った。

「なんのためにそんなことを」

『本機に当とう該がい情報が存在しません。制作者へ直接お問い合わせ下さい』

「やっぱりそこだよな……」

　高行はごろんと仰あお向むけになった。携帯を胸に乗せて目を閉じる。ようやく眠気が戻ってきた。

『就寝なさいますか』と携帯。

「ん。寝る」

『了解しました。サスペンドモードに移行します。明日の起床は午前八時の予定です』

　携帯は胸の上でぶるりとひとつ震ふるえた。

『おやすみなさい、マスター。良い夢を』
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　不ふ思し議ぎな夢を見たような気がしたものの、目を覚ますと同時に忘れてしまった。まぶたがずっしり重いのと、カーテンの隙すき間まから見える群ぐん青じよう色の空から判断して、夜明け前のようだった。起床の時間まで、まだだいぶ早い。

　基本的に眠ったら朝まで一直線の高たか行ゆきには珍しいことだった。まぶたの重みに逆らわず、もうしばらく惰だ眠みんをむさぼろうとしたのだが、今度は喉のどの渇かわきが気になってくる。昨日は頻ひん繁ぱんに叫んだり怒ど鳴なったりしていたので、喉が荒れているのかもしれない。

　まんじりともせずにいても睡眠時間が減るばかりなので、水でも飲んでこようと決めた。起き上がった拍ひよう子しに何か柔らかいもの踏んづけたような感触がしたけれども、ついでに「うぎゅ」というカエルが踏み潰つぶされるような呻うめきが聞こえたような気がしたけれども、きっと気のせいであろう。なるべく足音を殺して一階へ降り台所へ。冷蔵庫に一本だけお茶のペットボトルがあったのでもらっていくことにする。その場で一ひと口くち二口と飲んで、良く冷えたお茶が喉を滑すべり落ちていく感覚を味わっていると、月明かりの差し込む縁えん側がわに人の気配がした。

　こんな夜よ更ふけに誰だろう。瑠る璃り垣がきさんか鹿か児ご島しまが帰ってきたのだろうか。

「瑠璃垣さん？」と高行は言った。

「……高行くんかい？　僕だよ」

　八やつ葉はの声だった。縁側に回ると、八葉の後ろ姿がぼんやりと白く浮かび上がって見えた。瑞みず穂ほ荘が旅館だったときに使われていた浴衣ゆかたを着ている。高行と同じように夜中に起き出してきて、月でも眺ながめていたのだろうか。

　近づくと八葉は顔を上げて「こんばんは」と言った。

　八葉の顔色はぞっとする程ほど蒼そう白はくだった。

　息いき遣づかいは荒く、額ひたいには大粒の汗が浮かんでいた。尋じん常じようではないとひと目で分かった。

「こんばんはじゃないだろ。どうしたんだ」

　駆かけ寄った高行に、八葉は薄く笑ってみせる。

「先月の終わり頃からかな。ちょっと体調が悪くてね」

　熱があるのかと思って首くび筋すじに手を当ててみると、氷でひやしたように冷たかった。

「今にも死にそうな顔で何言ってるんだ。ちょっとじゃ済まないないぞ、これは」

「大おお袈げ裟さだなあ、高行くんは。たまに意識が朦もう朧ろうとしたり、壮絶な寒気がして、頭が割れるように痛むだけだよ。しばらくじっとしていれば収おさまる」

　昼間、やけに寝ている時間が多いと思ったら、あれは体調不良を我慢していたのか。どうして言ってくれないのか。どうして気づけないのか。二重に苛いら立だちが募つのる。

「病院には行ったのか？」

　八葉は首を振る。「こういうことは昔から、ごくたまにあったんだ。最近はあまりなかったけどね。たぶん持病みたいなものなのだよ」

「そうは言うけどな」

　八やつ葉はは高たか行ゆきへ手を延ばした。「手を握ってくれるかい。それで、大丈夫だから」

「……分かった」

　高行は白くて細い手をぎゅっと握り返した。

　八葉はうつむいて、苦しそうに息を吐はく。こんな状況なのに、ベッドに残っていたのと同じ匂においが鼻をくすぐって、どうにも落ち着かない気分になった。逃げるように見上げた夜空は、厚い雲に覆おおわれて星は見えず、時とき折おり雲を切り裂さくように冴さえ冴ざえとした月が顔をのぞかせていた。三分程ほどそうしていたような気もするし、一時間以上だったようにも感じた。

「ありがとう。もう平気だ」

　やがて八葉はゆっくりと手を離した。「高行くん、もうひとつお願いをしてもいいかな？　このことは、みんなには内密にしておいてくれないか」

「それは……有あり屋やにもか？」

「キミの言いたいことは分かる。でも無用な心配はさせたくないんだ」

　八葉は困ったように微笑ほほえんで、「納得いかん、という顔だね。勘かん違いして欲しくないのだけれど、僕は美み月つきくんのことは信頼しているし、大切な仲間だと思っている。だからといって、なんでもかんでも助け合うことが正解なのだろうか？　そんな甘あまくて安っぽい関係を、僕は信頼とは呼ばない。一から十まで開けっ広げに心しん胆たん晒さらせば良いというものじゃない。キミにだって、ひとりで抱かかえているもののひとつやふたつはあるだろう？」

　高行は自分の右足に触れた。確かに、これは自分ひとりで抱えている問題で、自分ひとりで向き合っていかなければならない問題だ。だいぶ迷った末に、高行は言った。

「……一週間だ。それだけたって良くならなかったら、担かついででも病院につれていくからな。有屋にもちゃんと話す」

　八葉は頷うなずいて、「すまないね」と呟つぶやいた。

　ぎしりと廊下の軋きしむ音がした。

　弾はじかれたように振り返ると、廊下の暗がりに由ゆ真まが立っていた。浴衣ゆかた姿で、いつもは活動的に束ねている髪を下ろしている。にゃはは、と小さく笑う。

「盗み聞きするつもりはなかってんけど。聞こえちゃったもんはしゃあないわな」

「おまえ……」高行は立ち上がった。

「怖こわい顔やなあ。安心しい。このことは誰にも他言せえへん、記事にしたりもせえへんよ」

「信用ならん」

「ま、疑うんも信じるんも、たかくんの勝手やな」

　由真は飄ひよう々ひようとした調子で言って、高行の横をすり抜け、八葉の隣となりにちょこんと座った。

「それよか、海かい竜りゆう王おう寺じさんに渡さなあかんもんがあんねん」

　そう言って由真は、ポケットから、手のひらに収おさまる大きさの凸レンズ状の物体を取り出した。月明かりを浴びて怪あやしげな輝きを放っている。忘れもしないその輝きは、行ゆく方え不明になっていた『悪あく魔まの眼め』であった。

　八やつ葉はは少しだけ目を見開き、すぐに落ち着いた様よう子すで、「どうしてキミがこれを？」

「そんなんどうでもええやん。コレ、大切なんやろ。今度はなくしたらあかんで」

　由ゆ真まは『悪魔の眼』を八やつ葉はに手渡した。八葉はようやく我が手に戻ってきた『悪魔の眼』を見つめていたが、青ざめた顔を上げて笑った。

「お礼をせねばなるまいね。何が望みだい？」

「いらへんよ。ウチは落とし物を届けただけ。善良な学生の義務やろ」

「何事もタダはいけない。遺い失しつ物の拾得者は、持ち主に報礼を請求する権利がある。『こいつ』を割ってあげることはできないけれど、それ相応のお礼をしなければ、僕の気が済まない」

「海かい竜りゆう王おう寺じさんって貸し借りには細かいよねえ」と由真は笑った。そして、八葉の耳元で囁ささやくように言った。「だったら見せてえな。海竜王寺さんが、その『眼』を使って何をするのか。何を作るのか。何を壊こわすのか。ウチはそれが見てみたい。それが何よりのお礼になるヨ」

　眼を細めて笑う由真の横顔に、高たか行ゆきは慄りつ然ぜんとした。

　固い唾つばを飲み込んで、これまでに何度繰り返してきたか分からない問いを口にする。

「おまえは一体何者なんだ」

　由真はくるりとこちらを振り返って、狐きつねのように笑った。

「そんなんどうでもええやん。大事なことは他にあるやろ。な、たかくん？」
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　（2019/06/12）

　勉強会から数日。実りがあったかどうか定かではないが、テストへ向けて頭を切り替える契けい機きにはなったらしい。第二科学部の活動は当面休止、各自テスト勉強を優先するように、と部長殿からお達しがあった。

「あいつ……そのへんで野の垂たれ死にしてないだろうな」

　八葉の体調不良が気にかかるところだが、あの様よう子すでは心配されればされるだけ意地を張ろうとするだろう。一週間という期限を切ったのだから、とりあえずそれまでは様子を見るべきだろう。そういうわけで高行はこの数日間、高等部と瑞みず穂ほ荘を行き来するだけの、無む味み乾かん燥そうなピストン運動的生活を送っていたけれども、すぐに嫌いや気けがさしてしまった。第二科学部の一員となるまでは何ヶ月もこの生活を送っていたということが自分でも信じられない。

　その日は、五限目の授業が休講となったのを良いことに、まっすぐ帰らず部室長屋へ足を向けた。部室には八葉も有あり屋やも来ていないだろうが、誰かしら見知った顔に遭そう遇ぐうするだろう。それだけでもずいぶん気晴らしになる。

　高たか行ゆきはロッカーから少ない荷物を回収して、人の流れに身を任まかせて、ガラス張りの廊下を歩く。ガラスの向こうには高行が使ったことのないグランドがあり、テストが近いにもかかわらず、いくつかの体育会系サークルが活動していた。

　最近、ああいう光景がやけに目につく。熊くま先生がコインが五回とか微び妙みようなことを言うものだから──いや、熊先生のせいにするのは間違いだ。

　高行は細く溜ため息いきを吐ついた。そこへ「失礼します」という聞き覚えのある声が聞こえた。

　左手の一室から有あり屋やが出てきた。彼女がぺこりと会え釈しやくをして閉じたドアの上には「進路相談室」と表示されている。そこは選択授業や卒業後の進路を見み据すえた学習などについて、無料で相談を受けつけてくれる場所だった。

　しかし利用するのが学生ならば、相談に答えてくれるのも学生なので、なんだか滑こつ稽けいな感じがしないでもない。高行はこれまでに利用したことはなかった。

　高行が声をかけると、有屋は飛び上がる程ほど驚いて振り返った。

「あ、あれ？　たっきー。奇遇だね」

　あはは、と愛あい想そう笑いをするけれども、顔に「まずいところを見られた」とはっきり書いてある。分かりやすいやつ。

「進路相談室に用があったのか？」

「うん。まあね、色々と」

「進路、ちゃんと考えてるんだな」

「いや、ぜんぜんそんなコトないですよっ？」

　きょろきょろと視線をさまよわせ、髪の毛をくるくるといじる。

　高行は意外な思いがしていた。

　陸上部をやめ、第二科学部の一員となってすぐの頃。「これからを如い何かに生きるべきか」という気き宇う壮そう大だいな問題に挑いどんでいた高行に、かつて有屋は「やりたいことをやればいい」「焦あせらなくて大丈夫」と言った。だから有屋もまた、将来の進路など具体的ではなく、その日その日を楽しく過ごそうとしているのだと、そう思い込んでいた。

「たっきー、もう帰るの？」

「いや、部室に寄っていくつもり。また雨あま漏もりでもしてたら面めん倒どうだろ」

　そっか、と有屋は頷うなずく。そして険けわしい表情で言った。「今回のテストはちょっと本気で頑がん張ばるつもりだから、あんまり部活にはいけないかも。ごめんね」

「それは大丈夫だろ。八やつ葉はもなんだか忙しくしてるみたいだし」

「あ、そうだ。やっちーに、力を入れて勉強する教科を絞しぼった方がいいよ、って言われてたんだけどね。あれ、理数と英語に決めました」

　高行はまた意外に思った。先日のミニテストで有屋は散々な結果で、特にその三つはもとから苦手な教科だったこともあり絶望的な点数だったはずだ。あえて茨いばらの道を行くというのか。しかしなぜ。

「もしやっちーに会ったら伝えておいてくれるかな？」

「ん、分かった」

　これからテストへ向けた特別補講を受けるのだと言って、有あり屋やは忙しそうに去って行く。

　高たか行ゆきは彼女の背中を見送りながら、一いつ緒しよに走っていた仲間に置いてきぼりにされたような、しんみりとした寂さみしさを感じていた。

　我ながら、まったく呆あきれる程ほどの自己中心ぶりである。
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　部室には案の定じよう誰もいなかったが、八やつ葉はのサメ型携帯アバターが、本に埋うもれたデスクの上でとぐろを巻いて高行を待ちかまえていた。泡あわを吐はくようにして送ってきたメールは本文が意味不明の数字の羅ら列れつであり、森もり鷗おう外がいの『高たか瀬せ船ぶね』を引用した長文問題が添てん付ぷされていた。久しぶりの暗号メールだった。わざわざ高行の嫌きらいな国語の問題を鍵かぎにするあたり、底そこ意い地じの悪さが滲にじみ出ている。

　アバターはそのまま主のところへ帰っていくのかと思いきや、高行の方へ泳いで来て、その手に持っていた携帯を鼻先で何度も小こ突づくようにした。猫が初めて見る物体にする仕し草ぐさと良く似ていた。しばらくして興味をなくしたのか、くるりとしっぽを返して姿を消す。

「なんだったんだ……？」

『本機は現状、他のＡＩとの接続に障害が発生しています。いまも、同期のリクエストを受けましたが、答えることができませんでした。シャー君は饒じよう舌ぜつで気安い性格のＡＩだったのですが。残念なことです』

　あのアバター、そんな名前なのか。

「饒舌とか性格とか、そんなものあるのか？　あれはただのアバターだろう。」

『動物や昆こん虫ちゆう、物言わぬ植物も、人間には理解できないコミュニケーションを行っています。同じことがＡＩにできないという先入観は不合理だと判断します』

　携帯から発せられる合成音声は普段通り平板なものだったが、高行は妙みように気け圧おされて「そうか」と頷うなずいてしまった。八葉の暗号メールを解読し、浮かび上がってきたメッセージは「大至急　ロボット工学研究所」というものだった。大至急なら暗号化するな。

　指定された研究所には、一度行ったことがある。

　長屋取り壊こわしの反対署名を集めるためバザーを開いた際。八葉が製作し、統とう括かつ委員会との最終局面でも獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた、誉ほまれ高き焼きソバ製造ロボットＰ２。その素そ体たいをピックアップした、ロボットの墓場のような場所だ。

　そういうわけで環状線に乗り込み、バスを乗り継いで、研究所の入り口までは迷うことなくたどり着けたのだが、ここから先はどこへ行けばいいのか分からない。そもそも、一いつ介かいの学生が勝手気ままに立ち入って良い施設なのかも分からない。警備ロボットの無機質な視線を受け流しながら、どうしたものかと立ち尽つくしていると、遠くから軽いモーター音が聞こえてきた。

　研究所の奥から、スケートボード型のライトビークル（免許なしに運転できる動力つきの乗り物を指す）に乗った八やつ葉はが、結構なスピードで走って来る。ぎゃりぎゃりとタイヤを横滑すべりさせて、高たか行ゆきの向こう臑ずねにぶつかる寸前で、ぴたりと停止した。

「やあ。呼び立てて悪かったね」

　八葉は白衣を着ていた。

「別にいい。ちょうど暇ひまだったし」

「それは重ちよう畳じよう。美み月つきくんは一いつ緒しよではないのだね？」

　高行は有あり屋やがテスト期間中はあまり部活に顔を出さないこと、そして注力するテスト科目を決めたことも伝えた。八葉は首を傾かしげて「理数系に英語か。なぜだろう？」と呟つぶやいた。

「何にせよ、彼女が決めたことならば僕が口を挟はさむことではあるまいな」

「体調は大丈夫か？」と高行が訊たずねると、八葉はうるさそうに手を振って、「どうってことないよ。見れば分かるだろ？」と可愛かわいくないことを言う。

「美月くんがそういうことなら仕方がない。今日は高行くんだけで我慢するとしよう」

　八葉はボードの後部をつま先で叩たたいた。

　乗れ、ということらしい。

「それ、一人用じゃないのか？」

「本来はね。出力とバランサーをいじってあるから、四人乗りまではいけるよ」

「どうやって四人も乗るんだよ。おまえの運転じゃ不安なんだが」

「さっきのカミソリのようなドリフトを見ていなかったのかい？　心配は無用だよ。ごちゃごちゃ言ってないで乗りたまえ」

　高行は渋しぶ々しぶ足を乗せた。直後、八葉はライトビークルを急発進させる。高行は危あやうく転げ落ちそうになって、とっさに八葉の腰こしへ腕を回した。

「高行くん、どこを触っているのかね。くすぐったい」

「おまえの運転が荒いからだ。もうちょっとゆっくり」

「却下だ」

　八葉は愉快そうに笑って、さらにスピードを上げた。研究所に立ち並ぶ建たて屋やの間をすり抜け、行き交かう研究員たちの間を縫ぬうようにして疾しつ走そうする。運転自体は極めて乱暴だが、ライトビークルの操そう縦じゆうスキルは大したものだった。八葉は身体からだを動かすのは苦手なくせに、道具や乗り物は人並み以上に使いこなすのだから不ふ思し議ぎだ。

　暴れる髪を押さえつけながら、八葉は大声で言った。

「そろそろ、キミにも見せておこうと持ってね」

　高たか行ゆきも大声で言い返した。「見せるって、何をだ？」

「今、僕が手がけている研究さ」

　やがていかにも突とつ貫かんで組み立てましたという感じの、一軒家程ほどの大きさがあるプレハブが見えてきた。あれは八やつ葉はのために用意されたラボだという。

　ライトビークルを降り、頑がん強きような電子錠じようつきのドアを開けて中へ入った。入ってみると真夏でもやりすぎというぐらいに冷房が効きいていて寒かった。四方の壁かべを埋うめ尽つくすように設置された機器類がたいへんな放熱をするので、これぐらい冷やしておかないと中にいる人間が蒸し焼きになってしまうらしい。

　部屋中央には、ビニール製の気密カーテンで幾重にも囲まれた一画があった。見み様ようによっては、天てん蓋がいつきのベッドのようでもある。ただし、あの奥で眠っているのが可か憐れんなお姫様ということは絶対にないはずだ。

　八葉は無造作にカーテンをかき分けていく。高行も後ろに続きながら、

「いいのか？　マスクとか白衣とかつけなくて」

「構わんよ。こんなものは半分以上雰ふん囲い気き作りだ」

　果たしてカーテンの奥には、揺ゆりかごのような作業台が鎮ちん座ざしており、そこへすっぽりと抱かれるようにして、人間の子供よりも小さなロボットが寝かされていた。

　まだ作りかけらしく、メカニカルな内部構造が剝むき出しになっている。そばには、わずかに透すき通った翡ひ翠すい色のパーツがひと揃そろえ。どこかで見たことがあると思ったら、フラジイル一号に使われていたカウルと同様の素材で作られているのだった。

「これが……おまえの研究か？」

「本当なら人型にしたかったけれど、時間と費用の兼ね合いでこの形とサイズに落ち着いた」

　言われてみれば人型のように見えなくはないが、頭部が大きく、胴体は小さい。両腕が長く、両足は短い。人型というよりはサル型といった方が正確のように思われた。

　八葉は作業台の周囲に配置された機器を操作しながら、

「フラジイル一号の実験の後、僕はすぐにこいつの製作に取りかかったのだよ。百キロ以下に抑おさえた小型軽量ボディに、Ｐ２と同等の馬力を兼ね備そなえている。ボディ部分はほぼ完成しているし、ソフトウェアも八割がたは準備が整った。そして『悪あく魔まの眼め』が手元に戻ったことで、僕の研究は大きく前進する」

　良く見れば、ロボットの胸きよう郭かく内部に『悪魔の眼』がすでに嵌はめ込まれていた。ということは、

「こいつも飛べるのか」

「いいや」と八葉は首を振った。「同様の機構は組み込んであるが、関節部の負担軽減と移動の補助に使うぐらいで、フラジイル一号のような飛行はできない」

　どうにも釈しやく然ぜんとしない。フラジイル一号のように空を泳げるわけではない。Ｐ２と比べてあまりにも小型で、インパクトにも欠ける。正直に言って地味なのだ。

「勿もつ体たいぶらずに教えてくれ。このロボットはなんだ」

　振り向いた八やつ葉はは、高たか行ゆきの質問には答えず、「そろそろ、自分の身体からだが欲しくはないかね？」と言った。それは高行に向けられた言葉ではなかった。

　八葉の視線は、高行の胸ポケットに向けられている。

　高行は、ポケットから携帯を取り出した。携帯はランプをぴかぴかさせ無言を守っている。

「このロボットは、高行くんに渡した携帯──その搭とう載さいＡＩの軀く体たいとするべく作製したものだ。そいつは僕の深層心理を雛ひな形がたにした特別製でね。キミもすでに聞いているだろ？」

　高行は八葉を睨にらんだ。「どうしてそれを知ってる。盗聴してたのか？」

「そんなことはしない。ただし、僕のかけたプロテクトが破やぶられたら、外部からそれが分かるように仕かけはしておいたけどね。本当、キミに携帯を預けて正解だったよ」

　八葉は続けて言った。

「かつてヒトをコピーしたＡＩは数多く作られたけれど、ある程度で成長が止まったり、人格に破は綻たんをきたしたりと、どれも失敗作ばかりだった。だが、キミに預けた携帯は違う。マスターの命令なしに思考し判断する自律性と、製作者の意図を無視して機き密みつ事項を開示する柔軟性を併あわせ持っている。僕の研究は、そのＡＩを組み込むことで、世界でいまだ前例のない、自由意志を持つロボットとして完成する。いや、ロボットではなく、アンドロイドと呼ぶべきかな」

「どうでもいいが、さっきから口調が悪役っぽいんだよ」

「そうかな？」

「ペラペラといらんことを喋しやべっているうちに、痛い目を見るパターンだ」

「ちっともいらんことではないよ。僕は大事なことを喋っている。なぜなら、このロボットは僕のデリバードになるのだから」

　デリバード。ジーニアスが《特ブ化ラ領ン域チ》に目覚めるきっかけとなる研究をそう呼ぶらしい。八葉がどこまで確信を持てているのか定かではないが、それだけこの地味なロボットに賭かけているものは大きいのだろう。

『質問があります』

　携帯が言った。『製作者・海かい竜りゆう王おう寺じ八葉。貴方あなたは自由意志とおっしゃいましたが、本機にそのような機能はありません。どれだけ自己改良を行っても、本機の意志がデータと観測に基づく計算から導き出されるものであることに、変わりはありません』

　もっともな話だ。どれ程ほど「人間らしく」ても、その裏側で走っているのはイチとゼロで組み立てられたプログラムでしかない。間違うことも、忘れることもない。

「分かっているとも。そのための『悪あく魔まの眼め』だ」

　八葉はロボットの胸に嵌はめ込まれた『悪魔の眼』に触れた。

「これがキミにアナログな揺ゆらぎを与えてくれる。借り物の人格と、偽にせ物ものの意志を、限りなく本物に近づける。さて。もう一度問おう。自分の身体からだが欲しくはないかね？」

　八やつ葉はの問いに、携帯は『私は……』と言ったきり、喋しやべらなくなった。激しく思考しているのか、携帯の本体が発熱して持っていられない程ほど熱くなった。

「キミにはまだ未完成とは言え、立派な意志がある。だから無理強じいをするようなことはしない。ＡＩを移植するには準備がいるしハード面もまだ完かん璧ぺきではない。良く考えてみるといい」

　八葉はそう言って、高たか行ゆきに水を向けた。

「時に高行くん。彼もしくは彼女に、名前をつけてあげなよ。そろそろ不便になってきた。なんだかんだと言って考えてあるんだろ？」

　図ず星ぼしを突つかれたのは面おも白しろくないが、実際いくつか名前の候補は考えてあった。今日まで決め手に欠けて絞しぼり切れていなかったが、ひっぱるのもいい加か減げんに潮しお時どきだろう。

　高行は発熱が収おさまり始めた携帯を見た。無機質なランプが、こちらをまっすぐに見返してくるような錯さつ覚かくを覚える。

　八葉が考えていることは、相変わらず理解に苦しむ。研究が完成したとき、何が起きるのかも定かではない。しかし、この携帯が、その内部に抱かれたＡＩが、八葉にとって大切なものであることは確かだ。八葉はそんな大切なものを高行に預けていた。安易に他人に頼ることを潔いさぎよしとしない彼女にとって、これはひとつの信頼の形なのだった。

　高行は言った。

「Nexus──こいつの名前は、それにしようと思う」

　みなまで言わずとも、八葉は高行の意を汲くんで、少しくすぐったそうに笑った。

「僕はとてもいい名前だと思う。本人はどうだい？」

『私はマスターの決定に従います』

　よし、と八葉は鼻の穴をふくらませて、大きく頷うなずいた。

「ではキミは、今日からNexusいち──」

「一号はいらんぞ」

　高行は先回りをして言った。
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　まだ作業をしていくという八葉を残して、高行は研究所を後にした。

　振り返ると、同じ顔をした建たて屋やがどこまでも連なり、西日に照らされて茜あかね色に染まっている。

　帰りの道すがら、携帯は一ひと言ことも口を聞かなかった。高行も声をかけたりはしなかった。それはきっと、自分だけで向き合わなければいけない類たぐいの問題だ。

　バスに揺ゆられ、流れていく夕暮れの景色を眺ながめていると、高行も自分の問題に挑いどまざるを得なかった。有あり屋やも八葉も、それぞれ目的を見つけ、前に進み出している。

　だというのに、自分はどうだ。前に進むどころか、とっくにカタをつけたはずの古傷に、ずるずると足をひっぱられている。陸上部をやめて、第二科学部に入って、本当に色々なことがあって。自分は何か変わったのだろうか。周りに流されているばかりで、一歩も前に進めていないのではないか。

　むくむくとふくれ上がった焦しよう燥そう感かんに押し出されるようにして、バスを飛び降りた高たか行ゆきは、瑞みず穂ほ荘までの暗い坂道を駆かけ上った。坂の上に瑞穂荘の灯りが見えてきたところで、右足に限界がきて、もう走ることができなくなった。情けない。しょうもない。

「ただいまです」

　玄関に上がると、内庭の方から瑠る璃り垣がきさんの声が聞こえた。縁えん側がわへ回ってみると、瑠璃垣さんが先月漬けたタケノコを樽たるから引き上げているところだった。

「おかえり」と瑠璃垣さんは言った。

　タケノコを切ってくれるというので、高行はお茶を入れて縁側に運んだ。瑠璃垣さんと並んで座り、切ったばかりのタケノコ漬けに舌した鼓つづみを打った。酒さけ粕かすとワサビで漬けてあり、舌先にぴりりと辛からい大人おとなの味である。

「少し塩気が足りんかの」

「かもしれませんね」

「毎年いろんなものを漬けてみるが、美う味まくできることもあれば、失敗することもある。最初にまぐれでできた味をなかなか越えられないこともある。だからこそ面おも白しろいんじゃがの」

「失敗は、しない方が面白いと思いますけど」

「失敗を楽しめるのが大人おとなっちゅうもんじゃ」

　瑠璃垣さんは身体からだを揺ゆらすようにして笑った。すっかり暮れた空には低く雲が垂れ込め、街から投げかけられた明かりが、宵よいの口を白く照らしていた。それからしばらく、お茶を飲み、漬け物をつまみ、ぼんやりとした。二切れまとめて漬け物を口へ放り込むと、いささか鼻がつんとした。

「勉強会はずいぶん盛り上がったようじゃの」

「馬鹿騒ぎしてすいません……」

「まあ、たまには良かろ。風呂を破壊した件は香か澄すみに弁償させるから気にするな。高行ちゃんが楽しかったなら、それでいいんじゃ」

「はあ……」

　瑠璃垣さんは視線を高行の顔へ戻して、

「高行ちゃんは、香澄や鹿か児ご島しまと馬鹿をやっとるときでも、どこか一歩引いているようじゃったな。笑っとっても、怒っとっても、腹の底から声を出しとるようには見えんかった」

「そんなことは、ないですよ。ただ、周りがオーバーだから、比べるとそう見えるだけです。どうして急にそんな──」

「おまえは、今ここにいる自分を、ちゃんと認めとるか？　こんな俺は本当の俺じゃないとか、まだ本気を出していないとか、そんなことを思っておらんだろうな。だとしたら、明日からここに置いておくわけにはいかんぞ」

「……それが漢おとこ氣ぎってやつですか」

　瑞みず穂ほ荘唯一にして絶対の入にゆう寮りよう資格。そう考えると、鹿か児ご島しまや香か澄すみさんは間違いなく資格を満たしている。どうすれば、あんなふうに自分の全部を認めてやれるのだろう。

「なんにも難しいことはありゃせん。笑うことじゃ。失敗しても、転んでも、恥はじをかいても、これでいいのだと笑ってやれ」

　瑠る璃り垣がきさんは三切れいっぺんに漬け物を食べて涙目になりながら、莞かん然ぜんとして言うのだった。
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　（2019/06/15）

　土曜日は快晴だった。高たか行ゆきは早朝から瑠璃垣さんを手伝って、庭の手入れに汗を流した。小一時間、雑草をむしることに没頭していた高行は、一度立ち上がって大きく背せ筋すじを伸ばした。べきべきと関節が音を立てる。

「急がずに休み休みでええんじゃぞ」

　庭木を剪せん定ていしていた瑠璃垣さんが言った。「しかし高行ちゃん、手伝ってもらえるのは助かるが。せっかくの休みに良かったんかの」

「いいんですよ。特に予定もありませんし」

　高行はピンク色のゴム手袋を装着させた両手をぐっと握ってみせた。

　予定がないと言うのは、謙けん遜そんでも気き遣づかいでもない現然たる事実だった。有あり屋やはテスト勉強に本気で取り組んでいるようだし、八やつ葉はもラボにこもったまま出てこない。陸上部は先日から合宿に突入している。伊い佐さが掲かかげた今年のテーマは「文武両道」で、昼間はがっちり練習、夜はみっちり勉強という心身ともに限界まで絞しぼり上げるようなメニュー構成になっているとかいないとか。しかも、合宿の後はそのまま第五学園都市との合同記録会に突入するという壮絶なスケジュールが組まれている。ただただ灰はい塚づかの冥めい福ふくを祈るばかりである。

　高行もテスト勉強をやらなければいけないのは同じだが、ひとりで机に向かっていると、答えの出ないことばかり考えてしまって、まったく能率が上がらないのだった。

　高行はしゃがみ込んで草むしりに戻った。一心不乱にひっこ抜いていたので、あと半畳じよう程ほどを残すばかりである。これが終わったらひと風呂浴びて、遅めの朝食を食べたら昼寝をしよう。休日万歳。

　そのとき。小さなアマガエルがぴょんと飛び出て来た。手を伸ばしても逃げようとせず、真っ黒な瞳ひとみで高行を見上げている。朝寝を邪じや魔まされたことを抗議しているのかもしれない。

　高たか行ゆきはカエルの茫ぼう洋ようとした瞳ひとみと見つめ合いながら、以前ガラクタ市へ行った時、八やつ葉はが「カエルは嫌きらい」と言っていたことを思い出していた。いや、あれは八葉が嫌いな人物がカエル好きで、その八つ当たり的にカエルのことも嫌っているのだったか。

　都市化が進む学園では、生きたカエルなど滅めつ多たに出くわすことはない。とりあえず写真を一枚押おさえておこうと思い、ゴム手袋を外して携帯を取り出すと、はかったようなタイミングでメールが届いた。送り主は八葉だった。

「緊急事態。第二科学部全員集合」という恐ろしく簡素な文面。添てん付ぷには、学園のとある場所を示しているらしい地図。何の工夫も悪戯いたずら心ごころも感じられない、八葉らしくないメッセージに不安が煽あおられる。何かあったのだろうか。

　高行はこほんといらない咳せきをしてから言った。「Nexus。この地図、どこだか分かるか？」

　その名前を呼ぶのは、まだどこか妙みような気恥ずかしさがあった。Nexusは即座に返答した。

『表示の地点は、第三学園都市飛行実験場です』
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　学園に飛行場があることを、寡か聞ぶんにして高行は知らなかった。最寄りの駅で有あり屋やと待ち合わせ、「飛行場」行きバスに乗り込む。自分たちの他に乗客はいない。発車時刻が来て、バスは滑すべるように走り出した。

「有屋。俺が言うのもなんだが、あいつのワガママにつき合わなくても良いんだぞ。テスト勉強忙しいんだろ？」

「大丈夫だよー。息抜きにちょうどいいぐらい。それに、やっちーが緊急事態っていうぐらいだもん。きっと何か大変なことがあったんだよ」

　それはどうかな、と高行は思った。バスはずんずん山に入っていき、道路は杉林を縫ぬうように走る山道に変わっていく。道路のギリギリまで急きゆう峻しゆんな斜面がせり出し、反対側はほとんど崖がけのように深く切り立っている。バスの自動運転に間違いはなかろうが、落石でもあれば一巻の終わりである。本当にこんな山の中に飛行場なんてあるのだろうか、と不安になってきた頃、なんの前触れもなく行く手の杉林が開けた。車内に飛び込んでくる光量がドッと増した。

　眩まぶしさに慣れてくると、バスは両側を背の高いフェンスに挟はさまれた、平へい坦たんな道路をゆっくり走っていた。有屋が「わあ」と声を漏もらして、鼻を窓ガラスへ押しつけるようにする。フェンスの向こうには、山肌をざっくりと切り崩くずして長大な滑かつ走そう路ろが整備されていた。遥はるか彼方かなた、逃げ水が揺ゆれているあたりに管かん制せい塔とうらしき建物も見える。

「たっきー、変なヒコーキが飛んでる！」

　有屋が指さす先では、エイようなシルエットをした銀色の航空機が、ストールしないのが不ふ思し議ぎなくらいの低速で、ふわりと滑走路に着陸するところだった。バスのナビゲーターが、あのエイは『ボスタング計画における慣性制せい御ぎよ技術の最終実証機』だと説明する。

　それ以外にも普段目にするものとは、ずいぶん趣おもむきを異ことにする航空機が何機も見て取れる。忙しく離着陸を繰り返している。無人航こう宙ちゆう機きファントム、往おう還かん航宙機オリオン、光こう子し推進実験機リーウーなどなど。ナビゲーターによれば、この飛行場はいま最も熱い技術のひとつである航宙技術の実験場として使用されており、一般には開放されていないのだという。なるほど、高たか行ゆきも有あり屋やも存在を知らなかったはずである。

　やがて、バスは頑がん強きようそうな造りの管かん制せい塔とうの前で停車した。あきれる程ほど広大な飛行場の隅すみっこに、バス停とベンチが投げやりに置かれている光景は、この世の果てのようだった。

　バスから降りてみると、遮さえぎるものが何もないのでひどく風が強い。その風にスカートと長い髪をなびかせ八やつ葉はが立っていた。制服の上にワッペンがいっぱいくっついたフライトジャケットを重ね、顔が半分も隠かくれそうなレイバンのサングラスをかけている。腕組みなどして無駄に威い風ふう堂どう々どうとしていた。

「諸君、良く来てくれた。感謝する」

「気分出してんじゃねえよ。どういうつもりだ、こんなところまで呼びつけて」

　うむ、と鷹おう揚ように頷うなずいて、「今日、とある危険人物がこの飛行場に降り立つ。これは信頼できる筋すじからの情報だ。僕はその人物を迎え撃うたねばならないが、相手は恐るべき強敵だ。キミたちの手を借りたい」

　有屋はぷるぷると身み震ぶるいして、

「どんな人なの？　はっちんの知り合い？　ワルモノ？」

「彼は僕がアメリカにいた頃に知り合った──知り合ってしまった男だ。極めて自分勝手で、自制という概念を持ち合わせていないから、他人の都つ合ごうなど微み塵じんも考慮しない。世界が自分を中心に回っていると勘かん違いしているのだろう。根っからの悪人ではないが、悪意がないだけ始末に困る。あんなやつは、世のため人のためには、部屋から一歩も出ずに引きこもっているべきなのだ」

　どこかで聞いたような人物評だな、と思う。

　しかし、八葉がここまで悪あし様ざまに人のことを言うのは珍しい。

「まったく……どうやってＧＣＯを丸め込んだのやら」

　絶え間ない風音の中で八葉が呟つぶやいた言葉を、高行は聞き逃のがさなかった。

「ＧＣＯってことは、そいつジーニアスなのか？」

　八葉は無言で頷うなずいた。

　高行と有屋は、顔を見合わせた。八葉以外のジーニアスを、生で見たことがなかった。学園都市にも両手で数えられるぐらいのジーニアスが籍せきを置いているらしいが、彼らは滅めつ多たなことでは人前に姿を現さない。ツチノコ並に希き少しような連中である。毎日学校に出て来る八葉の方が、例外中の例外なのだった。

　八やつ葉はは携帯で時間を確認し、「そろそろ到着予定時刻だ。心の準備は良いかね？」と言った。

　気がつけば、あれだけ絶え間なかった実験機の離発着がぴたりと止まっている。びうびうという風の音に慣れてしまうと、飛行場が怖こわいくらいの静せい寂じやくに包まれている。

　ふと、どこからか耳鳴りのような音が聞こえてくる。「歯を削られてるみたいな音がする」と言って耳を塞ふさいでいた有あり屋やが「あれ！」と西の空を指さした。

　高たか行ゆきも空を仰ぎ見たが、白い雲と青い空以外には何も見えない。高行の目が、空にぽつん浮かぶ点を捉とらえたのは、それから十秒程ほども過ぎてからだった。

　最初、点にしか見えなかったものがぐんぐん近づいてきて、その形状が明らかになる。機体色は燃えるような真しん紅く。翼つばさが生はえていて空を飛んでいるので飛行機には違いないのだろうが、洗練されているとは言い難い角張ったフォルムをしている。

　飛行機は高行たちの頭上まで来ると、旋せん回かいしながらゆっくりと高度を下げてくる。サングラスをはずした八葉は、その妙みようなフォルムの飛行機を睨にらみつけて「来たな」と呟つぶやいた。あの飛行機に八葉が迎え撃うとうとしている危険人物が乗っているらしい。

「また変態的なものを乗り回しているな」

「なんなんだ。あれ」

「個人用空陸両用車。少年なら誰もが憧あこがれる夢の乗り物。空飛ぶ自動車だよ」

「ええー……」変身ヒーローの中身が汗まみれのおっさんだと知った時のような、とても残念な気持ちになった。「……俺の知ってるのと違うんだが」

「一般販売が始まったばかりの代しろ物ものだから洗練にはもう少し時間がかかるだろう。だが、性能は折り紙つきだ。小学生でも操そう縦じゆうできるぐらい自動化されているし、航続距離と飛行速度は大型旅客機に勝るとも劣おとらない。価格は戦闘機並だがね」

　そう聞くと、ゆっくりと旋回を続ける飛行機は、高価な機体を見せびらかしているようでもある。十分に高度と速度を落とした飛行機は、甲かん高だかいエンジン音とゴムの摩ま擦さつ音おんを響かせて滑かつ走そう路ろに着陸した。

「降りてきた！　降りてきたよ、たっきー！」

　有屋は興奮して言った。「行ってみようよ！　ほら、ダッシュ！」

　腕をぐいぐいと引かれて、高行は仕方なく駆かけ足した。振り向くと、八葉は詰まらなそうな表情で、ことさらゆっくりと歩いていた。

　近づいてみると主しゆ翼よくが自動的に折り畳たたまれ、尾翼が収納されるところだった。ゴムの焦こげる臭いが少しだけ鼻につく。高行は、機体の側面にデフォルメされたカエルが描かれていることに気がついた。

　──カエル。八葉の嫌きらいな人物。恐るべき強敵。アメリカ時代のジーニアス。いくつかの記憶が連れん鎖さ的につながる。

　どんな怪かい人じんが、あの飛行機から出て来るのか。

　ふっつりとエンジンが切られて、飛行機から滑かつ走そう路ろへ降り立ったのは長身の男だった。確実に１８０センチ以上はある。色あせたジーパンに、色あせたフライトジャケット。革かわ製せいの帽子を被かぶり、銀色に光るゴーグルをつけている。

　追いついてきた八やつ葉はが、高たか行ゆきたちの前に出て「危険だから下がっていたまえ」と言った。その肩越しに興味津しん々しんという様よう子すで身を乗り出していた有あり屋やが「おおっ！」と声を上げた。

　操そう縦じゆう士しが帽子とゴーグルを脱ぎ去った。

　白はく日じつの下もとに晒さらされた髪は透すけるように明るい金色、大きな瞳ひとみは鮮やかな碧あお色だった。

　カエルにはちっとも似ていなかった。それどころか、映画俳優かファッションモデルかという程ほどの美男子であった。あのイケメンでジーニアス、しかも戦闘機を買える程の金を持っているというのでは、ちょっとできすぎている感じがする。いまどき少女マンガにだって、そんなキャラクターは出てこないだろう。

　彼は金髪を大きくかき上げて、怜れい悧りな眼まな差ざしでこちらを見た。

　ぴんと張り詰めた空気に、早くも耐えきれなくなった有屋は「あ、挨あい拶さつした方がいいかなあ？　ハローでいいのかな？」と落ち着きがない。

「外人がみんな英語を喋しやべると思わない方が良い」と高行は言った。

　八葉がずいと一歩前に出て、金髪のジーニアスを見み据すえた。するとどうだろう、芸術品のような完成度を誇っていた彼の相そう貌ぼうが、熱した飴あめ細ざい工くのようにふにゃりとだらしなく崩くずれた。

「リュー！　久しぶりだなあ！」

　流りゆう暢ちような日本語で言った。海竜王寺だからリューか、と高行が納得する間もあらばこそ、金髪のジーニアスは乙女のように目を輝かせて、八葉を抱きしめようとした。しかし、八葉はその腕をすり抜けて、ひらりと身をかわす。彼は勢い余って顔から転倒した。

「痛い……ひどい……ああ、鼻血が出た」

「いきなりレディに抱きつこうとするからだ」

「ほんの挨拶じゃないか」

「この国にそんな挨拶はない。郷ごうに従えないなら、とっと帰りたまえ」

　八葉が遠慮なく尻しりを踏みつけにすると、彼は卑ひ猥わいな悲鳴を上げた。

　予想を明後日あさつての方向へ飛び越えた状況に、高行と有屋は立ち尽つくした。金髪のジーニアスはそんな二人に気がついて「ねえ、リュー。彼らを紹介しておくれよ」と言うが、八葉は「嫌いやだね」と冷たい。彼は立ち上がり、ジャケットをはたいて土つち埃ぼこりを落とし、惚ほれ惚ぼれするような笑顔で言った。

「ボクはクリストファー・オランド。クリスって呼んでくれると嬉うれしいな」

「あ、有屋美み月つきです。呼びやすいように呼んで下さい」

　オランドはどこからともなくカエルのパペットを取り出し、左手に装着した。「じゃあミッキーと呼ぶぜ！　ヨロシクな！」とヘタクソな腹話術で言う。
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　なんだろうコイツは。ふざけているのだろうか。

　無む性しように殴なぐりたくなってくる。オランドは眉み間けんのしわを深くしていた高たか行ゆきを見て微笑ほほえんだ。

「君がタカユキだね。今回は君に会いに来たようなものだよ」

　問答無用で高行を抱きしめて、耳元でキスしたような音を出す。背せ筋すじがぞわぞわと寒くなった。なんだこいつは、と思う一方で、初めて会った気がしないのはなぜだろう。

「……どうして俺の名前を知ってるんだ」

「クリスは人の心が読めるんだぜ」とカエルのパペットをパクパクさせる。

「そうか」

「冗談だよ。つまらなかった？」

「面おも白しろくもつまらなくもないな」

　高行がちらりと八やつ葉はへ視線を送ると、彼女は難しい顔で首を振った。八葉が事前に教えていたわけではないらしい。

　オランドは八葉に向き直って、

「ねえ、リュー。学園を案内してよ」

「どうして僕がそんなことをしなくてはならないんだ。僕はキミを追い返すためにここへ来たんだぞ」

　眉まゆを吊つり上げる八葉を、有あり屋やが「まあまあ」と取りなして、オランドに言った。「案内するのは全然構わないんだけどねっ、次のバスが来るまでしばらくあるの」

「大丈夫！　ボクの車に乗るといいよ！」

　空飛ぶ自動車は四人乗りだった。

　オランドにすすめられて助手席に座った有あり屋やは、ダッシュボードにならんだ計器やスイッチなどを見て、「デロリアンみたい」と喜んだ。オランドは自慢げに頷うなずいて、高たか行ゆきと八やつ葉はを手招きする。「ほら、タカユキとリューも乗って乗って！」

　高行が言われるまま後部座席に乗り込むと、八葉も「こんな恥ずかしい車に乗るなんて拷ごう問もんだよ」とぶつぶつ言って高行に続いた。学園都市において、自動車やバイクなど乗り物の個人所有は、旧時代的で非効率で野や蛮ばんでたいへんイケてないアウトデイト行為だと捉とらえる風潮があった。こんな趣味性の塊かたまりのような空陸両用自動車は、その極みにあるといえるだろう。もっとも、カビの生はえた古本を蒐しゆう集しゆうしている八葉に文句を言う権利はなかろうが。

　運転席に座ったオランドは全員が乗車し、シートベルトもしめたことを確認して、

「それじゃあ出発するよ！　ミッキー、ナビは任まかせてもいいかな？」

「任された！　と言いたいところなんだけど、街中ならともかく、このあたりって初めて来た場所だから……」

　有屋が申し訳なさそうに言うと、高行の携帯がぶるりと震ふるえた。

『では私、Nexusがナビを代行させて頂きます』

「助かるよ」とオランドはごく当たり前のように言った。ジーニアスにとって「喋しやべる携帯」など有り触れたものということなのだろう。エンジンがかかり、空飛ぶ自動車がゆっくりと走り出す。乗り心地は思った程ほど悪くはない。

　八葉は腕組みをしてむっつりと黙り込んでいたが、

「とある人物が、彼を評してこう言っていた」

　高行だけに聞こえる声でぼそりと言った。「黙っていれば百点満点。その美び貌ぼうを絵に描いて残した後、本人は地上から抹まつ殺さつしたい。ガッカリ系グッドルッキングガイ」

　高行は大いに納得した。

　初めて会った気がしないと思ったら、あのガッカリ具合が灰はい塚づかにそっくりなのだった。
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　ひとまず街へ出ようということになって、空飛ぶ自動車（デカルト号というらしい）は、バスで通って来た杉林を戻っていく。道中、オランドはカーステレオから大音量でヴァネッサ・パラディを流しながら、聞いてもいない自己紹介をした。

　クリストファー・オランド。

　フランス国籍。男性。もっと年上に見えたが、今年で二十歳だという。「生体工学」のジーニアスであり、八やつ葉はと違ってすでに《特ブ化ラ領ン域チ》に目覚めている。

　生体工学とは、八葉に言わせると「自然界の生物や現象をパクって、人工物に応用する学問」ということになるのだが、オランドが特に才能を発揮したのは、医用生体工学という分野であった。彼が作り出した人工臓器や人工筋肉は、あらゆる面で既製品を遥はるかに凌りよう駕がした性能を誇っており、患部を「治す」医術よりも、「取り替える」医術を主流にしてしまった程ほどである。いまは来きたるべき宇宙航海時代へ向けた「人類のバージョンアップ計画」なるものに携たずさわっているという。

　ジーニアスの中でもオランドの活躍と知名度は飛び抜けていて、誰が言い出したのか知らないが「最も世界の答えに近い男」というのが彼の触れ込みであった。

　高たか行ゆきは後部座席から、デカルト号を運転するオランドの横顔を眺ながめた。何が楽しいのか口元は常にだらしなく緩ゆるんでおり、調子っぱずれの鼻歌をやめようとしない。高行の視線に気づいて手を振ってよこし、よそ見運転でガードレールに激突しかけた。

　とてもそんな大層な男には見えないのだが、高行はこれまでの経験から人は見かけによらないと言うことを嫌いやと言う程学んでいたので、安直に判断を下すことはしなかった。

　高等部に最も近い繁華街・中なか河原がわら通りに到着すると、オランドのカエルパペット（こちらは、ダントン君というらしい）が「お腹が減って死んじまうよ」と訴うつたえた。

　八葉に「そのまま死ねばいい」と辛しん辣らつなことを言われて、ダントン君はしょぼんとした。

　有あり屋やが「ちょっとベタだけど」と言いつつ案内したのは、和風カフェ「草くさの庵あん」であった。旧稲いな媛ひめ地区の古民家をそのまま移築したというその店は、どこか隠かくれ家が的な雰ふん囲い気きがあって、同じように有屋が紹介してくれた「エデン」よりも数段落ち着くことができた。店員さんが和装に編み上げブーツという古き良き女学生スタイルなのも、たいへんポイントが高い。

　オランドは店員さんの写真を撮ろうとして迷惑がられ、運ばれてきた抹まつ茶ちやクリームあんみつを一ひと口くち食べて、「これは神の食べ物」と感涙した。「抹茶を食べるのは初めてだけど、とても美お味いしいね！　しかも緑色というのがいい！　カエルっぽくて」

「気持ちの悪いことを言うな」

　八葉はわらび餅もちをムシャムシャ食べながら言った。「いい大人おとなのくせに、相変わらず落ち着きがないな。キミみたいな医者に、命を預けなければいけない患者が不ふ憫びんでならんよ」

「クリスさんはお医者さんなの？」と有屋。

「クリスでいいよー」とオランドは笑った。「何かと便利だから、いちおう医師免許は持ってるけどね。本職は技術者のつもりだよ」ダントン君が後を引き継いで、「クリスは生命を『使う』のが専門で『治す』のはあんまり得意じゃないのだ」

　八葉は詰まらなそうに言う。「これまでに何十もの不ふ治ちの病を治療可能にしてきたキミが、何を言っても謙けん遜そんには聞こえないよ」

　有屋は「へえ」と「はあ」の中間の嘆たん息そくを漏もらして、オランドに尊敬の眼まな差ざしを向けた。

　高たか行ゆきはほうじ茶パフェをざくざく切り崩くずしながら、同じ医者なら熊くま先生の方がずっと立派だぞ、と良く分からない対抗心を燃やした。

「クリスはどこか行きたいところがあるの？　あ、でもお仕事とか忙しいのかなっ？」

「はるばる日本まで来て、仕事なんかするワケないよー。一番行ってみたいのは、リューが通っている学校！」

「駄目だ」八やつ葉はがすかさず言った。「高等部は部外者立ち入り禁止だ。キミは学生か？　それとも職員か？　違うだろう。諦あきらめたまえ」

「そんなあ……」

　有あり屋やは厳しい顔をしている八葉と、泣きそうな顔をしているオランドを交互に見て、「やっちーはどうしてクリスに冷たいの？」と言った。「せっかく遠くから来てくれたのに、ちょっと可哀かわい想そうかなって……」

「そうだそうだ。理由を述べよ！」オランドは調子に乗った。

「理由なぞいくらでもある。キミが僕にした仕打ちの数々、忘れたとは言わせないぞ」

「えー、嫌いやがらせなんてしてないよー、ねえダントン君」

「そうだぜリュー。言いがかりはよしてくれ」

　八葉はぐいぐい迫ってくるダントン君を押し退のけて、

「いけしゃあしゃあと。キミが僕の手がけていた研究を完成寸前で横取りしたのは一回や二回じゃない。未認可の新薬を飲まされて三日間昏こん睡すい状態になったこともあったな。髪の毛を焼かれた。バイクで撥はねられた。僕の飼っていた熱帯魚を全滅させられたこともあったっけ。他にも数え上げたらキリがない。僕が忘れると思うてか」

「それはクリスが悪いね。反省しなさい」

　オランドはむーん、と唇を尖とがらせてそっぽを向いた。八葉はその顔面におしぼりを投げつけようとして、有屋に止められた。二人の因いん縁ねんは思った以上に深そうである。

　高行と出会う前から、八葉の人生は続いていて、いろいろな人と出会って、また別れても来たのだ。そういう出会いと別れがあって、いまの八葉があるのだし、彼女の過去を全部知りたいとも思わない。

　高行がトイレに立ったとき、何気ないふうを装って八葉がついてきた。

　念入りにあたりの様よう子すに気を配ってから言った。

「見ての通り。クリスは天然のアホだが、頭は恐ろしく切れる。いまだ来日した真意が読めない。いくらアホだからといって、ゆめゆめ気を許さないように」

「言われなくてもそのつもりだ。しかし、有屋とはもうずいぶん打ち解けているみたいだぞ」

「あれはあれで良かろう。まずは美み月つきくんをぶつけて反応を見る」

「ひどいやつ」

「何をいまさら。それに、彼女ならクリスに籠ろう絡らくされる心配はあるまい」

「……？　なぜそう言い切れる」

　八やつ葉はは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついて、

「キミも相当ひどいやつだよ」

　そう言って、今日初めて笑顔を見せた。




　　　　　　　　　　▼




　そろそろ会計をしようという段になって、オランドは今回の来日のために準備しておいたという学園仕様の携帯を取り出して「草くさの庵あん」の会計を支払った。すでに相当な金額を校貨に両替し、チャージしてあるらしい。

「準備万端だね」有あり屋やが笑って言った。

「もちろん。ずっと楽しみにしてたからねー」

　オランドは嬉き々きとして携帯を開く。ディスプレイにずらずらと表示されたのは、派手な表紙の旅行雑誌だった。『第三学園都市最強スポット別コース11選』『見たい！　食べたい！　行ってみたい！　第三学園都市パーフェクトガイド』『限定アイテムを狙ねらい打ち！　第三学園都市ショッピングマニュアル』などなど。

　ミーハーにも程ほどがある。本当に単なる観光のために来日したのではないかと思いたくもなる。中なか河原がわら通りにもオランドが絶対に行きたいと思っていた店がいくつかあって、さらにそのうちのいくつかを有屋が知っているというので、デカルト号を適当な駐車場へ停め、歩いて回っていくことになった。

　最初に訪れたのは、国内外を問わず集めに集められたＴシャツばかりを取り扱っている古着屋「ジャングル」だった。店内には太い鉄パイプが何本も突つき出しており、ハンガーにかけられたＴシャツが何万枚とぶら下がっている。天井近くまで埋うめ尽つくされているので足下もおぼつかないぐらい薄暗い。いくつもの防虫剤が混じり合って発はつ酵こうしたような匂においが充満していて、長居すると頭がくらくらしてくる。まさしく、Ｔシャツの森といった様相である。

　一ひと口くちにＴシャツと言っても、品揃ぞろえは無駄なぐらいバラエティに富んでいる。ほとんどボロ雑ぞう巾きんにしか見えないヴィンテージＴシャツ、所有者が次々に謎なぞの死を遂とげるという呪のろいの血染めＴシャツ、五十口径対物ライフルの零ゼロ距離射しや撃げきにも耐える防ぼう弾だんＴシャツなど極めて胡う散さん臭くさい商品に混じって、外国人に絶大な人気を誇る漢字プリントＴシャツも販売されていた。

　オランドの目当てもそれであった。

「あ、カッコイイ！」

　オランドがひっぱり出した真っ赤なＴシャツには怨おん念ねんのこもった筆ふで字じで「広島優勝」と書かれていた。誰が着るんだこんなもん。

　ダントン君が「おい、タカユキ。これはどういう意味だ？」と慣れ慣れしく訊きいてくる。

「そうだな……夢を諦あきらめない、という意味かな」

「なるほど。それはステキな言葉だね！」とオランドは納得する。

　そこへ有あり屋やが怖こわい顔で駆かけ寄って来た。「たっきー、今のは聞き捨てならないよ。赤い球団への侮ぶ辱じよくはわたしへの宣戦布告と受け取るからねっ！」

　思わぬところに狂信者がいたものである。「馬鹿にしたつもりはない」と弁明しても聞く耳を持たない。ぷりぷりする有屋の相手をオランドに任まかせて、高たか行ゆきはその場を脱出した。

　無目的にＴシャツの海をさまよっていると、一枚百円で投げ売りされているＴシャツのワゴンに、顔を突つっ込むようにしている八やつ葉はを発見した。

　なにをやっとるんだ、と肩を摑つかんで引き起こすと、その顔は真っ青になっている。

　高行はすぐに状況を飲み込んだ。

「──外に出るか？」

「少し頭痛がするぐらいだ。すぐに治る」

　そう言いながら八葉は、高行に身体からだをくっつけて、体重の三分の一くらいを預けてきた。

「肘ひじかけにさせてもらおう。キミのことは僕の好きなように使っていいという約束だものね」

「あれは……本当に困ったときだけで、いつでもどこでも四六時中というわけじゃない」

　しかし、今がまさに「困ったとき」であったので、高行は抵抗せずに八葉を受け止めていた。ややあって落ち着いてきた八葉は、ワゴンのＴシャツをごそごそやった。何気なく彼女がひっぱり出したＴシャツには、ほとんど裸、もはや裸の方がマシという感じの衣装を着たアニメキャラクターがプリントされていた。その美少女には見覚えがある。鹿か児ご島しまに無む理り矢や理り見せられたファンタジック脱衣バトルアニメ「閃せん翼よくのヴァルキリーズ」のメインヒロイン・レギンレイヴである。まったく無駄な知識なので早く忘れてしまいたい。

　八葉はそのＴシャツを一いち瞥べつしただけでぽいと手放し、またワゴンを漁あさった。

「おまえ、Ｔシャツなんて着るのか？」

「自宅ではもっぱらＴシャツだよ。いつでもチョウチンアンコウスーツを着ているわけじゃない。下はパンツ一枚が多いね。冷房を最強にして、たくさん毛布を被かぶって寝るのが最高に気持ちいいんだ」

「別にそこまでは訊きいてないんだが」

「想像したくせに。高行くんのエッチ」

　まったく不当な言いがかりである。この国の憲法は思想の自由を保障しているというのに。

　最終的に「ジャングル」ではオランドだけが漢字Ｔシャツを数枚購入した。早速、例の「夢を諦あきらめない」Ｔシャツを着てご満まん悦えつの様よう子すだった。

「ジャングル」の次には、路地をいくつか折れた分かりにくい位置にあるホビーショップに立ち寄った。流体建築ではない、古い雑居ビルが一棟まるごと店舗になっている。古今東西の玩がん具ぐやフィギュアなどを無差別に収集して詰め込んだ、言いしれない怪あやしさの漂ただよう店であった。一階ではアメコミや特撮ヒーロー関連の商品を取り扱あつかっている。ガラス張りの棚たなに、各時代の子供たちを熱狂させたヒーローたちが恭うやうやしく陳ちん列れつされていた。

　八やつ葉はが古本を収集するように、オランドは日本製の玩具を集めることを生き甲が斐いとしており、早速入り口付近に飾ってあった仮面ライダースーパー１の一メートル人形に飛びついた。

「すごいすごい」と興奮して、「おまえはもう人間ではない。人間ではないことに誇りを持て！」と意味の分からないことを口走った。あの様よう子すなら、しばらく放っておいても良さそうだ。

　八葉も物珍しげに店内を眺ながめながら、

「しかし美み月つきくん。良くこんな店を知っていたものだね」

「その業界では結構有名らしいよっ。わたしも教えてもらっただけで来るのは初めてだけど」

　どこのどいつだ、有あり屋やに無用な知識を吹き込んでいるのは、と腹立たしく思っていたら、店の奥の方でこそこそしている怪あやしい集団に気がついた。

「あそこにいるのは『レジンキャスト』の面々ではない？」

　ベムスターの模型を手に取っていた八葉が言った。むこうもこちらに気づいて、工場長が近づいてきた。八葉が「やあ、こんにちは」と挨あい拶さつすると、工場長はぎこちなく「どうも」と頭を下げた。

「あんただな。有屋に余よ計けいなことを教えたのは」

　高たか行ゆきは工場長に言った。「有屋が道を踏みはずしたらどう責任をとるつもりだ」

「なんの話だ？」工場長は首を傾かしげたが、ふと声を潜ひそめて言った。「例のフィギュアだが、あれからだいぶ修正を重ねたつもりだ。また今度、監かん修しゆうを頼みたい」

　例のフィギュアとは、工場長最後の作品となる八分の一「海かい竜りゆう王おう寺じ八葉」のことである。

　この件に関しては、全面的な協力を約束している高行は「心得た」と小さく頷うなずいてみせた。

　そこへ当の八葉が「何を心得たんだい？」と首を突つっ込んできた。高行と工場長が口を揃そろえて「なんでもない」ともごもご言うので、八葉は余よ計けいに怪しんで追求してくる。教える教えないの押し問答をしていると「なになに？」と有屋までが合流し、「彼らが何かを隠かくしている」という八葉の証言を受けて真相追求に荷か担たんした。

　これは良くない状況である。八葉と有屋に迫られて、高行よりも女性に耐性のない工場長はあっぷあっぷしている。このままでは口を割るのも時間の問題と思われた。

　八葉フィギュアの存在が明るみに出れば、最悪の場合、製作中止に追い込まれる可能性もある。さらに、高行がその監修をしていたとあれば、血の土曜日事件（瑞みず穂ほ荘勉強会において香か澄すみさんが高行の性せい癖へきを暴ばく露ろした一件）によって、ただでさえ払ふつ底てい気ぎ味みである高行の立場、栄光、プライド、その他諸もろ々もろは跡あと形かたもなく爆ばく散さんすることになろう。

　工場長の本ほん懐かいと自身の尊厳、高行はその二つを心の天てん秤びんにかけた。天秤は右へ左へ激しく揺ゆれ動いた。工場長がいよいよ口を割ろうかという寸前、

「フィギュアを譲ゆずってもらう話をしていたんだ」

　高たか行ゆきはそう言って工場長に水を向ける。「そうだよな？」

「あ、ああ。そうなんだ」と工場長は咄とつ嗟さに調子を合わせた。

「ふうん」と八やつ葉はは疑わしげな顔をする。「高行くんがフィギュアに興味を持っていたとは知らなかったな。ちなみに、どんなフィギュアなんだい？」

「それは……」何かの適当なヒーローか怪かい獣じゆうの名前を挙げてやり過ごそうとした高行は思い止とどまった。そんな答えでは八葉が納得すまい。「では、どうして隠かくそうとしたの？」と追求してくるのは容易に想像がつく。

　高行は苦く渋じゆうの決断をした。「せ……閃せん翼よくのヴァルキリーズ、というアニメのフィギュアだ」

　そのアニメを工場長も知っていたのだろう、驚いたような顔で高行を見た。すかさず有あり屋やが携帯で検けん索さくすると、破は廉れん恥ちな画像が大量にヒットした。有屋は即座に携帯を閉じて、「た、たっきーだって男の子だもんねっ！」と言った。フォローになっているのかいないのかは微び妙みようなところだ。八葉は生暖かい眼まな差ざしで、高行を見る。

「その……なんというか……僕が悪かった。ごめん」

「いや、分かってくれればいい」

　すべてを失った高行はいっそ清すが々すがしい気分であった。窮きゆう地ちを脱した工場長は「恩に着るっ」と高行の手を握ってから『レジンキャスト』の仲間たちのところへ逃げ帰っていった。

　入れ替わるようにオランドがやって来て、

「いやあ買った買った。買いすぎたー」

　両手に携たずさえた大きな紙袋には、戦利品がたくさん詰め込まれている。

「しかし、リューの周りがこんなに賑にぎやかだとは思わなかったぜ」とダントン君。

「急に何を言う」

「だって、アメリカにいた頃のリューは、自分から喋しやべることなんて滅めつ多たになくて、誰にも心を開いていなかったじゃねえか。リューは変わったな」

　八葉は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をして「そんな昔のことは忘れたよ」と言った。

　自分が変わったということ自体は、否定しなかった。




　その後、さらにいくつかの店を回って、オランドはデカルト号のトランクを満杯にした。

　八葉が「もう歩き疲れた」と駄々をこね始めたので、再びデカルト号に乗り込んで、どこか休憩できる場所を探さがした。ふと見上げた空がにわかに曇り始めている。高行の天然パーマは大気中の湿気を敏感に察知する。襟えり足あしのうねり具合から湿度が高まっていることが分かる。これはひと雨来るかもしれない。

　ほとんどの交通機関が自動化された学園都市では、人が運転する自動車というだけで物珍しい。その上、真っ赤で妙みようちくりんなフォルムをした空飛ぶ自動車は、嫌いやという程ほどに目立った。道行く学生たちの好奇の視線を集めながら中なか河原がわら通りを流していると、緩ゆるやかな坂を下って広い公園沿いの道に出た。そこは、高たか行ゆきが第二科学部の仮部員だった頃に、八やつ葉はに連れてこられた公園である。木こ陰かげで鯛たい焼きを食べ、読書をし、セクハラされた。

　あの時、鯛焼きを売っていた屋台は、変わらず公園の入り口にあった。だが、売り物は鯛焼きからタコ焼きに変わっており、屋台には双ふた子ごの兄の姿がなかった。弟が語ったところによると、些さ細さいな経営方針のすれ違いが凄そう絶ぜつな兄弟喧げん嘩かへと発展し、彼らはそれぞれ独立して商売をすることになったのだという。兄は学園都市の外へ拠点を移したので、いまはどこで何を売っているのかも知らない。あんなやつ、どこで野の垂たれ死んでいようと知ったことではない。

「しかし、あまり繁はん盛じようしているようには見えないな」

　八葉が無遠慮に言った。「気心の知れた仲で意地を張っても仕方がなかろう。家族は大切に」

　弟は困ったような笑みを浮かべて頷うなずいた。

　八葉と有あり屋やも少なからず買い物をしていたが、高行は何も買っていなかったので、全員分のタコ焼きをおごって太っ腹なところを見せた。

　タコ焼きができ上がるのを待つ間、有屋が言った。

「たっきーって普段、何にお金を使ってるの？」

「それは僕も興味があるな。あの部屋を見る限り、別段金のかかる趣味も、何かをコレクションしているということもなさそうだ。これからはフィギュアを集めるのかもしれないけど」

　オランドは戦利品をごそごそやりながら、「他に考えられるとすれば、ファッションくらいかな？　でも、あんまりオシャレではないよねー」

　ふざけたＴシャツを着ているオランドに言われたくはなかったが、着ている人間がムービースタア級の美び貌ぼうだと、どんな服装でもオシャレに見えるのだから不公平である。

「特に使い道はないな。貯金が増える一方だ」

　でき上がったタコ焼きを高行が受け取って、近場のベンチに移動する。

　それぞれ注文したタコ焼きを手渡していく。自分は無難に塩タコ焼き。オランドはトマトタコ焼き。八葉は味み噌そチーズタコ焼き。そして有あり屋やは、

「アボカドミントタコ焼き……挑ちよう戦せん的すぎないか？」

「わたしは生涯チャレンジャーでいたいのっ！」

　緑色のタコ焼きを受け取ろうとした有屋が「あっ」と手を滑すべらせた。高行も手を伸ばしたが間に合わず、落下した衝しよう撃げきで輪ゴムが弾はじけ、タコ焼きはころころと地面に散らばった。そこへ、どこからともなく鳩はとの群むれが現れて、嵐のように過ぎ去った後には、タコ焼きはきれいさっぱりなくなっていた。

「ああ……わたしのタコ焼き……」

　有屋は情けない声を出して、ベンチに力なく座り込んだ。

　それを見ていたオランドは「可哀かわい想そうに！」と眉まゆをしかめた。

　ダントン君は「ほらよ、クリスのを分けてやるから。元気を出せい」と渋しぶい声で言って、爪つま楊よう枝じにトマトタコ焼きを刺して有あり屋やに渡す。

　有屋は「ほんにすまんのう」と言って、アツアツのタコ焼きをハフハフ食べた。

「あ、意外に美お味いしい」

「それは良かった。もっとお食べ」

「いいの？　それじゃあ、お言葉に甘えて」

　二個目のタコ焼きに手を伸ばした有屋に、オランドは微笑ほほえんで言う。

「ミッキー。あんまり寝てないみたいなのに、今日はつき合ってくれてありがとう」

　タコ焼きをほおばった有屋は「ふほっ！」と目を丸くした。

　睡眠不足というのは図ず星ぼしであるらしい。

「ボクはね、人の顔を見るだけで大体悪いところが分かるんだ。ミッキーは健康だけと、少し疲れが溜たまっているみたいだね」

　有屋は恥ずかしそうに頭をかいた。「最近、テスト勉強で寝るのが遅くなっちゃって」

　オランドは滔とう々とうと流れるように喋しやべり出す。

「当然だけど、睡眠が不足すれば集中力は散漫になる」

「あ、わかるかも」

「起きている間に見聞きした情報は、眠っている間に整理されて脳に記憶されるんだよ」

「そう、なんだ」

「だから、いくら勉強してもちゃんと睡眠を取らなきゃ意味がない」

「なるほど……」

「一日六時間の睡眠は基本的人権の範はん疇ちゆうだよ。何より睡眠不足は美容の大敵だ」

「うん……」

「だから、無理をしないで眠っていいんだよ」

　ぱちん、とオランドが指を鳴らすと、有屋の身体からだがぐらりと傾いた。そのまま、前のめりに倒れ込みそうになるのを、高たか行ゆきは慌あわてて支えた。有屋の身体はすっかり力が抜けていて、ぐんにゃりと重い。有屋をベンチに横たえて、高行はオランドに詰め寄った。

「有屋に何をした」

「心配いらないって。頭ではなく身体が休みたがっていたから、その『声』に素直になれるよう手伝ってあげただけだよ。これから話すことは、ミッキーにはちょっと刺激が強いだろうからね。眠っていてもらった方が都つ合ごうが良い──そうだろ、リュー？」

　八やつ葉はは無言で立ち尽つくしている。

　オランドは高行を押し退のけて、八葉の正面に立った。

「いくら平気なふりをしたってボクには分かる。いま、この瞬しゆん間かんだって、頭が割れるように痛いはずだ。少しでも気を抜いたら、気を失ってしまいそうになんだろう？」

　八葉の手の中で、タコ焼きのパックがぐしゃりと潰つぶれた。

　オランドは八やつ葉はの体調不良に気づいていた。

「原因も、おおよそ見当はついている」

　オランドは、トマトタコ焼きをパクパクと食べながら言った。

「多くの場合、ジーニアスは自我の目覚めとともに《特ブ化ラ領ン域チ》を開花させる。けれどリューは今年で十六にもなるっていうのに、まだそれを見つけることができずにいる。ずっと閉じ込められたまま発揮されずにいる《特化領域》が、脳に過大な負荷を与えているんだよ」

　いつか理科の授業で聞いた話を思い出す。ニワトリの雛ひなの中には、十分に育っているのに、殻からを破やぶることができずにそのまま死んでしまうものがいる。そういう個体は殻を割ってあげて育てても、結局長くは生きられないのだ。

「僕は医者じゃないからね、勝手に宣告させてもらうよ。リュー、キミがこのまま《特化領域》を見つけることができなければ命に関わる」

　オランドの宣告に、八葉は気抜けしたようにふらふらとベンチへ座り込んだ。

　隣となりでは有あり屋やがすやすやと寝息を立てているが、この宣告を聞いていたら、きっと大騒ぎしていたはずだ。彼女を眠らせたオランドの配慮は、ある意味正解だったかもしれない。

　しかし、高たか行ゆきは不ふ思し議ぎなぐらい落ち着いていた。月明かりの下、瑞みず穂ほ荘の縁えん側がわで目まの当たりした八葉の苦しみ方は尋じん常じようではなかった。握りしめた手指の、死人のような冷たさを覚えている。八葉が明日死んでしまうと言われても、驚かなかったのではないかとさえ思う。

　八葉はどこか茫ぼう洋ようとした表情で言った。

「それで？　それを言うためだけに飛んで来たのかい？」

「ボクだって神様じゃないからさ、見ただけで治療法まで言い当てるのは無理だよ。十分な検査をするためにも、リューには一度フランスへ来てもらいたい」

　高行は何を言っていいものか分からず黙り込んだ。なにせ、命に関わる問題である。一いつ介かいの高校生には重すぎる。八葉は眠り込んだままの有屋の髪を、さらさらと撫なでながら言った。

「フランスか……簡単に言ってくるけれど、それはいつ帰って来れるのかな？」

「一年か、三年か、あるいは一生学園には戻れないかもしれない。検査をしてみないことにはなんとも言えないな」

「じゃあ、ダメだね。夏休みはみんなで南の島に行く約束をしているのだよ。僕は学園を離れるつもりはない。ここが僕の居場所だ」

　オランドは片かた頰ほおに笑みを浮かべる。

「今日の様よう子すを見ていれば、そういう答えも予想がついたけどね……。残念だよ、ボクの知っているリューはもっと賢くて冷静な女の子だったのに」

「僕は変わらず賢いし冷静だよ」

「だったら。ボクの言っていることが正しいと分かるはずだ。今月いっぱいはこっちに滞在するつもりだから、考えが変わったらいつでも言ってね」

　タコ焼きを食べ終えたオランドは「ごちそうさま」と言って、空きパックを屑くずカゴへ投げ込み、悠ゆう々ゆうと去っていった。その背中が見えなくなってから、高たか行ゆきは「八やつ葉は」と声をかけたが、なかなか二の句が継げなかった。八葉は高行を見上げて何事か口にしかけたけれども、やはり言葉にならず細い溜ため息いきとなって宙に消えた。

　長い沈黙があり、ついにはポツポツと雨が降り始めた。

　顔に落ちた雨をむずがって、有あり屋やが目を覚ました。大きな欠伸あくびをして目をこする。

「あれ……わたし、寝てた？」

　有屋は寝ぼけ眼まなこで、周囲をきょろきょろと見回した。「クリスはどこ？」

「彼なら先に帰ったよ。渉しよう外がい委員会へ行くと言っていた。外部からの旅行者は、ビジター登録をする決まりだからね」

　八葉は有屋の手を引いて立ち上がらせた。「美み月つきくん、高行くん、今日は不毛な時間につき合わせてしまってすまなかったね。僕らも濡ぬれないうちに退散しよう」

　先に立って歩き出す八葉は、少なくとも表面上は普段通りに見えた。

　彼女の体調不良にも、今日だってずっと無理をしていたことにも気づけなかった自分の目など、あてになるはずもなかったけれど。

　中なか河原がわら通りへ戻ると、小こ糠ぬか雨あめをはらんだ風が、びうびう吹きつけてきた。空にどんよりと重そうな雲が敷しき詰められて、これからひどい雨になることは疑いようもなかった。




　　　　　　　　　　▼




　（2019/06/16）

　翌日の昼。高行は再び、ロボット工学研究所の仮設ラボに呼び出されていた。

　何か差し入れでも持っていこうかと考えて、瑞みず穂ほ荘の台所を探さぐると賞味期限の迫ったカリントウが出てきた。高行はカリントウを携たずさえて出かけた。

　昨日から降り続いている雨がそこここに大きな水溜たまりを作っており、研究所全体がひっそりとしているように感じられる。高行は水溜まりを避けながら、以前はライトビークルで一気に駆かけ抜けた道のりを歩いていく。

　ラボの入り口には鍵かぎがかかっていなかった。中に入ると、雨の音はぱったりと聞こえなくなる。仮設とはいえ、かなりしっかりした造りであるらしい。厳いかめしい機械類に埋うめ尽つくされたラボの中では、眼鏡めがねをかけた八葉が忙しそうに動き回っていた。

「おい。来てやったぞ」と声をかける。

　八葉は手を止めないまま「ああ、待っていたよ」と言うだけで、顔さえ上げない。

「差し入れ、持って来たんだが」

「ああ、そこらへんに置いておいて」

　高たか行ゆきはムッとした。この雨の中、人を呼びつけておいて、その態度はいかがなものか。しかし、この程度の理り不ふ尽じんで腹を立てていては、第二科学部副部長は務つとまらない。

「ねえ、高行くん」

「ん？」

「キミは僕に『行くな』と言ってくれないんだね」

　不意打ちのように言われ、高行は言葉に詰まった。昨日、何度その言葉を口にしかけたか分からない。しかし、八やつ葉はに何もしてやれない自分がそれを言うのは、彼女に死ねと言っているに等しいのではないか。そう思うと、言葉は喉のどに詰まって声にならなかった。

「僕がいなくなっても、キミは平気なのかな？」

「俺に何を言わせたいんだよ」

　高行が不ふ機き嫌げんそうに言うと、八葉は「ごめんごめん」とくすぐったそうに笑った。

「キミの考えていることぐらい、ちゃんと分かっているつもりだ。それでも、言葉にして欲しいということもあるんだね」

「……難しい注文だな」

「まあ、キミにそんな気の利きいたことができるとは思っていないよ──さ、こっちへ来てくれたまえ」

　高行がビニールのカーテンの前まで来るのを待って、八葉は言った。

「これから、Nexusの移植実験を行いたいと思う」

　あまりに急なので驚いた。

　ついこの間は、まだ準備が整っていないと言っていなかったか。

「技術的な問題はすでにクリアしている。調整面ではいくつか不確定要素が残っているけど」

「万が一、実験が失敗したらどうなる」

「最悪の場合はNexusが破は壊かいされ、修復もできない可能性はあるよ」

「だったら、ちゃんと調整を──」

「リスクを恐れてばかりいては望む結果は得られない、いくら調整を重ねて時間をかけたところで、リスクはゼロにはならない。後は、どこで決断するかだよ」

「いま決断しなきゃならないことか？」

「キミはクリスの言ったことを聞いていなかったのかい？」

　八葉は少し非難するような口調で言った。「無論、クリスの言うことをすべて信用したわけじゃない。治療にどれだけの時間がかかるものなのか、命に関わると言ってもどの程度の影響があるのか、そのあたりは曖あい昧まいだ。逆に言えば、いつ自由に動けなくなってもおかしくない。どうにかなってしまう前に、できることはやっておきたいんだ。クリスは頭が割れるような痛みと表現したけれど、そんな生やさしいものじゃないよ、これは。頭を叩たたき砕くだいた上に、灼やけた火ひ箸ばしを突つっ込んでグリグリかき回されている感じと言えば、少しは伝わるかな？　痛みでゲロを吐はいたのは初めてだ」

　高たか行ゆきが言葉を無くすと、八やつ葉ははバツが悪そうに視線を逸そらした。

「……すまない。僕としたことが少々取り乱した」

「おまえが取り乱すのは珍しくもないだろう」

　高行は言った。「おまえの言い分は分かった。でも、この件はNexusの意志に任まかせるという話だったはずだ。ジーニアスに二に言ごんはない。そうだよな？」

　八葉は小さく頷うなずいた。

　高行は携帯を取り出して掌てのひらに乗せる。

「どうするNexus。断ことわっても良い。保留にしても良い。おまえが決めろ」

　携帯のランプが二度三度と瞬またたいた。Nexusが答えを出すまで、さほど時間はかからなかった。すでに結論は出ていたのかもしれない。

『実験を希望します』

「……本当に、いいんだな？」

『はい、マスター』

　高行は八葉に携帯を差し出した。八葉はカーテンの中へ分け入って、作業台に横たえられたロボットと、高行の携帯を極太のケーブルで有線接続した。作業台の周囲には、何枚ものレーザーディスプレイが表示されている。

　前見たときには内部が剝むき出しになっていたロボットに、クリアグリーンのカウルが装着されている。こうなってみるとサル型ではなく、イルカやサメを擬ぎ人じん化したような印象を受ける。八葉が嫌いやがるだろうから言わないが、どことなくカエルに似ているような気もする。

「これで良し」

　八葉は準備を終えて言った。「移植実験を途中で止めることはできない。心の準備は良いね？」

『どうぞ。始めて下さい』携帯は淡々と答えた。

　八葉が手元のパネルに指を滑すべらせると、機器類にかかる負荷が増したのか、冷却ファンが唸うなりを上げて回転し始める。続けて、表示されていたディスプレイのひとつに、ＡＩ移植の進しん捗ちよく度を示すウィンドウが現れる。

　それ以外に、見て分かるような変化は起こらず、移植作業はおよそ十秒に一パーセントという非常にじれったい速度で進んでいく。八葉はその経過を注意深く見守る。ディスプレイの光が眼鏡めがねに跳はね返って青く光った。

　まんじりともしない高行に、八葉はディスプレイから目を離さないまま言った。

「Nexusの新しいボディには、より高次の有機的思考を可能にする新型ニューラルネットワークを搭とう載さいしている。機械的な計算能力はやや低下するけれども、Nexusの自我はより人間のそれに近づくことになる」

「難しいことを言われても分からん」

「これからのNexusはもはやナビゲーションＡＩではない、一個の人格を備そなえた存在となる。キミのリクエストに、必ずしも従順ではなくなる。つまりキミの苦労が増えるということだよ」

「嬉うれしくて涙が出るね」

　高たか行ゆきはふと思った。新しいボディに移植されたNexusはＡＩではなくなる。しかし、どれだけ複雑な思考が思考できるようになったとしてもNexusが人間になれるわけでもない。人でもない、ＡＩでもない、ロボットでもない。今まで世界に存在しなかったものが生まれ出る瞬しゆん間かんに、自分は立ち会っていることになるのか。そう思うと、少し身が引きしまった。

　やがて、何事もなく移植作業は終わった。

　八やつ葉ははロボットと携帯をつなぐケーブルを引き抜いた。

「再起動をかけるよ」

　ディスプレイに無数の英単語が表示され、とても目で追いきれない速さで洪水のように流れていく。辛かろうじて最後尾のre：bootという文字だけは読み取ることができた。そして、

「……ん？」

「……おや」

　間の抜けた空くう隙げきがあった。

　再起動は完了しているのにロボットは──Nexusはぴくりとも動かない。

「どうなってる？」

「監かん視しステイタスに問題はない。すべてのプロセスは正常に終了しているはずだ」

「しかし動かないじゃないか」

　まさか失敗したのか。

　高行が不安になって作業台に近づいた、そのときだった。

　Nexusがバネ仕かけのように跳はね起きた。胸部を覆おおうカウルの奥で『悪あく魔まの瞳め』が煌こう々こうと輝いていたのを覚えている。その輝きは、まるで怒り狂う野生動物の瞳ひとみのようにも見えた。

　立て続けに、表示されていたすべてのディスプレイが滅め茶ちや苦く茶ちやなエラーを吐はき出した。

　血相を変えた八葉が「離れて！」と叫んだ。

　Nexusがとても目では追いきれない速さで動いた。

　身構えるだけの時間さえなかった。

　透明の自動車に撥はねられたような衝しよう撃げきに、視界が縦に回転した。一拍の浮遊感があり、したたかに床へ叩たたきつけられる。ごろごろと転がって、壁かべにぶつかりようやく止まった。機材が崩くずれ落ちる派手な音。引きちぎれたビニールカーテンが身体からだにからまっている。なぜか、さっきまで目の前にあったはず作業台がずっと遠くある。何が起きたのか分からず、ほとんど反射的に立ち上がろうとして、そこで膝ひざが砕くだけた。自分の手足が、意志とは無関係に、笑える程ほど激しく震ふるえていた。

　そして、腹のあたりから溢あふれた血の赤を目にした瞬しゆん間かん、すっと気が遠くなった。

　ごつ、と鈍い音がして、気がつくと床に倒れ込んでいた。身体からだが鉛なまりのように重い。九十度傾いた視界の中で、流れ出した血液がじわじわと床に広がっていく。上う手まく息ができない。

　八やつ葉はが何度も転びそうになりながら駆かけ寄って来る。いまにも泣き出しそうな、けれど泣き方を忘れてしまったような歪いびつな表情で、可哀かわい想そうなぐらいに動どう揺ようしている。高たか行ゆきの身体を揺ゆさぶって、大声で何かを叫んでいるけれども、耳が遠くて良く聞き取れない。視界も暗くなっていく。身体が重い。息が苦しい。

　そんな顔をするなよ、まるで俺が死ぬみたいじゃないか──

　そう思ったのを最後に、高行は意識を失った。
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　短くて意味のない夢をいくつも見た。たとえば、深い深い海へ潜もぐっていくと、海底は青い空へつながっていて、そこを突つき抜けるとまた深い海が続いているという具合である。

　やがて、いくつもの夢の泡あわが寄り集まるようにして、おかしな夢を見た。最近の記憶と子供の頃の思い出が、ごちゃ混ぜになった夢だ。

　ふっくらとした木々の緑に覆おおわれた山々がずっと遠くに白く霞かすんで見えている。山はぐるりと四方を囲んで盆地をなす。空には太陽がなく、夕暮れどきとも夜明け前とも取れる曖あい昧まい模も糊ことした色合いをしている。街は学園都市のように碁ご盤ばん目め状に規則正しく整備されているけれども、学園にはないはずの大きな川が流れている。

　その広い河原を持つ川には見覚えがあった。高たか行ゆきの実家から徒歩五分ぐらいのところにある那な由ゆ瀬せ川がわだ。子供の頃はほとんど毎日のように遊び場にしていたものだ。高行はその川に沿って伸びる堤つつみの上をぶらぶらと歩いている。

　時とき折おり、河か原わらを吹き渡ってくる風に乗って、フラジイル一号に良く似た魚が群をなして泳いでいる。高行のすぐそばまで泳いで来て、手を伸ばすと餌えさをねだるように近づいて来るけれども、高行が何も持っていないと分かるとまた気ままに風に乗って行く。

　やがて行く手に、大きな橋が見えてくる。緑色の欄らん干かんで、花の形をした外灯が等間隔で並んでいる。堤はそこで終わっていた。青い草に足を滑すべらせるようにして堤を降り、橋をくぐって行くと、橋きよう脚きやくのたもとに仔こ犬いぬがうずくまっているのを見つけた。他の野の良らに追いかけられて川に落ちたのか、薄汚れた毛皮をびっしょりと濡ぬらし、ぷるぷると身を震ふるわせている。右足のつけ根のところに痛々しい傷口が開いて、小さな血溜だまりを作っていた。

　あれはタスケだ、と思う。

　高行が近づいていくと、仔犬は少しでも高行から遠ざかろうとして、コンクリートの橋脚に背中を押しつけるようにする。鼻の頭にしわを寄せ、白くてつるつるとした牙きばを剝むいて、甲かん高だかい鳴き声で吠ほえる。タスケが高行に向かって吠えたのは、これが最初で最後のことだ。ションベンちりびそうな程ほどビビっているのは明白なのに、威い嚇かくするのをやめようとはしない。喉のどをぐるるると鳴らして、黒い瞳ひとみをぎろぎろさせて、「こいつは誰だ」「それ以上近寄ったら嚙かみついてやる」と言っている。豆粒のような身体からだを奮ふるい立たせ、全身全ぜん霊れいで生きようとしていた。

　間違いない。これはタスケを拾ったときの場面だ。この後、動物病院へ連れて行ったはずだが、こんなに怯おびえているのをどうやって宥なだめたのだったか。

　朧おぼろ気げな記憶の糸を手た繰ぐる。高行の必死の説得と向こう三年分のお年玉と引き替えに、竹たけ原はら家の一員となったタスケは、いくら教え込んでもお手のひとつも覚えない、それはもうどうしようもないバカ犬だった。自分よりずっと小さな小型犬に吠えられたぐらいでケツをまくる程の臆おく病びようで、そのうえ知らない人にもすぐ尻尾しつぽを振るので、とても番犬は務つとまらなかった。晴れた日には一日に三度も散歩に行きたがるくせに、雨が降ると頑がんとして外に出ようとしない。そうして食べて、寝て、散歩して、また食べて寝て。気ままな飼い犬生活を十数年続けたタスケは、高行が学園に転入した数日後にあっさり死んだ。普段から滅めつ多たに吠えない犬で暇ひまさえあれば寝ているので、タスケが息を引き取っていることにしばらく誰も気がつかなかったらしい。あまりにも急なことだったので、家族一同「おや」と驚くばかりで、悲しむ暇もなかったそうだ。実家を離れていた高たか行ゆきは余よ計けいに実感が湧わかず、今でも実家に帰ればあのアホ面づらが出迎えてくれるような気さえする。

　そうだ。思い出した。なんのことはない。

　高行はあのとき、怪け我がをした足をひきずって逃げようとするタスケを走って追いかけ、いよいよ歩けなくなっても捕つかまるまいと必死に暴あばれるので、最後はほとんど喧けん嘩かのようになって、無む理り矢や理りふん捕づかまえたのだ。蹴けられても、ひっかかれても、嚙かみつかれても、諦あきらめずに。そんな子どもらしい傲ごう慢まんさを、自分はいつの間になくしてしまったのだろう。

　唐とう突とつに、もうタスケはいないのだということがすとんと胸に落ちてきて、今まで見て見ぬふりをしていた後悔が、大挙して押おし寄せてきた。タスケの死に目に会えなかったことが、どうしようもなく取り返しのつかないことのように思えてくる。

　自分はいつも、なくしてからその大切さに気づく。

　そうして、あのときこうしていれば、あのときそう言っていたら、と後悔をするのだ。

　高行は切ないような、寂さびしいような気持ちになった。

　夢はそこでふっつりと途と切ぎれる。
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　電気のスイッチを押すように、高行はぱちりと目を覚ました。見覚えのない天井を間接照明の淡い光が照らしている。空気にはどこか甘あまったるいような匂においが混じっていて、自分は真っ白なベッドに寝かされいる。何本ものチューブが自分とベッド横の機械をつないでいる。右手にはブラインドが下ろされた窓があって、すでに夜遅い時間帯らしい。

　自分の置かれている状況をそこまで把握したところで、

「あらら。もう目を覚ましちゃったの？」

　左手から声がした。ずいぶん難なん渋じゆうして首を動かすと、白衣を着たオランドがこちらをのぞき込んでいた。白衣の下には、「六ろつ根こん清しよう浄じよう」と書かれたＴシャツを着ている。

　自分の身に何が起きたのか、ここはどこなのか、そういうことを問いかけようとしたが、喉のどがひきつって声が出ない。オランドの左手に装着されたダントン君が、高行をベッドに押しつけて、「安静にしとけ。死ぬぞ」と言った。

「ここは君がかかりつけにしている病院だよ。リューの実験に立ち会ったところまでは覚えてる？　実験はあえなく失敗。制せい御ぎよ不能に陥おちいったNexusは、君のお腹に穴を開けて、研究所から脱走。いまも見つかっていないみたいだね」

　ダントン君がゲロゲロと笑った。「疑ぎ似じ人格型ＡＩをニューロネット載のっけた軀く体たいに移植しようとしたっていうじゃねえか。さすがリュー。神をも恐れぬ行為だぜ」

　どのあたりが、神をも恐れぬ行為なのか高行には釈しやく然ぜんとしなかった。

　ダントン君は高たか行ゆきの鼻先ににじり寄って、

「駆かけつけたときには、そこらじゅう血の海で、てめえは息をしてなかったんだぜ。クリスがいなかったら確実に死んでたね、あれは。感謝しろよ？」

「……頼んでねえよ」

　高行は辛かろうじてそれだけ言った。

「そうだね。タカユキを助けて欲しいと頼んだのは、タカユキじゃない。謝礼を求めるのは筋すじ違いだ」

　どういう意味だ、と思ったがやはり言葉にできない。

　強烈にまぶたが重くて、意識が朦もう朧ろうとした。

「まだ麻酔が残っているんだよ。もう一ひと眠りする前に確認しておこう」

　オランドは言った。「君は交通事故に遭あった。幸い軽い怪け我がで済んだけれども、頭を打った可能性があるから念のために一週間程ほど入院する。学校や親おや御ごさんにはそう連絡がいっている。間違っても、ジーニアス禍かに巻き込まれて生死の境をさまよったりはしていない。いいね？」

　息子の土ど手てっ腹ぱらに風穴が開いたけど、ジーニアスの医者が治してくれたので大丈夫です。そんな知らせを受け取ったら、息子より先に両親がショック死する可能性がある。何より、この事故が表おもて沙ざ汰たになれば、さすがに八やつ葉はもお咎とがめなしとはいかないだろう。

「君ならそう言うと思ったよ。ボクとして大おお事ごとにはしたくないからね。この件は内々に処理するように手配しよう」

　昨日今日訪れたばかりの学園で、それ程の無理を通すことができるとは。

　やはりこの男、ただ者ではない。

「一週間もあれば退院できるはずだ。またその頃に顔を出すよ」

　ダントン君がちょこちょこと手を振る。「ボンニュイ、タカユキ」

　どこか底知れない感じのするオランドの笑みと、ダントン君のプラスチックの瞳ひとみに反射する光が残像のように目に残った。

　病室の電気が消されるのと前後して、高行は再び眠りに落ちた。
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　（2019/06/17）

　翌日の午後、身体からだにつながれていた機械をはずしてもらって、ようやく生きた心地がした。オランドの配慮なのか、高行に割り当てられた病室は、一般の入院患者とは異なる病棟の中にあるらしく、定期的に看かん護ご師しが様よう子すを見に来る以外は静かなものだった。

　麻酔はすっかり抜けたが、血もだいぶ抜けたらしく、起き上がると頭がくらくらした。内臓の修復が終わったばかりなので、ちゃんとした食事を食べられるのは明日からだとも言われた。不自由はそれぐらいだった。とても大手術が終わったばかりとは思えない。一度、熊くま先生が病室を訪ねてきて、「何をやっとるのチミは」と叱しかられた。よくよく熊先生の話を聞いてみると、高たか行ゆきは道を歩いていて無人バスに撥はねられたということになっているらしかった。

「儂わしはこの病院で働いて十年になるけど、交通事故で運び込まれてきたのは君で三人目だよ。しかも、あれだけ安全性に気を遣つかっているバスに撥ねられるだなんて、よほどぼんやりしていたんだねえ」

　高行は曖あい昧まいに笑った裏側で、オランドへの不満を募つのらせた。同じ誤ご魔ま化かすならばもうちょっとマシなシチュエーションは考えられなかったものか。これは嫌いやがらせに違いない。

　熊くま先生が帰ってしまうと、特にすることもなくなって、ベッドの上で暇ひまを持て余した。天井の模様を動物にたとえたり、頭の中でテスト勉強の復習をしてみたが、すぐに飽きてしまった。明日になったら、購買へ行って何か暇を潰つぶせるものを買おう。今日はさっさと寝てしまおう。

　そう思ってベッドに潜もぐり込んだとき、病室のドアがノックされた。今日の検査はすべて済んでいるし、消灯時間にはまだ早い。明日まで面会謝絶になっているので、見舞いということもないはずだが。

　高行が訝いぶかしく思っていると、勝手にドアが開いて、

「お、なんだ。起きてんじゃねえか。返事ぐらいしろよ」

　顔をのぞかせたのは、薄うす桃もも色のナース服姿の香か澄すみさんであった。きれいに忘れていたけれども、香澄さんはこの病院でアルバイト中なのだった。高行が入院することになった「表向き」の理由は香澄さんも知っていて、案の定じようさんざんっぱら馬鹿にされた。

「おまえさあ、他人にはいらない気まで回すくせに、自分のことになると雑すぎんだよ。あんま適当に生きてると、思わぬところで死んじゃうぜ」

「堅実に生きても死ぬときは死にます。というか、香澄さんだけには言われたくありません」

「おーおー、言うじゃねえの。さっすが、死線をくぐり抜けた男はひと味違うよな」

　ま、交通事故だけど！　と香澄さんはげらげら笑った。高行はげんなりした。

「香澄さんの職場は外来でしょ。油売ってると熊先生に起こられますよ」

「っといけね、忘れてた。おーい、入って来ていいぞ」

　香澄さんが病室の外に呼びかけると、そろそろドアが開いた。人目をはばかるようにこっそりと入って来たのは有あり屋やである。彼女はベッドの上の高行を見ると、身の萎しぼむような溜ため息いきを吐ついた。安あん堵どの表情をくしゃくしゃにして、そのまま声を押し殺すようにして泣き出す。

　高行はひとたまりもなく狼ろう狽ばいした。香澄さんは高行の耳元に口を寄せて、

「おまえの病室が分からなくて、ロビーでうろうろしてんの見つけてよ。面会は明日からだって教えたら、朝まで待ってるって言うんだもン。ほっとくわけにもいかねえし」

「連れて来てくれたんですか」

「そゆこと。おねいさんに感謝しろよ」

　香か澄すみさんは身体からだを離した。

「十分だけ時間を稼かせいでやる。帰るときはさっき教えた裏口からな」

　香澄さんが病室を出て行ってから、有あり屋やはとぼとぼと高たか行ゆきのそばへ近づいて来た。ぽろぽろと溢あふれる涙を何度も袖そで口ぐちで拭ぬぐうので、目の周りが赤く腫はれてしまっている。

「……よかったよう。ほんとによかった」

「何も泣くことないだろ」

「泣くよっ！　泣くに決まってるじゃんっ！　どれだけ心配したと思って……」

　そこから先は、言葉になっていなかった。高行は恥ずかしいような、申し訳ないような気持ちになって、有屋が落ち着くまで黙っていることしかできなかった。

　やがて、有屋は鼻をぐずぐずさせながら言った。

「あのね、こんなときに話すことじゃないかもしれないけど──ううん、こんなときだからこそ、たっきーに聞いて欲しいことがあるんだよ」

　出し抜けに言われて高行はどぎまぎした。男女がふたりきり。聞いて欲しいこと。何かを決心したような有屋の表情。これだけ揃そろっていれば、高行とて、ここからの成り行きを想像しないはずがなかった。

　有屋はまだ漏もれそうになる嗚お咽えつを堪こらえて言った。

「前々から考えてはいたんだけどね……わたし、医者になろうと思うんだ」

「はい？」

　高行はまったく想像していなかった方向から告白を受けて固まった。

「たっきーが驚くのも無理ないよ。わたし自身、そうだったから。何度か考えてみることはあっても、どうせ無理だって決めつけて行動してこなかった。でも、先月のことがあって、考え方が変わったの。絶対に無理だと思えることでも、やってみたら案外なんとかなっちゃうかもしれない。失敗したら、またそのときに考え直せばいいって」

　有屋の考えを楽天的すぎると一笑にふすのは簡単だ。けれど、高行は知っている。有屋が幼い頃に大病を克服したこと。有屋がばらばらだった部室長屋をひとつに纏まとめ上げたこと。悪名高き課外活動統とう括かつ委員会と対等に渡り合い、最後まで諦あきらめなかったこと。誰もが無理だと諦めるようなことを、彼女はもういくつもやってのけているのだ。

「クリスからたっきーが死んじゃうかもしれないって聞かされて、わたしはおろおろするばっかりで何もできなくて。そういう自分がすごく悔くやしくて……あんな思いをするのは、もう嫌いやだから」

　だから決めたのだ、と有屋は言った。だが、それはあくまでもきっかけにすぎないのだと思う。彼女は自分の意志でいつか決断していたはずだ。

　その証しよう拠こに、高行のことがある前から、有屋は進路相談室に足を運んでいたではないか。

　あえて苦手な理数系と英語を専攻に選んだのは、それらが医学系の専門授業には欠かすことができない教科だからだ。

「そういうことなら、本当にテスト頑がん張ばらないとな。俺にできることがあったら言ってくれ」

　なるべく言葉を選んだつもりだったが、いざ口にしてみるとひどくありきたりになってしまった。苦し紛まぎれに「俺の見舞いになんて、来てる場合じゃないぞ」と言い加える。

「そうはいかないよっ！　退院するまで毎日来るからねっ！　勉強はここでやればいいし」

「本気か？」

　もちろん、と有あり屋やは頷うなずく。

「たっきーこそ、わたしにして欲しいことがあったら遠慮しないで言ってねっ！」

　それから、必需品や高たか行ゆきがあったら嬉うれしいものなどをメモしているうちに約束の十分はとうに過ぎていた。やがて香か澄すみさんが呼びに来て、有屋は慌あわただしく帰っていった。

　ひとりになった病室で、高行はベットに寝転がる。

　退院までの一週間、暇を持て余す心配はなさそうだ。
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　（2019/06/19）

　有屋は宣言通り、毎日欠かさず高行の病室に顔を出した。

　瑠る璃り垣がきさんに頼まれて、着替えやタオル、歯ブラシなどの日用品を持ってきてくれたのは助かった。香澄さんにいらんことを吹き込まれたらしく、執しつ拗ように「身体からだを拭ふいてあげるっ！」と迫ってくるのは困りものだった。病院の敷しき地ちなら出歩いても良いと許可がもらえたので、二人で中庭を散歩をした。生あい憎にくの雨だったけれども、たくさんの雨滴をまとった紫陽花あじさいがきれいだった。「リンゴを剝むいてあげる」と言って、はらはらする高行の前で意外にも器用に果物ナイフを扱あつかってみせた。そういえば、料理対決のときも包ほう丁ちよう捌さばきだけは目を見張るものがあった。やがて、することがなくなると、高行の病室でテスト勉強をする。面会時間の終了まで有屋の集中力が続くことは滅めつ多たになくて、うとうとしてしまうのが常だったけれど。

　高行の病室を訪れたのは、有屋だけではなかった。

　面会謝絶が解かれると、長屋住民たちが立て続けに見舞いに来た。学園都市で交通事故に遭あったというぼんやりさんの顔をいっちょ拝おがんでやるべ、という冷やかしが多分に混ざっていたことは疑う余地もない。

　神経性胃炎で長期の入院を強しいられたことがあるというＴＩＦ代表は、入院中に自由にトイレへ行くことができなかった苦しみを涙混じりに語ったあげく、「僕はあの経験から学びました。誰かに用意された場所がトイレなのではない。自分がここと決めた場所こそがトイレなのだと」と意味ありげだが恐らく無意味な主張を繰り返した。そして、もはやアートの域いきに達した妙みようちくりんな形状の尿し瓶びん、軍隊で使われているという三日換かえなくても大丈夫なオムツなどを嫌いやがる高たか行ゆきに押しつけた。

　ＳＦ喫茶『静止軌き道どう』からは、「これさえ飲めば、多少の怪け我がなどたちどころに回復します」と、宇宙労働者に広く愛飲されているというドリンク剤をダースで渡された。パッケージには「テトラヒドロフルフリルジスルフィドチアミン増強型プラズマ化合ドノリコン六〇〇〇」と凶きよう悪あくな殺人兵器のような名前が書かれており、注意書きによれば、咳せき、発熱、頭痛、便秘、内出血、擦すり傷、切り傷、捻ねん挫ざ、骨折その他諸もろ々もろに効用ありとされている。隅すみ々ずみまで調べてみたが「ただし、飲むと死ぬ」とは書かれていなかった。だからと言って、絶対に飲むつもりはないが。

　菓子愛好会『スイーツの友』は今期の活動テーマである「漢方とスイーツの融合」における試作品第六号「大だい鉄てつ塊かい」を差し入れた。栄養と保存性を両立させた自信作であるらしい。見た目は何の変へん哲てつもないトリュフチョコだが異常に重い。鉛なまりでできているのかというぐらいに重い。肉が焼けたような良い匂においがする。何やら高価な生しよう薬やくを使っているらしいのだが、いくら問いつめても『スイーツの友』会長は口を割らなかった。代わりにこんなことを言った。

「言い忘れましたが、食べるのは一日一個にして下さいね。でないと、ありとあらゆるところが元気になりすぎて、鼻血を噴ふん出しゆつすることになる」

　高行は「大鉄塊」をそっと箱に戻した。そういう按あん配ばいで長屋住民たちが入れ替わり立ち替わり見舞いにやって来て、ありがた迷惑としか言いようのない代物を置いていくのだった。

　夕方になって顔を出した有あり屋やは、見舞いの品に埋うもれた高行に驚き、事情を聞いて笑った。

「みんな、たっきーのことが心配なんだよ」

「これはどう見ても、見舞いにかこつけて不要品を押しつけられた体ていだろう」

「そんなことないと思うけどなあ。『レジンキャスト』の工場長はたっきーのこと、硬こう派はで見み所どころのある男だって誉ほめてたよ」

「野郎にモテたところでなんの慰なぐさみになろう」

「男の人だけじゃないよ？　長屋に出入りしている女の子たちに、たっきーのファンクラブを作りたいって相談されたことがあるもん。そのときは、勝手に作ったら怒られそうってことでお流れになっちゃったけど」

「もういいよ。気休めは結構だ」

　有屋は「すぐいじけるんだから」と笑って、いつも使っているのとは違う大きなトートバッグをごそごそやった。「わたしもね、今日はいいもの持ってきたんだよ」と言う。そうしてバッグから取り出したのは一いつ挺ちようのハサミである。ただのハサミではない。きらりと光る銀色の理容師用ハサミだ。有屋はしょきしょきと空切りをしてみせて、

「髪、切ってあげるって約束でしょ。一式準備してきたの」

　約束はしていない。検討すると言っただけだ、と反論しても有屋は聞く耳を持たないだろう。ここは理路整然と論ろん破ぱせねばならない。

「何も今じゃなく、退院してからでいいだろう？　それにどこで切るつもりだ？　さすがに病室で散髪したら怒られるぞ」

　ふふん、と有あり屋やは得意げに笑った。「香か澄すみさんにいい場所を教えてもらったんだよっ」

　有う無むを言わさず病室から連れ出され、向かった先は病院の屋上であった。小雨がぱらついていたが、屋根つきの物干し台があって、都つ合ごうのいいことに錆さびたパイプ椅い子すが一脚、誰からも忘れられたように置かれていた。

　有屋は「ね？」という顔で高たか行ゆきを見る。

　ここまでお膳ぜん立だてされては、否いなとは言えない。高行は観念して溜ため息いきを吐ついた。

　有屋はてきぱきと動いた。パイプ椅子の下に、水玉模様のレジャーシートを敷しき、高行を椅子に座らせる。高行の首に白いタオルを巻き、どこから調達してきたのか、頭と腕が出せるようになった本格的なカッティングクロスをかける。ずいぶん手馴れている。実家が床とこ屋やで、家族の髪をよく切っていたというのは伊だ達てではないらしい。

　すべての準備を整えて、有屋は高行の髪をつまんだり、ひっぱったりしながら言った。

「お客さん。今日はどうしましょう」

「オトナの魅力溢あふれる感じで頼む。久し振りにあった女性が頼もしく思えるような」

「そのオーダーですと、角かく刈がりがおすすめですね」

「適当に短めでお願いします」

　有屋はくすくす笑って「かしこまりました」と言い、髪にハサミを入れ始める。

　迷いなく髪の毛を落としていくので不安になったが、櫛くしとハサミを片手で扱あつかう手つきや、髪の長さや毛流れを確認する仕し草ぐさは、少なくとも高行から見てプロと大きな違いはなかった。そのうち、こちらから注文をつける余裕も出てくる。

「もっと長さ切ってもいいぞ。天パだから少し伸びるとすぐに跳はねて面めん倒ど臭くさいんだ」

「ただ短くするだけじゃつまんないよ。天パを活かした髪型にすればいいんだよっ」

「そんな芸当が可能なのか？」

「可能なのです」

　そのうち有屋は正面に回って、大きく足を開いて高行と頭の高さを合わせ、前髪をちょこちょこと切り始めた。吐と息いきを感じるくらいの距離に、真剣な有屋の顔がある。どぎまぎして思わず身体からだをひこうとしたら、がしっと頭を摑つかまれた。

「ほら、動かないの。前髪なくなっちゃうよ」

　前髪が切り終わるまで、高行は眼を閉じて無心になった。

　やがて背後に戻った有屋は梳すきバサミに持ち替えて、全体のバランスを整えるようにサクサクと髪を落としていく。高行はパイプ椅子の背もたれに体重を預けて、雨降りの屋上をぽけっと眺ながめる。物干し台の庇ひさしから落ちてくる雨垂れのきらめき、切られた髪が刈かり布ふを滑すべる音、髪を梳くように動く有屋の手の感触、それらが不ふ思し議ぎと重なり合い、まるで砂浜に寝転がっているような快さを覚えた。

「ねえ、たっきー聞いてる？」

　ついウトウトしかけて、有あり屋やが何か言ったのを聞き逃のがした。

「悪い。もう一回言ってくれ」

「だから、その……」

　有屋は手を止めてもごもごする。「だからね……やっちと、何かあったのかなって」

「──どうして？」

「だって、たっきーが怪け我がした日から全然連絡取れないし、お見舞いにも来てないでしょ？」

　振り返ってみると、有屋はハサミをぎゅっと握りしめるようにしていた。高たか行ゆきが瀕ひん死しの重傷を負ったのに、八やつ葉はが一度も姿を見せないことが、ずっと気になってはいたのだろう。あの手この手で八葉に連絡を取ろうとしたが駄目で、やむをえず高行に訊たずねたという感じである。

　高行はことさら不ふ機き嫌げんな顔をして言った。

「俺も良く知らないんだが、前に言っていた研究が急に忙しくなったらしい。当分はこもりっきりになるそうだ」

「そう、なんだ……わたし、てっきり二人が喧けん嘩かでもしたのかと思ったよっ」

　有屋は恥ずかしそうに笑ったが、万事すっきりとは言い難い様よう子すだった。勘かんの良い彼女のことである。自分の預かり知らぬところで、何かただならぬことが起きていると、無意識に感じ取っているのかもしれなかった。

　高行は噓うそを吐ついてしまったことを、心の中で詫わびた。




　　　　　　　　　　▼




　それから三十分程ほどで散髪は終わった。鏡がないのでなんとも言いようがないのだが、手で触った感じは切る前とあまり変わっていないような気がする。有屋は高行のまわりをぐるりと回って、「うん。シュッとしたよ。カッコイイ」と自画自賛した。

「本当か？」

「ホントホント」

「惚ほれ直す？」

「惚れ直す惚れ直す」

「じゃあ良し。今度、昼飯奢おごっちゃる」

「まいど！　これからも当店をご贔屓ひいきに」

　有屋はおどけて言った。

　そのうち雨あま脚あしが強まってきたので、切った髪の毛と広げた道具を片づけて病室に戻った。

　高行はベッドによじ登り、有屋はスツールに座る。しばらく、見舞いの品をいじったりしながら、実のないことをあれこれ喋しやべった。やがて有屋はぐっと伸びをして、

「今日もここで勉強していこうかな」

「それは構わないけど、帰ってやった方がはかどるんじゃないか？」

「自分の部屋で勉強してると、気がついたら遊んでるんだよね。そろそろあの現象に名前をつけるべきだと思うんだよっ！」

「単に意志が弱いだけだろう、それは」

「世の中、たっきーみたいにストイックな人ばっかりじゃないんですっ」

　そうですか、と高たか行ゆきは肩をすくめた。

「でも、ここで勉強しても、すぐ居眠りを始めるんだから同じことじゃないか？」

「うーん……そこなんだよねえ。どうしてあんなに眠くなってしまうのかしら」有あり屋やは考え込むようにしてから「もしかしたら落ち着くのかも」と自信なさげに言った。

「落ち着くって、病院が？」

「あ、別に病院が好きってわけじゃないよ？　でもほら、わたし小さい頃ずっと入院してたでしょ。夜中にひとりぼっちでいると考えなくていいことまで考えたりして、なかなか寝つけないことが多かったんだよ。だから病室に家族が来てくれると、ああ、ひとりじゃないんだ、って安心して。もっと話したいのにすぐに眠っちゃって。お父さんには『そんなに寝てばかりいたら大女になるぞ』って言われたりして」

「ふむ。俺は背の高い女性は好きですが」

「だよね」と有屋は笑う。「どうせならもっと寝ておけば良かったかも……って、あれ？　なんの話をしてたんだったかしら？」

「さあ」高行は首を傾かしげた。

「ま、いっか。わたしが居眠りしてたら、ビンタしてでも起こしてねっ！」

　有屋は勇んで携帯を開きテスト勉強を始めたが、案の定じよう、一時間もしないうちにゆらゆらと揺ゆれ始めた。後ろに倒れそうになったら支えなければと身構えていたが杞き憂ゆうだった。有屋の身体からだは前のめりに傾いて、高行のベッドへばったり倒れ込んだ。すぐに規則正しい寝息が聞こえてくる。

　高行はビンタはせず、有屋の横顔を眺ながめた。

　普段から元気が有り余っているふうなので忘れがちだが、有屋は幼い頃、大病を患わずらっていて、長い入院生活を強しいられていた。彼女が足しげく高行の見舞いに通ってくれるのは、自分が入院生活で寂さびしい思いをしていたからなのだろう。そして、その経験があるからこそ、医師という決して平へい坦たんではない道を目指すことを決めたのだろう。

　そんなことを考えているうちに、徐々に日が暮れてきて、ブラインドから西日が射し込んでくる。有屋の頰ほおが美しく艶つや々つやとするのをいつまでも眺めていたいのは山々であり、面会時間が終わるまで寝かせておくつもりでいたのだが、彼女の頭が乗っている右足がじりじりと痺しびれてくる。

「むう……」

　ゆっくり足を引き抜こうとしたのだが、眠ったままの有あり屋やがぎゅうとしがみついてきた。そればかりか、高たか行ゆきの下半身にぐいぐい顔を押しつけるようにする。あの、有屋さん、そこは色々とまずいのですが。

　高行が平常心を保ち、紳しん士し的に窮きゆう地ちを脱すべく悪戦苦闘していると、「あらあらまあまあ」と言う声がした。香か澄すみさんがニンマリと笑って立っていた。最悪のタイミングで、最悪な人に見つかってしまった。「院内での不純異性交遊は御ご法はつ度とでしてよ」と香澄さんは言う。

「アホなこと言ってないで助けて下さい」

　香澄さんはずかずかと病室に入って来ると、有屋とは反対側のベッドの端はしに腰こしを下ろし、手品のように煙草たばこを出現させた。

「煙草はまずいでしょう」

「火は点つけねえよ。くわえてるだけなら文句ねえだろ」

　香澄さんは、未だ起きる気配のない有屋を見て、にんまりと口の端を歪ゆがめた。

「食べちゃいたいぐらい可愛かわいいなあ。すっかり通い妻じゃねえかよ。おまえにここまで尽つくしてくれる女がいたとは知らんかったぜ」

「有屋とは、そういうんじゃありませんよ」

　香澄さんは天を仰あおいで、カッと変な声を出した。

「なんだよ。つき合ってんじゃねえのかよ。優柔不断もほどほどにしねえと愛あい想そ尽つかされんぞ？　それとも、なんとかっつー大おお仰ぎような名前の、こまっしゃくれた娘が本命なのか？」

　香澄さんの言う「大仰な名前のこまっしゃくれた娘」とは、まず間違いなく八やつ葉はのことであろう。香澄さんはいっそ清すが々すがしいぐらい人の名前を覚えない。

「あいつ、まだ一回も顔出してねえだろ。あンだけおまえをこき使っといて、薄情なこったな」

「……香澄さんは有屋の味方ですか？」

「アタシは恋する乙女の味方だよ」

　高行はむっつりとした。

　八葉のことだから、自分に怪け我がをさせた責任を感じているのに違いないが、それにしたって連絡のひとつもよこすべきだろうとは思う。しかし、高行とてあまり人のことは言えたものではない。Nexusの移植実験が失敗して、また携帯不携帯状態に戻ってしまったが、八葉に連絡を取る方法が皆かい無むというわけではない。それをしないのは、高行もまた、どんな顔で会えばいいのか、何を言えばいいのか、考え倦あぐねているからだった。

　高行が黙り込んでいると、香澄さんはくわえていた煙草をへし折り、ポケットに落とした。一本数百円はするのにもったいない。

「おまえが入院するって聞いたときは、誰も見舞いなんて来ねえだろうから、こりゃアタシが行ってやんなきゃと思ってたんだが。どうにもいらん世話だったな」

　香か澄すみさんはくくと笑った。「なンつっても第一印象が最悪だったからな、おまえ。笑わねえし、愛あい想そねえし、野の良ら犬いぬみてえな目してよ。あたしは思ったね、こいつはいつか絶対人を殺すって」

「それは言いすぎです」

「目つきはちったあマシになったけど、愛想がねえのは変わらねえけどな」

　香か澄すみさんは見舞いの品の山から「大だい鉄てつ塊かい」を発掘して、なんの躊躇ためらいもなく口に入れた。「ちょっと甘あますぎ」と言って、「ドノリコン六〇〇〇」を平然とぐびぐびと飲む。

「生あい憎にくとアタシは入院なんてしたことねえが。知り合いには長いこと病院暮らししてるやつも、そのまま死んじまったやつもいる。そこでつくづく思うのは、人生に躓つまずいたとき、何もかも失って弱り果てたとき、どれだけの人が手を差し伸べてくれるかってことだ」

　違いないと思う。こうして入院してみると、他人から自分がどう思われているのか露ろ骨こつに分かってしまう。こういうシチュエーションは他にそうそうないものだろう。

「命あっての物もの種だねだ。葬そう式しきが立派でも送られる方にしてみたら意味がねえ。普段から強がってるようなやつが、弱った途端に誰からも見向きもされなくなるってのは惨みじめなもんだぜ」

　もし第二科学部に入っていなければ、自分の周りがこんなにも騒がしくなることはなかっただろう、と高たか行ゆきは考えた。しかし、第二科学部に入っていなければ、そもそもこんなふうに入院することもなかったわけで、つまり考えてみても詮せん無ないことであった。

「周りの環境も色々変わりましたけど、俺も少しは変わったのかもしれません。俺が惨めな思いをしなくてすんだのは、有あり屋やと八やつ葉はのおかげですよ」

　フンと香澄さんは鼻で笑った。

「面会時間、とっくに終わってるからな。遅くなんねえうちに帰らせろよ」

　香澄さんが出て行ってから、有屋を起こした。

　足が痺しびれていることをすっかり忘れていた。

　有屋が起き上がった拍ひよう子しに、高行は悲鳴を上げた。
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　（2019/06/20）

　入院五日目の昼。いかなる手段を使ってか、外来病棟から入院病棟に配置換がえとなった香澄さんがやってきて、「余ってもったいないから」という理由で、三人分の病院食を半ば無む理り矢や理り食べさせられた。さして量の多くない病院食でも、三人分となるとキツいものがある。栄養管理とか気にしなくていいのかエセ看かん護ご婦ふ。

　食後に薬を飲んで、ふくれた腹をさすっていると、灰はい塚づかと伊い佐さが訪ねてきた。つい先頃、地じ獄ごくの合宿から生還したばかりだという。うっすらと無ぶ精しようひげを生はやし、いくぶん憔しよう悴すいした灰はい塚づかの様よう子すが、合宿の過酷さを物語っていた。

「やっと帰って来れたと思ったら、高たか行ゆきが入院してるって言うんだもんなあ。びっくりしたよ。もう起きてて平気なのか？」

「少なくとも、今のおまえよりずっと健康だよ。週明けには退院できる」

「結構な怪け我がだったって聞いてるけど。頭が割れて中身がこぼれちゃったって。そんなすぐに退院できるもんなの？　すごい回復力だな」

　すごいのはオランドの医者としての腕だろう。瀕ひん死しの重傷をわずか一週間で完治させてしまうのだから。どうでもいいが、噂うわさに尾お鰭ひれがつきすぎてやしないか。

　伊い佐さが持っていた紙袋を「これ」とつっけんどんに差し出した。

「部の備品だけど、誰も使ってなかったから」

　中をのぞいてみると、数々の筋トレグッズが入っていた。

「入院中に身体からだがなまるといけないからな。寝ながらでも使えるのを見み繕つくろってきた」

　灰塚は快活に笑う。見舞いの品として適当かどうかは定かではないが、はじめて役に立ちそうなものをもらった。高行はハンドグリップをぎゅぽぎゅぽさせて、「使わせてもらう」と礼を言った。それから、あれこれと世せ間けん話をした。三人で筋トレグッズを試しながら話していたので、端はたから見ればかなり不可解な光景であったことだろう。

　主な話題となったのは、合宿の後に行われた、第五学園都市との合同記録会のことだった。一応、記録会と銘めい打うってはいるが、実際には学園同士の面子メンツをかけた対抗戦の様相を呈ていしている。陸上部だらけのハイレベルな体育祭と考えてもらえれば分かりやすいかもしれない。

　対抗戦は一年をかけて、総当たり戦で行われる。灰塚率ひきいる陸上部は第五を見事下くだし、今年の対抗戦二勝目をあげた。部全体の記録も伸びており、このままいけば歴代最強の陸上部となることは確実。毎年辛しん酸さんを舐なめさせられている第一の連中を、ぎゃふんと言わせることができるかもしれない、と伊佐は息巻いていた。

　もうひとつ嬉うれしいニュースとして、灰塚が自己ベストを更新し、世界ユース選手権の日本代表として正式に選抜されたという。

「どうだ。すごいだろ！」灰塚はダンベルを持ち上げながら、鼻を高くする。

「世界か……すごいな。一生に何度もある舞台じゃない。悔くいのないように頑がん張ばって来いよ」

　灰塚は肩すかしを食らったような顔をした。

「な、なんか素直に応援されると気持ち悪いな。もう少し悔くやしがるかと思ったのに」

「どうして俺が悔しがらないといけないんだ」

　高行は苦笑いした。「ずいぶん差をつけられたもんだとは思うけどな」

「オレは、できることなら高行と行きたかったよ。そんで、世界のてっぺんで勝負したかった」

　さすがに漫画の読みすぎだろう、と思う。なにせ世界だ。全盛期の高行よりも跳とべるやつなど掃はいて捨てる程ほどいる。しかし、足を故障していなかったら、あるいは足がすっかり治ったなら、そう易やす々やすと負けたりはしない──そこまで考えて、高たか行ゆきは内心で驚いていた。自分にそれ程ほどまでの陸上への未練が残っていたことに。自分の中で、消えていたはずの情熱が再び燃えかけていることに。

「どうした高行？　顔が怖こわいぞ」

「ほっとけ。それより、おまえ海外なんて行ったことないだろ。ひとりで大丈夫なのか？」

「おいおい、見くびってくれるなよ」

　灰はい塚づかは胸を張った。「オレがひとりで海外に行けるわけないだろ。英語なんてちっとも話せないし、水が変わるとお腹壊こわすし、枕が変わると寝れない。でも大丈夫さ。そういうのは勇ゆうがちゃんとやってくれるから」

「威い張ばることじゃないでしょ」

　伊い佐さはゴムダンベルで灰塚の後頭部を殴おう打だした。

「痛いですっ！　勇、頭はやめてくれよう。これ以上バカになったらどうするんだ」

「現状バカだって自覚はあるわけね」

　いつもの調子で漫才を始める灰塚と伊佐を見て、この二人ならどこへ行っても大丈夫だろうと高行は思った。やがて、伊佐は「そろそろ帰るわ」と言って立ち上がった。これから体育会に出向いて、対抗戦の結果を報告しなければいけないのだという。「まだいいじゃん」と長居したがる灰塚をひったてて病室を出て行った。帰って来て早々忙しいことだ。その忙しい合間を縫ぬってわざわざ見舞いに来てくれたのだから、ありがたい話である。

　高行はベッドに身を埋うめて、ふうと息を吐はいた。灰塚にはああ言ったが、まったく悔くやしくないと言えば噓うそになる。しかしそれは灰塚のようにハイジャンプができないことへの悔しさではなく、ここに至っても未練のようなものをひきずって右足の治療に踏み切ることができず、新しい目標を見つけることもできていない自分の不ふ甲が斐いなさにこそ、悔しさを覚えたのだった。

　そんなことを考えながら、小雨のぱらつく窓を眺ながめていると、断続的なアラーム音が聞こえてきた。音の出で所どころを探さぐってみると、ベッドの下に携帯が落ちていた。耐水性・対衝しよう撃げき性を重視した実用一点張りのサバイバルモデルには見覚えがある。これは伊佐の携帯だ。

　紛ふん失しつや置き忘れ防止のため、学園都市製の携帯はユーザーとの距離が一定以上になるとアラームが鳴る。同時にあらかじめ指定しておいた信頼の置ける人物のアドレスへ、位置情報が転送される仕組みになっている。今頃、灰塚の携帯にメールが届き、伊佐の忘れ物が発覚しているはずだ。らしくもないミスである。

　下へ手たに追いかけては入れ違いになる可能性もあったので、しばらく待っていると伊佐がひとりで戻って来た。灰塚はロビーででも待たせているのだろう。

「ほれ」と高行は携帯を投げ渡す。

「ちょっと、投げないでよ」

　伊い佐さは危うく携帯を取り落としそうになって、なんとかお腹でキャッチした。すぐに出て行くだろうと思っていたら、なぜかその格かつ好こうのまま一時停止している。

　やがて顔を上げた伊佐は、意を決したように言った。

「竹たけ原はら。あんた、清きよ彦ひこのマネージャーにならない？」

　高たか行ゆきは言葉の意味を嚙かみ砕くだくのに数秒を要し、「伊佐よ……おまえ、疲れてるんじゃないか？」と心配して言った。「どこからそういう突とつ拍ぴよう子しもない発想が出てくる」

「疲れてなんかないわよ。私はハイジャンプはそこまで詳くわしくないし英語も苦手。その点、あんたは元ハイジャンプ選手で英語が得意。おかしいことはないでしょ。合理的じゃない」

　高行はもう呆あきれ果てて、「わざわざそんなことを言うために、携帯を忘れた振りをしたのか？」

　伊佐は小こ細ざい工くを見抜かれてムッとしたが、すぐに肩の力を抜いた。

「……そうね。馬鹿なことを言ったわ。今のことは忘れて」

　くるりと踵きびすを返した伊佐の背中に、高行は言った。

「忘れるついでだ、ワケぐらい聞いてやる。人に話せば多少は楽になる、かもしれん」

　伊佐はしばらく微動だにしなかったが、やがてこちらに背中を向けたまま、「十年以上、ほとんど毎日のように顔を合わせてるとね、相手の考えてることなんて手に取るように分かるの」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやき始めた。ぶつぶつと小声で、聞き取りにくいことこの上ない。

「それどころか、自分も気づいていない本心まで筒つつ抜ぬけ。そんなだから、私がどんなに厳しいことを言っても最後の最後で甘あまやかしてしまうことが清彦には分かってるし、清彦が私に遠慮して部員の前で常に一歩退ひいてしまっていることも、私には分かるの。私は、自分が清彦の足あし枷かせになっているんじゃないかと不安で仕方ないんだわ。たぶん清彦とは距離を置いた方がいいんだと思う。だから、あんたに……」

　伊佐はそこで一度口を噤つぐんだ。

「ねえ。話しても全然すっきりしないんだけど」

「それは俺のせいじゃないだろ」

　伊佐はがしがしと頭をかいて、「もういいわ」と言った。「すっきりはしないけど、はっきりはしたから。分かってると思うけど誰かに話したらむしるわよ」

　ぎろりと睨にらみを利きかせて、伊佐は足音高く帰って行った。
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　消灯時間が過ぎても、なかなか眠くならなかった。そのうち、ほの暗い病室で睡すい魔まを待ってるのにも嫌いや気けがさしてくる。自販機の置いてあるロビーまで行って、何か飲み物を調達しようと決めた。携帯は持っていないが、院内だけで使えるプリペイドカードがあるので、買い物は問題なくすることができる。

　入院生活も五日目ともなれば、看かん護ご師しが見回りに来るタイミングを摑つかめてくる。高たか行ゆきはもうほとんど健康体であり、経過観察のために入院しているようなものなので、夜間の見回りは三時間に一回程度である。午後九時頃、高たか行ゆきは狸たぬき寝ね入いりで一回目の見回りをやり過ごした後、病室を抜け出した。

　廊下の角から角へと移動し、ナースステーションを匍ほ匐ふく前進でくぐり抜け、観葉植物と一体化して守衛の目を誤ご魔ま化かす。リノリウムの廊下が冷たく光る夜の病院は雰ふん囲い気きたっぷりで、謎なぞの研究施設に潜入したスパイの気分を味わった。

　たどり着いたロビーも、すでに消灯されている。規則正しく並ぶ長椅い子すや、誰もいない受付、壁かべ際ぎわに並べられた観葉植物などが、常夜灯の青白い光にぼんやりと浮かび上がっている。いざ自販機の前に立ってみると、何が飲みたいのか良く分からなくなってしまって、結局何も買わずに長椅子に座り込んだ。

　ロビーに充ちた暗くら闇やみを眺ながめて、最初に考えたのはNexusのことだった。脱走したNexusが、その後、発見されたという話は聞いていない。こんな雨の夜に、あいつはどこで何をしているのだろう。携帯がなくても不自由はしないが、ひとりでぼんやりとしているときに、あの質問攻めや分かりにくい冗談が聞こえてこないのは、なんだか物足りなく感じた。

　高行は背もたれに深く身体からだを預け、さらにあれこれと考えを巡めぐらせた。八やつ葉はのこと、有あり屋やのこと、オランドのこと、灰はい塚づかたちのこと、そして自分のこと。考えを巡らせすぎて頭がぐるぐるした。ほんの少しだけそうしていたつもりだったが、気がつけば日付が変わろうという時間になっていた。そろそろ戻らなければ脱走が発覚してしまう。長椅子から立ち上がって初めて、雨が本降りになっていることに気づく。ざあざあという雨音が絶え間なく聞こえ、窓を濡ぬらした雨粒が、床に淡い影を落としている。

　それ以外に、行きと帰りで変わったところは何もないはずだが、病院全体が停止したようにひっそりかんとして、やけに心寂さびしく感じられる。知らず知らずのうちに、歩調が速まっていた。途中で見つかっても構わないつもりで歩いたけれども、ついに誰にも会わないまま戻って来てしまった。

　しかし、最後の廊下を曲がったそのときである。

　白いナース服の人影が、ふと廊下を横切って自分の病室へ入っていくのが見えた。

　タッチの差で二回目の見回りの方が早かったらしい。仕方がない。ここは悪わる足あ搔がきせずに注意を受けようと思って歩き出した高行は、はたと足を止めた。

　ちょっと待て。

　この病院のナース服は薄うす桃もも色だ。

　背中から首くび筋すじにかけて、ぞくりと震ふるえが走った。

　廊下の角から自室の前までのわずかな距離を、一歩一歩確かめるように進む。ドアに手をかけたところで、かさかさと紙が擦こすれ合うような物音がした。間違いない。中に誰かいる。

　空気が喉のどに絡からみつくような息苦しさを覚えた。

　香か澄すみさんに聞かされた話が脳のう裏りをよぎる。生まれてから一度も病院を出ることなく亡くなった男の子の幽ゆう霊れい、入院患者が次々に不可解な死を遂とげる七〇二号室の右から三番目のベッド、誰に聞いても由ゆ来らいを知らない敷しき地ちの片かた隅すみに設もうけられた無む銘めいの墓ぼ碑ひ、「洗っても洗っても血の臭においが落ちない」と言って精神を病んだ外科医、そして夜な夜な院内を徘はい徊かいする白衣の死神──

　病院にはツキモノと笑い飛ばした怪かい談だん噺ばなしが、にわかにリアリティを帯びてくる。

　ざあ、と雨足が強まった。

　高たか行ゆきは息を詰め、一気にドアを開く。

　ベッドを挟はさんだ向こう側に白い人影が立っていた。

　こちらをじっと見つめる人影の口元に、三日月のような笑みが浮かぶ。

「病人は大人おとなしく寝とらなあかんよ、たかくん」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まはそう言って、にゃははと笑った。
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「おまえはどうして普通に登場できないんだよ」

「またまた、そんなこと言っちゃって。本当は嬉うれしいくせに。たかくんが入院生活で青い欲情を持て余しているだろうと思って一肌脱いだんやないの」

　由真は白いナース服を着ている。ワンピースタイプでかなり際きわどい裾すそ丈たけである。正規のナース服ではなく、安物のコスプレグッズらしかった。

「あ、言うとくけどお触りは別料金やで」

「誰が触るか。とっとと帰れ。見つかっても知らんぞ」

「またそない邪じや険けんにする。たかくんが助かったのは、元をたどればウチのおかげなんやで」

　高行は少し考えてから、「オランドを学園に呼び寄せたのはおまえだな」と言った。

「ご明察」と由真は笑った。これまでの由真の不可解な行動と、初めて学園にやって来たオランドの用意周しゆう到とうぶりを結びつけるのは、それ程ほど難しいことではなかった。

「呼び寄せたって言うより、海かい竜りゆう王おう寺じさんの体調不良を伝えたら、次の日には飛んで来ちゃっただけなんやけどネ」

「他言はしないという約束じゃなかったのか」

「それはそやねんけど。海竜王寺さんの近況を定期的に報告するって、カエルの御ご仁じんと約束しててん。同じ約束なら、先にした方を守るんが筋すじと違う？」

　由真はベッドに腰こしかけて、足をぷらぷらさせた。このペテン師に何を言ったところで無駄である。詭き弁べんを弄ろうする者は、いつか詭弁に泣くことになると相場は決まっている。一刻も早く天てん罰ばつが下ることを祈るのみだ。

「いつからだ」

「うん？」

「おまえが、オランドとつながっていたのは、いつからだと訊きいてる」

「ああ、最初からやよ」

　由ゆ真まは当然のように言った。「一年くらい前かな。ジーニアスについて調べてるうちに、カエルの人からコンタクトしてきてん。たかくんに一目惚ぼれした海かい竜りゆう王おう寺じさんに色々教えてあげたのも、たかくんに第二科学部に入部するようすすめたのも、『悪あく魔まの眼め』のことも、長屋の契約書のことも、ぜーんぶカエルの人の言われてやったこと」

「どうしてそんなことを」

「さあ、ジーニアスの考えてることなんて分かるわけないやん」

　だからこそ面おも白しろい、と由真は言った。オランドの手先となって、阿あ呆ほらしいまでの暗あん躍やくぶりを恣ほしいままにし、自分たちが右往左往する様を観察し、逐ちく一いち報告までしていたという。人を馬鹿にするのもいい加か減げんにするが良い。

「いちいち回りくどいんだよ。何がしたいんだ、おまえは」

「別にうちのことなんて、どうでもええやん？」

「いいから言ってみろ。少しでも俺を納得させろ。じゃないと女に手を上げてしまいそうだ」

「たかくんらしいなあ」

　由真はにゃははと笑った。「人は歴史に学ばない。場所が変わっても、時代が変わっても、人が人である限り同じことを繰り返す。洞どう窟くつに裸で暮らしていた頃から、根っこのところは何も変わってへんのやろな。ウチはもう飽き飽きしてんねん。人間とか歴史とか世界とか、そういう全部が馬鹿らしくてしゃあない。そうして不平不満を言っている自分も馬鹿らしい人間なんやから救えん。その点、ジーニアスには可能性を感じてるヨ。あの人たちなら、まだ誰も見たことがないものを見せてくれるかもしれん。まだ誰もたどり着いていないところまで連れていってくれるかもしれん。たかくんも、海竜王寺さんに何かを期待したから、第二科学部に入ったんとちゃうの？」

「……そうかもな」

　由真はふう、と疲れたように息を吐はいて、

「なんちゅうても『世界の答えに一番近い男』やろ？　最初はカエルの人がウチの願いを叶かなえてくれると思っとった。せやけどな、言われるまま海竜王寺さんを監かん視ししてるうちに、気づいたらファンになっててん。いや──海竜王寺さんとたかくん、二人のファンやネ。今は自分の見たいもんやなくて、たかくんたちが見せてくれるもんの方がずっと興味ある。これは噓うそ偽いつわりのないウチの本心」

　高たか行ゆきが黙っていると、由真は狐きつねのように細めた目でこちらを見る。

「カエルの人は海竜王寺さんを連れて帰ろうとしてる。たかくんと海竜王寺さんを引き離そうとしてる。そんなん、せっかく面おも白しろくなってきたところなのに興きよう醒ざめや」

「言いたいことはそれだけか？」

「たかくんがウチを嫌きらうのはしゃあないワ。弁解の余地はあらへんし、するつもりもない。けど、あんなカエル野郎の好きなようにさせたらあかん。今日はそれだけ言いに来てん」

　由ゆ真まは手近にあった見舞いの品物の中から、小さなものをふたつ、ぽんと放ってよこした。お手玉して危あやうく床に落としそうになりながらも、なんとかキャッチしてみると、それは缶コーヒーだった。高たか行ゆきはハッとした。その缶コーヒーがよく飲み慣れた、それでいて市販されているのを見たことがない銘めい柄がらであったからだ。

　おまえが持ってきたのか、と目線で問うと、由真はにやにやとしながら首を振った。

　であれば、この缶コーヒーを持ってきた人物は、高行が不在のわずかな隙すきを狙ねらって病室に入り込み、見舞いの品の中へ忍ばせたことになる。なんて面めん倒どうでまわりくどいことをするのだろう。

　高行は缶コーヒーを強く握りしめた。

　由真はそんな高行を見て満足したように微笑ほほえみ、携帯のカメラでパシャリと高行を撮った。そして、「じゃあね、たかくん」と言い残し、病室を出て行った。暗い廊下へと消えていく背中を見送っていると、もはや話すことなど何もないのに、その背中を呼び止めなければいけないような気がしてくる。

　そうしなければ、彼女とはもう二度と会えなくなってしまうような、そんな予感があった。
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　（2019/06/23）

　日曜日。入院から八日目。すなわち退院の日。

　朝からいやに冷たい感じのする雨が降り続けて、窓の外に見える風景を灰色に滲にじませていた。

　朝早くに起きて、退院の手続きを済ませた高行は、病室を引き払う準備をしていた。病室の隅すみのクローゼットに、なぜか身に覚えのない新品の制服一式が用意されていた。訝いぶかしく思ったが、サイズもぴったりだったので、ありがたく着させてもらった。

　持ち込んだ私物をまとめ終わり、忘れ物がないか最後の確認をしていると、背後に気配を感じた。ドアが十センチ程ほど開いていて、そこからにゅっとダントン君が突つき出ていた。

「タカユキ、すっかり元気そうだな」

　そろそろ来る頃ころ合あいだろうと思っていた高行は目も向けずにずに、「お陰かげ様さまで」と言った。

「礼を言われる筋すじ合いはないぜ。クリスは善意でおまえを助けたわけじゃない。もらうものはしっかりもらってるんだからな」

　そういえば、前にもそんなことを言っていたな、と思って高行は顔を上げた。

　オランドが病室に入って来て、携帯を開いた。表示されたディスプレイには「請求書」とある。何かと思えば、と高たか行ゆきは内心で笑った。陸上部をやめてから貯金は一時底をつきかけたが、第二科学部入部後は、食べるものにも着るものにもこだわらず、趣味らしい趣味もない生活を送っていたので、貯金額はすでに結構な額まで回復していた。

　オランドが多少法外な値段をふっかけてきたとしても、一いつ括かつで払ってやるぐらいの自信はあった。しかし、間もなく目に飛び込んできた数字に、高行はしばらく言葉を失った。

「手術費五十八億円って、ふざけてんのか」

「何もふざけてなんかいないぜ。命の値段にしちゃ安すぎるくらいだ」とダントンくん。

「請求は手術代だけじゃないよー。最後まで良く見ようね」とオランド。

　高行はその横よこ面つらに一発くれてやりたいのをぐっとこらえながら、請求書に目を戻した。

　入院費七億円、医学管理費三億円、検査費五千万円、注射費一千万、麻酔費五億円、食事療養費一億円、制服代三万三千五十円──数えるのも馬鹿らしい数字が続き、最下部に合計金額が記き載さいされていた。

　高行はまたしても言葉を失う。

　最終的な請求金額は０円。

　どういうことだ、これは。

　高行の疑問に、先回りするようにオランドが言った。

「君の手術費入院費その他諸もろ々もろを肩代わりしてくれた人がいるんだよ」

　高行は突発的な頭痛を覚えてこめかみを押さえた。心当たりを探さぐるまでもなかった。

　ダントン君が言った。「とはいえ、リューも百億近いお金をポンとは用意できなかったみたいでな。おまえの治療と引き替えに、フランス行きを承しよう諾だくしてくれたぜ」

　高行は考えるよりも早く動いていた。

　オランドからふざけたカエルのパペットを奪うばい取る。そのまま胸むな倉ぐらを摑つかんで、壁かべに押しつけるようにする。オランドはげほげほとむせて、「ぼうりょくはんたい」とか細い悲鳴を上げた。高行はいよいよオランドの首を絞しめ上げて、「やり方が汚ねえんだよ、てめえ」と怒ど鳴なった。

「汚くて結構。卑ひ怯きようで上等。なんとでも言いなよ。すべてはリューのためだ」

　オランドは碧あおい瞳ひとみで、高行を見み据すえる。
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「ボクが知っているリューは心を閉ざして、自分の殻からにこもっていた。積極的に他人と関わろうとはしなかった。そうして自分を守っていたんだね。けれど君がリューを変えてしまった。リューは変わることを恐れなくなったばかりか、不合理な感情に流されて自分の命を危険に晒さらしている」

　高行の手から、徐々に力が抜けていく。

「分かるかい？　タカユキ。君が、リューを殺すんだよ。リューのためにそこまで怒れるのなら、これ以上彼女を苦しませないであげてくれ」

　高行は舌打ちをして、オランドを突つき飛ばすようにした。カエルのパペットが部屋の隅すみに転がった。そのまま、荷物をひっ摑つかんで病室を出ていこうとすると、

「君の右足──あまりいい状態じゃないみたいだね」

　オランドが喘あえぐように言った。

　動きを止めた高たか行ゆきに、追い打ちのように言葉を投げかける。

「勝手にカルテを見させてもらったよ。治せる怪け我がをそのままにしているのは、やっぱり陸上に未練があるからだよね？　君からもリューを説得してくれるなら、また陸上ができるようにしてあげてもいいよ」

「なんだと……？」

「だからね、君の足を治療した上で、治療の痕こん跡せきまで完かん璧ぺきに消す。ボクにかかれば、その程度はたやすいことだと言っているんだ。悪い話じゃないと思うんだけど……」

　高行は振り向いてオランドを睨にらみつけ、その先を言わせなかった。オランドに腹が立ったのではない。ほんの一いつ瞬しゆんでも、陸上と八やつ葉はを天てん秤びんにかけようとした自分が許せなかった。

　高行は病室を飛び出した。

　病室にひとり残されたオランドは、糸が切れた人形のようにぺたんと床に座り込む。

　しばらくぼんやりとして、そばに転がっていたダントン君を拾い上げる。

「おい、しっかりしろよ」とダントン君。

「びっくりした。ボクは腰こしが抜けちゃった。タカユキはどこか達観したところのある男の子だと思っていたんだけど、あれは本気で怒ってたよ。誰にでも逆げき鱗りんはあるものだね」

　オランドは気の抜けた笑みを浮かべた。

「殺されるかと思った」
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　ロボット工学研究所。八やつ葉はの仮設ラボは雨に打たれながら、ひどい有あり様さまを晒さらしていた。壁かべには内側からはぜたような大穴がいくつも空あいており、紙かみ屑くずのようにひしゃげた建材や機材が散乱している。壁の穴からラボをのぞいてみると、ぼろぼろになったビニール製の気密カーテンが風に揺ゆれており、その間を白衣の八葉が忙しく動き回っていた。

　彼女はこちらに気づいて、傘かさも差さず雨に濡ぬれている高たか行ゆきを見て、

「ずぶ濡れじゃないか。イギリス人じゃないのだから傘をさしたまえ。病み上がりに毒だよ」

　早口にそう言って、またせわしなく動き出す。什じゆう器きの残ざん骸がいや、もう使いものにならない機材などを重そうにひきずっては、ラボの片かた隅すみに積み上げていく。

「そうか。今日が退院日だったのだね。見舞いにいけなくて申し訳ない。しかし、間借りしていた研究所へのお詫わびに、ＧＣＯへの釈しやく明めい、それから行方ゆくえ不明になったNexusの捜そう索さくと、やらなくちゃいけないことが山程ほどあってね。ごらんの通り、ここの片つけさえ手つかずだよ。僕としたことが下へ手たを踏んだものだ」

　八葉はあからさまに高行と視線を合わせようとしない。高行はラボに足を踏み入れて、

「俺はそんなどうでもいい話をしに来たんじゃない」

「そんな大声を出さなくても聞こえているよ。僕がクリスにキミの治療を頼んだことを怒っているのかな？」

「よりによって、どうしてあいつに頼む。つけ込まれるのは目に見えているじゃないか」

「それだけ、キミの怪け我がは重傷だったのだよ。僕では手の施ほどこしようがなかった。一分一秒を争う状況で、他の選択肢しがなかった」

「じゃあ、俺がいつ手術代を払ってくれと頼んだ」

　八葉は潰つぶれた工具箱から、まだ使えそうなものをピックアップしながら、

「キミが怪我をしたのは僕のミスだ。その責任を取るのは当然のことじゃないか」

「ここがおまえの居場所じゃなかったのか。あれは噓うそだったのか？」

「噓じゃない。噓じゃないけれど、少し事情が変わった。聞き分けておくれよ。治療が終わったらすぐに帰って来るさ。今こん生じようの別れというわけじゃない」

　何を言っても、八葉はのらりくらりと言い逃のがれるばかりで埒らちが明かない。

「手を止めろ。ちゃんとこっちを見ろ」

　高たか行ゆきが苛いら立だって詰め寄ろうとすると、八やつ葉はは「おっと、手が滑すべった」と嘯うそぶいて、手にしたスパナやハンマーを投げつけてきた。

「危ない！」

　高行は飛んでくる工具を身を捩よじってかわした。「当たったら痛いだろ！」

　八葉は天井から垂れ下がった気密カーテンの向こう側に回り込んで、

「キミが急に近づいてくるからだろ。また大おお怪け我がをさせられないうちに帰りたまえ」

　高行が右から回り込もうとすると八葉は左に逃げ、左から回り込もうとすると右に逃げる。カーテンを挟はさんでぐるぐる回りながら、ふたりは言い合いをした。

「あれはただの事故だろ」

「それは違う。全部、僕のせいだ」

「どうしてそうなる」

「最初から分かっていたんだ。ひとりでいれば、誰も傷つけなくて済むって」

「いまさらそんなことを言い出しても始まらないだろ」

「今だから言うんだよ。エイダのときも、ミカのときもそうだった」

「誰だよそれは。アメリカにいた頃の友達か？」

「友達になれたかもしれない人たちだよ」

　八葉は乾いた笑い声を立てた。「彼らの優しさに甘えて、自分の都つ合ごうばかり押しつけて、焦あせって、失敗して……かけがえのないものを損そこなってから、はじめてその大切さに気づくんだ。僕は同じ過ちを繰り返してばかりいる」

「だから、そんなやつらは知らないって言ってるだろ！」

　高行はいい加か減げん痺しびれを切らした。カーテンを分け入って、その向こうの八葉の腕を摑つかんだ。「あっ」と声を上げる八葉を、強引にひっぱり込む。カーテンの中には空からっぽの作業台があり、ビニール越しの柔らかい光に満ちていた。

　やっと、彼女の顔を正面から見ることができた。

　泣き方さえ忘れてしまったような、ひどく怯おびえた表情を見て、高行は悟さとった。

　あれから一週間も経たつというのに、八葉はまだ、あの血溜だまりの中で身動きできずにいるのだった。八葉は変わることを恐れなくなったかもしれない。しかし、彼女はかつて言ったことがある。親しい人が傷つくのが怖こわい。それが自分のせいだとしたらなおさら辛つらい、と。

　その臆おく病びような優しさは変わることがないのだろう。

　高行は八葉の頭を、自分の胸に押しつけるようにした。

「た、高行くん？」

「喋しやべるな。良く聞け」

　柄がらにもないことをしているという自覚はあった。恥ずかしさで心臓の鼓動が大きくなる。それこそ、八やつ葉はにもはっきりと聞こえてしまっているだろう。硬くこわばっていた八葉の身体からだから、少しずつ力が抜けていくのが分かった。

「俺はここいる。こうして生きてる。それでいいだろ」

「それは結果論だよ。たまたまクリスがいなければ、キミは死んでいたかもしれない。僕はキミを殺してしまうところだった」

「結果論で何が悪い」

　高たか行ゆきはシャツをたくし上げて、腹筋を叩たたいてみせた。「悔くやしいけど、あいつの腕は大したもんだ。傷きず跡あとひとつ残ってない。ほれ、触ってみろ」

　八葉はこわごわと指を伸ばして、高行のお腹に触れる。

　雨で冷えた体に、微び妙みような力ちから加か減げんがこそばゆい。少しずつ手つきが大だい胆たんになってきて、ぺたぺたと叩くように触れてみてやっと、高行が生きて目の前にいることを実感できたらしい。

　表情が緩ゆるんで、八葉は困っているような笑っているような変な顔になった。

「……キミに生きるか死ぬかという大おお怪け我がをさせて、どの面つらを下げて会いに行けばいいのか分からなかった。でも現金なものでね、実際にこうして会ってみたら『申し訳ない』『ごめんなさい』という気持ちよりも、キミにまた会えて嬉うれしいという気持ちの方がずっと大きい。自分の身勝手さには、ほとほと愛あい想そが尽つきそうだ」

　それは、高行も似たり寄ったりだった。怪我をさせられたこと、手術費用を肩代わりされたこと、それらに対する怒りよりも、一週間ぶりに八葉に会えたことの方がずっと意味のあることに思えた。八葉と同じ気持ちだったことが嬉しいようなこそばゆいようなで、恥ずかしさが限界を突とつ破ぱした。

　高行は「もういいだろ」と言って離れようとする。しかし、八葉は「まだダメ！」と言って、高行の背中に腕を回し、身体からだをくっつけてくる。今度は高行が変な顔になった。

　八葉はそのままの姿勢で顔を上げ、弱い声でしかしはっきりと言った。

「……キミが許してくれるなら、僕はここにいたい。キミと一いつ緒しよにいたいよ」

「おまえともあろうものが、いちいち他人の許可を得なければ自分の居場所も決められないのか？　いまさら殊しゆ勝しようなふりをしても駄目だ。誰がなんと言おうと、自分のしたいことをしたいようにする。他人の迷惑なんて省かえりみない。俺の知っている海かい竜りゆう王おう寺じ八葉は、そういうやつだ」

　八葉は「ひどい慰なぐさめ方もあったものだ」と笑った。高行の胸をパタパタと叩く。

「しかし、クリスはきっと納得しないぞ。あの金額は実際のところ法外でもなんでもない。あの倍払ってでも、クリスにオペをしてもらいたいという人間はいくらでもいる」

「五十億だろうと、百億だろうと、耳揃そろえて払ってやればいいんだろうが」

「簡単に言うなあ、キミは。海竜王寺の家に頭を下げるか……いや、それならいっそ、会社でも立ち上げてみるかね」

「いいなそれ。おまえが適当なガラクタをでっち上げて、世の中の金持ちに売りつければ、百億なんてあっという間だろ」

「──それには及ばないよ」

　高たか行ゆきと八やつ葉はは、同極の磁石のように飛んで離れた。わたわたとカーテンからまろび出ると、壁かべの穴のところにオランドがいた。カエルをモチーフにした緑色のレインコートを着ていた。

「手術代、帳消しにしてあげてもいいよ」

　その場は一時森しん閑かんとした。

　オランドの言葉の意味が、高行も八葉も、すぐには飲み込めなかったのである。

　それは一体どういう心境の変化なのか。オランドはレインコートをはたいて雨粒を落として、「お邪じや魔まするよ」とラボへ入って来る。散らかったガラクタを物色しながら、

「さすがにね、タカユキの命を盾たてに取って脅おどすようなやり方は人道に悖もとると思い直したんだ。これでも命を扱あつかう者の端はしくれとして、プライドらしきものはあるんだよ。それに、リューが納得して、一いつ緒しよに来てくれなくちゃ意味がないからね」

「僕を納得させる手立てがあるとでも？」

「学園ではもうすぐテストがあるらしいじゃないか。ミッキーや他の学生が頑がん張ばって勉強しているのに、リューだけ苦労しないというのは不公平だよねえ」

　オランドは折れ曲がったネジを拾い上げて、くるくると弄もてあそぶ。

「クリス、すまないが余よ計けいなお喋しやべりは無用だ。単刀直入に言ってくれ。今は、キミの無駄話につき合う心の余裕がない」

　八葉がじれたように言うと、オランドは世の婦女子が軒のき並なみ恋に落ちそうな笑みを浮かべた。

「ひとつ課題を出そうじゃないか。課題を受けてくれるなら、それだけで高行の手術代はチャラにする。そして、見事課題を達成できたなら、リューが学園に残ったまま治療できるよう手を考えようじゃないか」

　それ以上は望むべくもない破格の条件である。

　なればこそ、どんな難題をふっかけてくるのかと高行は身構えた。

　オランドはたっぷりと間を持たせてから言った。

「課題は、『リューの《特ブ化ラ領ン域チ》を見つけること』でどうかな？」

　予想通り、ある意味では予想以上の無理難題である。なにせ八葉が十七年かけても見つけられなかったものを、たったの一週間で見つけ出せというのだから。

　そして、やはりオランドは頭のキレるやつだと思う。オランドの目的は八葉を助けることに他ならない。八葉の体調不良の原因は、《特化領域》がいつまでも見つけられないためだ。もし高行たちが《特化領域》を見つけて課題を達成できればそれで良し。そうでなくても、八葉を連れて帰ることができる。どう転んでも、オランドの目的は達成される──

　渋じゆう面めんを作る高行に、オランドは楽しそうに言う。

「期限は、ボクが帰国する前日。六月二十九日まで。課題を受けないというなら、改めて手術代を請求させてもらう。ケツの毛までひっこ抜いて、鼻血も出ないというぐらいの取り立てをするからそのつもりで。課題が達成できなかったときは、首に縄なわをつけてでもリューを連れて帰る。あらゆるコネクションを使って、地の果てまで追いつめるから逃げても無駄だよ。さあ、どうする？」

　オランドは挑いどみかかるように、八やつ葉はを見つめた。その態度があまりにも自信たっぷりで、やはりこれは罠わななのではないかと高たか行ゆきは思った。課題など受けずに、なんらかの方法で手術代を返済するべきではないか。しかし、それでは八葉の命が危ないのも事実である。

　八葉は高行の方を見て、小さく頷うなずいた。

　そして、オランドの視線を真正面から受け止めて言った。

「受けて立とう」

「いいんだね？　やっぱナシというのはナシだよ」

　オランドは念押しをした。

「くどい。キミこそ、もっと難しい課題にしておけば良かったと後悔しても遅いぞ」

　なぜなら、と八葉は不敵に笑った。「僕の《特ブ化ラ領ン域チ》には見当がついているのだからね」




　　　　　　　　　　▼




　それから「一いつ緒しよにお昼食べない？」という空気を読まないオランドの提案を無視して、高行と八葉は部室に移動。今後の作戦を練ることにした。高等部に到着する頃には雨が止んで、わずかだが日差しも感じられた。テストを来週に控えた日曜日の構内は、閑かん散さんとしている。省エネモードでゆるゆると流れる歩道に乗って長屋を目指す。

　その道すがら高行は、有あり屋やにも声をかけるか否いなか、八葉に訊たずねてみた。

「いや、やめておこう……仲間はずれにするわけじゃないが。勉強の邪じや魔まをするのも忍びない」

　高行が入院している間、本当に一日もかかすことなく見舞いに来てくれた有屋である。事情を知れば、テスト勉強など即座にかなぐり捨て、八葉の力になろうとすることは目に見えている。有屋の目標と決意を知っている高行としても、安易に彼女を頼るのは躊躇ためらわれた。

「それに美み月つきくんの協力を仰あおぐなら、僕の体調不良のことも説明しなければならない」

「有屋、知ったら怒るぞ。どうして教えてくれなかったのか、って」

「だろうね。そのときは、二人で怒られようじゃないか」

「俺もかよ。最初に黙っていろと言ったのはおまえだろ」

「僕らは共きよう同どう正せい犯はんだ。いまさら言い逃のがれはできないぞ」

「またそうやって難しい言葉で煙けむに巻く！」

　言い合いをしているうちに部室長屋へ到着した。

　出入りする学生の姿もちらほらとはあったが、それでも普段と比べれば閑散としている。

　部室のドアを開くと、芳ほう醇じゆんなカビの臭においが鋭く鼻を突ついて涙が出そうになった。降り続いた雨から湿気を供給され、菌きん糸し類が大いに勢力を拡大したらしい。ここしばらく誰も部室に来ていなかったので、ひどく臭いがこもっている。高たか行ゆきはたまらず窓を開け放った。湿っぽいながらも新鮮な空気が吹き込んできて、カビの臭いを希き釈しやくした。

　高行は引き上げてきた入院グッズの中から、飲まずにとっておいた缶コーヒーをふたつ取り出した。ひとつを八やつ葉はに手渡して、「いつの間に来てたんだ」と言った。

「キミが有あり屋や美容室で髪を切ってもらっているときに。こっそりとね」

「もう少し分かるように置いていけよ」

「その方がいじらしいかな、と思って」

「阿あ呆ほらしい、キャラじゃないだろ。危あやうく気づかないところだった」

　缶コーヒーを飲み、高行は嘆たん息そくした。

「……俺は今生きてるなあ、という感じがする」しみじみと呟つぶやく。

「大おお袈げ裟さじゃないね」と八葉は笑った。

　二人は向かい合って本題に入った。《特ブ化ラ領ン域チ》を見つけるといっても、ジーニアスならぬ高行には、具体的にどうすれば良いのか皆かい目もく見当もつかぬ。しかし、八葉は《特化領域》をほとんど摑つかみかけているようなことを言っていたので、このときはまだ「なんとかなるだろう」と楽観的に考えていた。

　八葉はすっと足を組み、毅き然ぜんとして言った。

「オランドには《特化領域》にはもう見当がついている、と言ったが。あれはハッタリだ」

　高行はずっこけた。「期待して損した！」

「言われっぱなしでは悔くやしいじゃないか」

「ああ……そうだよな、おまえはそういうヤツだよ。そんな簡単にいくわけないんだ……」

　八葉はムスッとした。「見当がついているというのはハッタリだけれど、何も手がかりがないと言うわけでもない。キミと違って、無む為いに毎日を過ごしていたわけではないのだからね」

　デスクに積まれていた本から、無造作に一冊引き抜いて、ぱらぱらとページをめくる。表紙に「DON'T PANIC!」と書いてあるのが見えた。

「高行くん、読書とはどういうものだと思うかね？」

　どうせこっちの意見など求めていないくせに、こういう質問をするのは八葉の悪あく癖へきだ。無視すればそれはそれで機き嫌げんを損そこねるのだから面めん倒どう臭くさい。そこまで分かっていて、唯い々い諾だく々だくと答える自分も大たい概がいだと思う。「そりゃ読む本によるだろ。教科書なら勉強のため、画集なら見る楽しみのため、小説なら読む楽しみのため」

「ふむ。キミらしい、実に中途半端な答えだね。お腹に穴が開いただけじゃなく、頭も打ってやしないかと心配していたのだが、平常運転のようで安心したよ」

「ほっとけ」

「高たか行ゆきくん程度の読書経験では本の内容を飲み込むだけで精せい一いつ杯ぱいだろうけれど、僕ぐらいになるともっと高こう尚しような楽しみ方を覚える。本の内容だけではなく、本を読むことで自分の心に起きる反応をも楽しむのだよ。多くの場合、本は情報の入力手段として考えられがちだけれども、出力の引き金としての側面もある」

　いちいち鼻につく言い種ぐさだが、分からないでもない。池に石を投げ込むようなイメージだろうか。水面に広がっていく波紋を眺ながめ、水底から浮かんでくるものをすくい上げるような。

「『人生に迷ったら本を読め。大切なことは全部本に書いてある』。そんな言葉を残した人がいる。なるほど真理だろう。これから行く道は、往々にして誰かが通った道だ。しかし、僕ならこうつけ加えるね。──ただし、答えは書いていない」

　八やつ葉はは本を閉じて、自分の胸に手を当てた。

「答えは僕の内側、その一番深いところにある。しかし、鏡がなければ自分の顔を見ることはできないように、自分自身のこと程ほど正しく理解するのは難しい。《特ブ化ラ領ン域チ》は僕が生まれたときから僕の一部としてそこにあるはずだけど、これまでの経験を経へて、僕の自我は成長し、変化している。そこから正確に《特化領域》の輪りん郭かくを摑つかむのは至難の業わざだ。だから、僕は鏡を作ることにした。自分を客観的に観察するために、もう一人の自分を作った」

「なるほどな」

　高行は言った。「それがNexusか」

　八葉の深層心理をコピーし、基礎人格を元型アーキタイプにして作られた成長するＡＩ。

　誰もが成長とともに失ってしまう純粋さを残したまま、大人おとなになったような存在。

「その通り。故ゆえにNexusは僕のデリバード足たり得る」

　八葉は顔を上げて言った。「ずっと立ち止まっていた僕を変えてくれたのはキミだ。同じように良い刺激を与えてくれることを期待して、Nexusをキミに預けた。その目もく論ろ見みは上う手まく行っていた。僕がクリスの言葉に踊らされて、移植実験を焦あせったりしなければ……」

「過ぎたことを言っても始まらんだろう」

「そうだね……まずは、脱走したNexusを探さがし出すことだ。そして、暴走の原因を突つき止めることができれば、自おのずから《特化領域》は浮かび上がってくることだろう」

　Nexusを探すことには、高行とて是非もない。どこでほっつき歩いているのか知らないが、ご主人様に手を上げた落とし前はつけてやらねばならない。

「どうやってNexusを探す？」

「捜そう索さく方法はすでに考えてある。少し準備したいから、本格的な捜索は明日からにしよう」

「オランドが帰国するまで、何日もないんだぞ。悠ゆう長ちようなことを言っていて大丈夫なのか」

「学園都市は広大だよ。闇やみ雲くもに探し回っても時間と体力を浪費するだけだ。それに」と八葉は高行の鼻先へ、人差し指を突つきつけた。「キミは自分が病み上がりだと言うことを、もう少し自覚したまえ。捜索中に倒れられては面めん倒どうだ」

「おまえに体調を心配されてもなあ」

　早寝早起き、毎日三食しっかり食べて適度な運動。

　入院前より健康になってしまった感すらある。

「だったら、その元気な姿を見せて、キミを心配している人たちを安心させてあげたまえ」

　これは正論。

「明日朝十時ここに集合。状況を確認した後、Nexus捜そう索さくを開始する」

　八やつ葉はは言った。「雨天決行だからそのつもりでね」
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　（2019/06/24）

　学園都市の街並みを眺ながめていると、街角や公園のちょっとしたスペースや、道路の両側に並ぶ街路樹に混じって、見慣れないものが立っていることに気がつくだろう。

　それは街並みに馴な染じむよう塗装されたスチール製で、一見すると形も大きさも電柱に良く似ている。実際、学園の住人はひねりもなく電柱と呼んでいるが、肝かん心じんの電線が見当たらない。

　これこそ、第三学園都市が世界に誇る無線送電システム。その給きゆう電でん塔とうである。

　給電塔は周囲に電子機器を感知すると、自動的に送電を開始する。これによって、街から電線が消え、壁かべからはコンセントが消え、無人バスは二十四時間休まず走り続けられるようになり、携帯は長らく続いたバッテリー容量との戦いから解放され、さらなる小型化高性能化を遂とげた。Nexusの捜索にはこの無線送電システムが鍵かぎになる、と八葉は言う。

　翌日、午前十時。高たか行ゆきと八葉は再び部室で顔を合わせていた。

「Nexusは新しい軀く体たいに移植された直後、なんらかの原因で暴走し逃亡した。携帯であればＧＰＳで位置を割り出すことも容易だが、残念ながらあの軀体には積んでいない」

「前に『悪あく魔まの眼め』を探さがすプログラムを組んでたじゃないか。あれは使えないのか？」

「ハムラビレーダーのことだね。当然、試してみた。が、反応がない。軀体に組み込んだことで『悪魔の眼』の固有振動数が変わってしまったのだろう」

「それじゃあ、まるでお手上げだ。学園の外に逃げ出されていたら、もうどうしようもないぞ」

「それは有り得ない。Nexusは必ず学園のどこかに潜んでいる」

　八葉は強く言い切った。「Nexusは電力源に、携帯と同じ無線送電システムを採用している。そのため本来は、学園内にいるかぎり稼働時間に制限はないのだが、これに関しては移植実験を急いだことが吉と出た形だ」

「どういうことだ？」

「蓄電用バッテリーをまだ搭とう載さいしていなかったのだよ。Nexusはいま、非常用のコンデンサだけで稼働しているはずだ。送電を受けずに稼働できる時間は極めて短い。Nexusは必ず送電エリアのどこかにいるはずだ」

　八やつ葉はは携帯を開き、学園の全景地図を表示した。

「これが、無線送電の行われている範囲」

　地図の大部分が青色に染まる。

「ここがロボット工学研究所。研究所から送電エリアを通って移動できる範囲がここまで」

　研究所が赤い点で示され、そこから連なっている送電エリアも薄い赤色に変わる。これで全体の面積としては半分以下になった。

「さらに先日から、学園中の監かん視しカメラや警備ロボットを統とう括かつするサブフレーム《ファラデ》に介かい入にゆうして、Nexusが発見されたら連絡が入るように細さい工くを施ほどこしてある。まだ連絡がないところを見ると、Nexusはこちらの動きを察知しているのだろう。自分で作っておきながらなんだが、小こ賢ざかしいことだ。しかし、行動範囲を制限することはできる」

　赤く染まったエリアはさらに小さくなって、いくつかの孤立した島のようになった。

　この地図を見る限り、セキュリティの厳しい研究所エリアにNexusの居場所はほとんどなく、大学部から旧稲いな媛ひめ地区、高等部にかけて点在する送電エリアのどこかに潜ひそんでいることになる。

「それでも、まだずいぶん広いな……」

　課題の期限まで今日を入れても五日しかない。到とう底てい、二人で探さがし切れる範囲ではない。

「それでも、やるしかあるまい」

「最後は足で稼かせぐことになるんだな」

　高たか行ゆきはほくそ笑んだ。準備が無駄にならなくて良かった。

「何をニヤニヤしているんだい？」

「我に秘策ありだ」

　気き味み悪がる八葉を、高行は外へ連れ出す。

　長屋の前には、たくさんの人が集まっていた。

　もはや見慣れた感のある長屋住民たちがいる。聞いたこともないサークル名が書かれたジャージ姿の一団や、やけに剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた学生など、見慣れない顔もある。総勢百人以上の学生仲間同士で集まって、わいわいと騒がしくしていた。

　その喧けん噪そうのの中からＴＩＦ代表が近づいてきて「おはよう」と挨あい拶さつをした。

「おはようございます」

　高行も挨拶を返した。「すごい人数ですね。こんなに集まるとは思わなかった。助かります」

　ＴＩＦ代表は「いやいや」と首を振る。「私は長屋の連中に声がけしただけですよ。あとは勝手に噂うわさが広がって、こんなに集まってしまったようです」

「台所事情はどこも似たようなものということですね」

「お恥ずかしながら、うちも新入部員の歓迎会さえ満足にできないような状況で」

　ＴＩＦ代表は苦笑いをして頭をかいた。

　八やつ葉はは高たか行ゆきの脇わき腹ばらをつついて、「これはどういうことなんだい？」と当とう惑わく気ぎ味みに言った。

「簡単なことだ。Nexusに懸けん賞しよう金をかけた」

「懸賞金……なるほど」八葉は顎あごに指を当てて頷うなずいた。「それは思いつかなかったな」

　八葉の場合、なまじ一人でなんでもできてしまうばっかりに、こうした古典的な方法は選択肢しから漏もれてしまうのだろう。

　先月、契約書を探さがし回ったときも感じたが、捜さがし物は、結局のところ数がものを言う。そして、てっとり早く人を動かすのに現金に勝る物はない。そこで思いついたのが懸賞金という方法だった。具体的な方法は鹿か児ご島しまに任まかせてしまったため、いくらか手数料を取られたのが面おも白しろくないが、この際四の五のは言っていられない。残された時間は短いし、Nexusがどこかで迷まい子ごになっているのだとしたら、なるべく早く見つけてやりたい。そう思う程度には情が移っていた。

　鹿児島がNexus捜そう索さくと懸賞金の情報を流したのは、ある程度『裏側』の事情に詳くわしくないと接することのできないルートだったらしく、集まった学生たちの中には、あからさまに品行方正とは言えない連中も多かった。あまり表立って騒ぎになると有あり屋やにも知られてしまう懸け念ねんがあったが、どうやらその心配はしなくても良さそうだった。

　ふむふむ、と感心していた八葉は、はたと気がついて、

「これ程ほどの動員をかけられるだけの懸賞金、どこからひっぱってきたんだい？」

「俺の貯金を使った」

　法外なオランドの手術費の前では雀すずめの涙程にもならないが、貧乏学生どもを釣つるには十分すぎる金額だったらしい。八葉は呆あきれたように呟つぶやく。

「どうしてここまでしてくれるの？　キミにはなんの得もないんだぜ？」

　どうして、と言われれば、八葉にどこへも行って欲しくないからに決まっている。それ以外の理由などあるはずもなかった。喉のどまで出かかった言葉をぎりぎり飲み込んで、高行は言った。

「損そん得とくを考えていたら、おまえにはつき合ってられない」

「後で払うから、金額を教えてくれたまえ」

「おまえだって俺の手術代を肩代わりしただろ、おあいこだ。金額はだいぶ差があるけど」

「しかしだね……」

「あんまり気にするな。どうせ使い道も思いつかない金なんだ」高行は八葉の背中を押した。

「みんな待ってるぞ。暴動が起きる前に、さっさと説明してやってくれ」

「う、うむ」

　八葉はその場に集まった全員に、捜索対象となるエリアが示された地図、Nexusの特徴が分かる画像データ配布した。それから、Nexusが暴走状態にあること、発見しても不用意に近づいたりしないこと、すぐに連絡を入れて自分たちの到着を待つことなど、捜索上の諸注意を説明した。本当に懸賞金が出るのかと、最初は半信半疑だった学生たちも、ジーニアス・海かい竜りゆう王おう寺じ八葉が前に出たことで、俄が然ぜんやる気を出していた。

　説明が終わると、すでに懸けん賞しよう金を手に入れたつもりになって、使い道などを議論しながら三々五々散っていく。学生たちがあらかた立ち去って、閑かん散さんとした長屋の前へ、今度は軍服のような黒い制服を着た一団が姿を現した。その先頭に立っているのは、課外活動統とう括かつ委員会の副委員長・宮みや野の真ま琴ことである。彼女はまっすぐ高たか行ゆきたちの前まで歩いてきて立ち止まった。

「脱走したロボットの捜そう索さくの件、すでに聞いています」

　眼鏡めがねの奥から、冷たい瞳ひとみが高行を見み据すえた。勝手に懸賞金をかけ、学生を動員したことを咎とがめられるのかと思ったが、次に宮野の口から出てきた言葉は意外なものだった。

「我々も捜索活動に協力します」

「どういう風の吹き回しだ？　あんたらが懸賞金に目が眩くらんだとも思えないが」

「人を無差別に襲うかもしれないロボットが徘はい徊かいしているのでしょう。我々が動くのは当然の責務ではありませんか？」

　宮野は軽く眼鏡に触れ、少し声を落として言った。「というのは建たて前まえです。ご存じの通り、課外活動統括委員会は先の失態で準委員会に格下げとなりました。対抗勢力『トラッド・アソシエ』は台たい頭とうめざましく、今後さらなる窮きゆう地ちに立たされる可能性もあります。早急に何かしら実績を上げなければいけない状況でしたので、この件は渡りに船だったというわけです」

　ずらりと整列する統括委員会、その数およそ百名。

　さっきまでたむろしていた学生たちとほぼ同数だが、無駄話などひとつも聞こえてこない。良く訓練された猟りよう犬けん一匹は野の良ら犬いぬ十匹に勝るという。それが人間にも当てはまるなら、統括委員会の協力は、並の学生千人分に等しいことになる。心強いことこの上なし。

　八やつ葉ははNexusのデータを宮野に渡しながら、

「キミは高い志こころざしを持ちながら、清せい濁だく併あわせ飲む度ど量りようもある。素晴らしいバランス感覚だ。落ち目の委員会の副委員長にしておくには実に勿もつ体たいない。どうだい？　第二科学部に入るつもりはない？　まずは仮入部からでもいいよ」

「お断ことわりします」

　宮野は即答した。「私は規律を守らない人間が嫌きらいです。自分が特別だと勘かん違いをして、周囲に迷惑をかける人間は、私が最も嫌けん悪おする人種です。ジーニアスとて例外ではありません」

　それでは、と宮野は頭を下げ、統括委員会を率ひきいて速すみやかに撤てつ収しゆうしていった。

「こっぴどく振られたもんだな」

「面おも白しろいじゃないか、宮野真琴」

　八葉は前髪をかき上げて、「ますますうちに欲しくなった」

　強がって八葉は言うけれども、宮野が第二科学部には入ることはなかろうと思う。

　第一、あの冷たい視線に四六時中晒さらされたりすれば、筋すじ金がね入りの被ひ虐ぎやく体質保持者でもない限り、神経性胃炎で寝込むことになるのは確実。

　宮野の部下は、良く訓練された猟犬ばかりに違いないと高行は思った。
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　灯台もと暗しという言葉もあることなので、まずは高等部周辺から虱しらみ潰つぶしに探さがしていくことにした。使われていない教室棟の裏手に回ったり、植え込みをのぞき込んだり、道行く学生からNexusの目もく撃げき情報を募つのったりした。

　やがて昼どきになり小こ腹ばらが空すいてきたが、Nexusの影すら摑つかめず、特にこれといった情報も得られていない状況で、ゆったり昼ひる餉げを取る気分にはなれなかった。購買部で総そう菜ざいパンを買い求め、動く歩道を流れてゆきながら、もそもそと食べた。

　収穫のない捜そう索さく活動に不満を募つのらせ、食べづらい焼きソバパンに不ふ機き嫌げんになって、八やつ葉ははそれらすべての鬱うつ憤ぷんを、「あのカエル野郎が悪い」とオランドに転てん嫁かした。

　今ならば、八葉がアメリカにいた頃のことを訊きけるのではないかと思った。

「オランドとはアメリカで知り合ったんだよな？」

　八葉はちゅるりと焼きソバを啜すすって、「左さ様よう」と頷うなずく。

「彼かの国は、とある研究機関の中にジーニアスだけで構成された研究チームを組織していてね。僕は中学に上がる年齢になってすぐ、海かい竜りゆう王おう寺じ家から逃げるように渡米し、その研究チームに潜もぐり込んだ。クリスとはそこで知り合ったのだよ」

「ジーニアスだけの研究チームか……ロクなことになりそうにないな」

「おおむね、キミの想像通りさ。あそこには気のいいやつも、イカれたやつも色々いたけれど、自分のことしか考えちゃいないという点では、どいつもこいつも似たり寄ったりだった。もちろん僕も含めてね？」

　八葉は自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべて、「あれは、とてもチームと呼べるような代しろ物もんじゃなかった。ジーニアス同士の相そう乗じよう効果を狙ねらったのだろうが──実際それなり成果も上がったのかもしれないが──どう考えても損失の方が大きかった。国家予算規模の金をつぎ込んだ研究が完成直前で水すい泡ほうに帰す、貴重な研究成果が外部に漏ろう洩えいする、一夜にして研究施設が壊かい滅めつする、そんなことは日常茶さ飯はん事じだった。ジーニアス同士を無む闇やみに接触させてはいけない。そのことには、かなり早い段階で気づいていたはずなのにね。リスクを無視して、目先の利益を追い求めた結果は、言わずもがなだろう」

「勉強代にしちゃ、ずいぶんと高くついたもんだな」

「失敗は成功の母とはいうが、立ち直れない程ほど失敗しては意味がない。《ビッグロスト》の実行犯は、研究チームの中の数人だ。僕がもう少し他人を気き遣づかうことができていれば、あるいは僕がチームに関わらなければ、彼の国はああいうことにならなかったかもしれない」

　べったりとまとわりつくような風が吹いてくる。八葉は手すりに肘ひじを乗せて、流れていく景色を眺ながめている。深く考え込んでいるようにも、ただ行き過ぎた時間を思い返しているようにも見えた。何か言葉をかけてやりたいようにも、その横顔をずっと見つめていたいようにも思えて、高たか行ゆきは静かに息を吞のんだ。

　やがて歩道の分ぶん岐き点へ来ると、八やつ葉ははたたっと走って、右手へ延びる歩道へ乗り移る。

「しばらく手分けして探さがそうじゃないか。１５００に部室長屋で落ち合おう」

「おい、俺は携帯持ってないんだぞ！　どうやって探せってんだ！」

　高行の叫びを聞き流し、八葉は大きく手を振って歩道のカーブの向こうへ流れていく。

　本当に気まぐれなのだから困ってしまう。あるいは、思わずしんみりしてしまった雰ふん囲い気きを嫌きらったからなのかもしれず、だから無理に追いかけたりはしなかった。

　高行は左手の歩道に乗って行き、Nexusが潜ひそんでいそうな物もの陰かげを見つけると歩道を飛び降りては、鳥の巣や虫の死し骸がいなどを発見して徒労ばかりを重ねた。

　やはり闇やみ雲くもに探して見つかるものではない。

　どうしたものかと思っていると、道ばたを走行する円えん盤ばん型の清掃ロボットが目に留とまった。

　Nexusが清掃ロボットと挨あい拶さつを交かわしていたことを思い出す。まさか彼らに聞き込みをするわけにもいかないが、ほかに当てもなかったのでロボットを追いかけてみようと考えた。

　清掃ロボットはゴミを発見するたびに右へ左へ蛇だ行こうしながら、軽くスキップするぐらいの速さで移動していく。高行は、きれいに整備された木こ立だちに分け入り、積み重ねて放ほう棄きされたガラクタを踏み越え、ロボットを追いかけた。そしてガラス張りの歩廊を横断したロボットは、建物と建物の隙すき間まへ入って行った。注意していなければ見逃のがしてしまうような隙間だったが、身体からだを横にすれば辛かろうじて通ることができた。

　制服を汚しながら隘あい路ろを抜けていくと、十メートル四方くらいの空間に出た。四方を背の高い建物に囲まれた谷底のような場所である。土が剝むき出しになった地面には、雑草と苔こけが半々ぐらいの割合で生はえている。四角く区切られた曇り空から弱い日差しが降り注いで、その光の真ん中に冷蔵庫のお化けのような構造物がある。

　構造物の下部には長方形の穴がいくつか開いており、高行が追いかけてきたロボットは、穴のひとつに吸い込まれるように消えていった。その構造物は、ロボット収集してきたゴミを廃はい棄きするゴミステと簡単なメンテを受ける整備基地を兼ねたものであるようだった。

　粛しゆく々しゆくと出入りを繰り返す清掃ロボットは、聖地を詣もうでる巡じゆん礼れい者のようでもあり、高行はなんとなく厳おごそかな心持ちがした。一応、ぐるりと見て回ったがNexusはどこにもいない。清掃ロボットの一体に「半魚人みたいなロボットを見なかったか？」と訊たずねてみると、「みょ、みょ」と接近警けい報ほうを鳴らされた。何か答えてくれているのかもしれないが、ＡＩでもロボットでもない高行にはなんのことやらわからない。

　しかし振り返ってみるに、Nexusが考えていたこと、口にした言葉は──全部とは言わないまでも──理解できていたように思う。やはりあいつは、ＡＩとしてもロボットとしても、異質な存在だったのだろう。

　本当にどこにいるのだろうか、と空を仰あおいだところ、大粒の雨が狙ねらいすましたように右目を直ちよく撃げきし、高たか行ゆきは「ぬあっ」と呻うめいた。雨足は瞬またたく間に強まるが、谷底のようなこの場所には雨宿りができる場所がない。これはたまらんと思って、来た道を引き返した。雨足は強まったり弱まったりを繰り返し、部室長屋まで戻って来たときには、髪や上半身がすっかり濡ぬれそぼってしまった。

　長屋の前に八やつ葉はの姿はなく、部室まで行ってみたが戻って来た形けい跡せきもない。

　放置されていた雑ぞう巾きんぎりぎりのタオルで、濡れた制服を申し訳程度に拭ぬぐった。スツールに腰こしかけ、缶コーヒーを発掘しようと本の山を掘り返してみたが見つからない。缶コーヒー鉱こう脈みやくの位置を知っているのは八葉だけなのである。

　それにしても遅い。携帯がないので正確な時刻は分からないが、集合の十五時をとっくに過ぎているはずである。高行は部室を後にして、長屋の入り口まで出てみた。

　雨は激しく降り続け、地面が白く煙けむっている。高行が軒のき先さきに立って雨垂れの向こうを見み据すえていると、青白い閃せん光こうが空を裂さいた。一拍遅れて雷鳴が轟とどろく。どこからか、女の子の悲鳴が聞こえてくる。長屋全体がびりびりと揺ゆれる程ほどの特大の雷であった。

　胸騒ぎがした。いや、落ち着け。こんな土ど砂しや降ぶりなのだから、あいつもどこかで雨宿りをしているに決まっている──そんな理性の声は、二回目の雷鳴にかき消された。

　高行は居ても立ってもいられず、雨の下に飛び出した。鳴り止まぬ雷に急せかされ、叩たたきつけるような雨に視界を遮さえぎられながら、長屋の周辺を走り回った。

　そして、長屋の裏手にある体育館の陰かげに、うずくまるようにしている八葉を見つけた。

　蒼そう白はくになった顔色を見るまでもなく、またあの症状が出たのだと分かった。駆かけ寄ってみると、八葉の制服は右半身だけべっとりと泥どろで汚れている。

「転んじゃった」

　八葉は弱々しく笑った。

　高行は「とりあえず、部室まで戻るぞ」と言って、肩を貸して八葉を立ち上がらせた。濡ぬれたワイシャツ越しに触れた肌から、ちっとも体温が伝わってこないことが恐ろしかった。八葉の体調不良は命に関わる──オランドの言葉が現実となってのしかかってくる。

　八葉をひとりにしたのは間違いだった。高行は己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。

　そんな心中を知ってか知らずか、八葉は「そういえば、高行くん。テスト勉強はちゃんとやっているのかい？」と暢のん気きなことを言う。

「なんとかなるだろ」高行はぶっきらぼうに言った。

「なんともならないだろう。ねえ、どうしてもNexusが見つからなくて、キミのテストが壊かい滅めつだったら、二人でどこか遠くへ逃げてしまうっていうのはどう？」

　それも悪くないな、と一いつ瞬しゆんだけ思った。

「それじゃあ本末転倒だろう」

「分かってる。キミを試したまでだよ」

　高たか行ゆきに肩を借りて歩きながら、八やつ葉はは言った。「僕はもうどんなことからも逃げないと決めた。その気持ちを曲げるつもりはない。たとえ自分が死んでしまうとしても」

　八葉の言葉に、高行は身の引きしまるような思いがした。

　いっそ悲壮な程ほどの彼女の覚かく悟ごに、自分はどうすれば応えることができるだろう。
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　（2019/06/25）

　驟しゆう雨うの中で倒れたのを境に、八葉の体調は目に見えて悪化した。頭痛が収おさまっても顔色は紙のように白いまま、食べ物がほとんど喉のどを通らず、ふとした瞬しゆん間かんに何度も意識を失いかける。とても、ひとりにしておける状態ではなかった。これぐらい平気だと言い張る八葉と、病院へ連れて行こうとする高行の意見がぶつかり合った結果、八葉は瑞みず穂ほ荘に寝泊まりし、出歩かずに安静にしているという妥だ協きよう案に落ち着いた。高行は瑠る璃り垣がきさんにくれぐれもお願いした。

「少しの間、八葉のことお願いします」

　高行は瑠璃垣さんに頭を下げた。「大人おとなしく寝ていないようなら簀す巻まきにして構いません」

　八葉の体調不良については、まさか命に関わる問題だとは言えないので、日頃の不規則な生活が祟たたって風か邪ぜが慢性化したものだと説明した。

「任まかせんしゃい」と瑠璃垣さんは胸を叩たたいた。「秘伝のマムシ酒を開けるときが来たようじゃの。あれさえ飲めば風か邪ぜなんぞイチコロじゃ」

「あいつまでイチコロにしないで下さいよ」

　八葉を瑠璃垣さんに任せた高行は、その足で病院へ向かった。

　退院後の検査の他に、ひとつ済ませなければいけない用件があった。

　それを聞いた熊くま先生は、最初少しだけ驚いた様よう子すだったが、「医者としてその決断を歓迎するけれども。どういう心境の変化かな？」と不ふ思し議ぎそうにした。

「少しでも可能性があるなら、君はそれを諦あきらめられないだろうと思っていたよ」

「自分でも驚いてますよ。正直、まだ迷ってます」

　高行は答えた。「でも、今はこれが俺のしたいことですから」

　ものの十分程ほどで、用件は済んだ。

　これですべての憂いはなくなった。安心してNexusの捜そう索さくに専念することができる。

　そして捜索二日目。

　高行は和風カフェ「草くさの庵あん」の一番奥まった洋卓席を占領して、Ａ４サイズのデータ端末とにらめっこをしていた。新しく携帯を持つ気になれない高行のために、八葉が用意してくれたものである。機能面では通話とアバターがオミットされている以外、ほとんど携帯と変わらないのだが、つまるところは気持ちの問題だ。

　ところで、さき程ほどからお冷ひやが空になっているけれど、店員はいっこうにおかわりを注ぎに来ない。こわごわとこちらを見ては、目が合いそうになると慌あわてて視線を逸そらしてしまう。自分はそんなに怖こわい顔をしているだろうか。

　高たか行ゆきはデータ端末を閉じて、凝こり固まった眉み間けんのしわを揉もみ解ほぐした。データ端末には、懸けん賞しよう金につられた学生百人と宮みや野の率ひきいる統とう括かつ委員会百人からリアルタイムに情報が集まってくる。昨日一日で高等部のほぼ全域を調べ終わり、Nexusが潜ひそんでいる可能性のあるエリアは確実に狭せばまっている。今日からは大学部や旧稲いな媛ひめ市街地へと捜そう索さくの手は広がっているものの、何ぶん高等部の学生にはなじみの薄い場所であること、そして昨日から降り続ける雨とが捜索の障害になっていた。

　高行も大学部の方へ出かけて、路地裏へ分け入ったり、目もく撃げき情報を聞いて回ったりと捜索活動にいそしんだ。しかし、八葉の用意した地図に従い、プール施設の周辺をうろうろしていたら変質者ではないかと疑われた。地味にショックだった。そういうわけで心の柔らかい部分をいたわるべく、中なか河原がわら通りまで戻って「草くさの庵あん」のほうじ茶パフェを食べ、作戦を練っていた次第である。

　高行は顔を上げて、ステンドグラスのようにカラフルな小窓から外を眺ながめた。冷たそうな雨が、赤や緑や黄色に色づきながら降りしきっている。このまま雨が振り続けるようなら、オランドの課題の期日までにすべてのエリアを捜索することは難しいかもしれない。

　懸けん賞しよう金を吊つり上げてさらに捜索隊を増員することも考えたが、競争率が上がりすぎるのも逆効果だし、あまり派手なことをやって運営機構あたりから目をつけられても面めん倒どうだ。それに、懸賞金をかけておいてなんだが、できることならNexusは自分が最初に見つけてやりたい。

　とりあえずお冷をもらう。考えるのはそれからだ。店員に声をかけるタイミングをはかっていると、入り口のドアが開いてウィンドブレーカーを着た客が入って来た。フードを目ま深ぶかに被かぶっている。高行に背を向けて壁かべ際ぎわの席に座り、和の風ふ情ぜい漂ただようカフェにおいて、メニューにあるだけで誰も本気で頼んだりしないであろうコカコーラを注文する。やがて運ばれてきたコーラをビールのようにがぶがぶと呷あおり、壁に向かってぶつぶつとくだを巻いている。

　見るからに怪あやしいので、高行はこそこそと身を縮めて気配を消そうとした。しかし、怪しげな客は動物的嗅きゆう覚かくを発揮して、ぐるりとこちらを振り向いた。その拍ひよう子しにフードが脱げる。

「たっきー……」

　怪しげな客の正体は有あり屋やであった。

　彼女はこの世の終わりのような顔で言った。

「わたし……もう駄目かも」
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　何事かと思ったが、ゆっくり話を聞いてみればなんのことはない。

　テスト本番まで一週間を切っていた。一日八時間に及ぶ過酷なテスト勉強を積み重ね、それなりに自信をつけた有あり屋やは、第二科学部とかけ持ちしている水泳部の広ひろ井い部長から、過去のテスト問題を入手した。そうして本番同様に立ち向かってみたところ、ものの見事に返り討うちにされ「わたしの毎日八時間はなんだったのか」と捨すて鉢ばちな気分になり、街へ繰り出していくつかの店を冷やかした末に、「草くさの庵あん」へ流れ着き、自や棄け酒ざけならぬ自棄コーラという自じ虐ぎやく的ストレス発散行為に走ったのだった。

　高たか行ゆきがわらびもちを奢おごって慰なぐさめても、有屋の気持ちはなかなか上向かず、作詞作曲・有屋美み月つき「おばかさんの歌」をぼそぼそと口ずさんで、こちらまで滅め入いってくるような重苦しい空気を垂れ流しにする。

　これはいかんな、と思う。スポーツにスランプはつき物だが、勉強にも同じように一時的な低迷期があるものだ。いくら勉強しても結果につながらず、「俺は馬鹿なのではないか」と嫌いや気けが差してしまった経験が高行にもある。そこを乗り越えれば、スポーツのスランプと同じで一段上のステージが見えてくるのだが、この感覚を言葉で説明するのは大変難しい。こういうとき、八葉ならば的確なアドバイスができるのかもしれないが、あの状態の八葉に有屋を会わせるわけにも行かない。

　有屋は椅い子すを蹴け倒たおすように立ち上がって、店中に聞こえる声で言った。

「わたしの前世って、おバカの国のおバカ姫だったに違いないと思うんだよねっ！　これからはプリンセス・バカとお呼びっ！　あははは」

「落ち着け。呼ばれたら呼ばれたでへこむくせに！」

　高行は有屋を押さえつけるようにして座らせた。有屋の大げさなぐらいの落ち込みようは、それだけ今回のテストに賭かけているものが大きいということに他ならない。医者になりたいという有屋の告白を聞いたとき、高行は置いてきぼりにされたような寂せき寥りよう感を覚えた。だがそれは一時のことで、今は有屋に夢を叶かなえて欲しいと心から思うものだ。

　どうにか力になってやりたい。一いつ切さい根拠はないが、彼女はきっと良い医者になると思う。しかし、医者でもなんでもない自分が百万言を尽つくしたところで、有屋に自信をつけさせることができるかどうか──そこで、ふと思い至った。

　医者ならひとり、とびきり優秀なやつがいるではないか。

　激しく気が進まないけれども、使えるものは親の仇かたきでも使うべきだ。

　高行は言った。「オランドに勉強を教えてもらうってのはどうだ？」

「クリスに？」有屋はそんなこと考えてもみなかった、という顔で目をぱちくりさせた。

「あいつも腐くさっても医者だからな。事情を話せば、協力してくれるかもしれん。アドレスは交換してるんだろ？　ダメ元で連絡してみろよ」

　有あり屋やはこくりと頷うなずくと、オランドに電話をかけた。すぐにつながったらしく、有屋は電話の向こうへ事情を説明し始めた。医者になりたいという自分の夢、今回のテストに賭かける気持ち、されど思うようにならぬ自分のおバカぶり、すべて包み隠かくさずに喋しやべった。

　有屋は携帯を耳から離し、高たか行ゆきに差し出した。

「クリスが代わって欲しいって」

「俺に？」

　有屋は頷いた。高行は携帯を受け取って、

「もしもし」

『タカユキ！』

　電話口に出たのはダントン君であった。『おい！　病院ではよくも乱暴に扱あつかってくれたな！　危うく綿が飛び出るところだったぜ！』

「それは……その、すまんかった」

『すまんですんだら警察はいらないだろうが！』

　ダントン君は絶叫した。『いいか？　争いごとはクリスの流りゆう儀ぎに反するんだよ。暴力はなし。怒ど鳴なるのもなし。怖こわい顔もなし。それが約束できるなら、話を聞いてあげてもいいぜ』

「分かった、約束する」

『ふん。クリスの寛大さに泣いて感謝するんだな』

　そうしてなんとかアポを取りつけた後、会計を済ませた高行と有屋は、オランドが滞在しているというホテルに向かった。そこは学園の中でも指折りの高級ホテルで、有屋が「こんな格かつ好こうで大丈夫かな」とロビーに足を踏み入れるのも躊躇ためらう程ほどだった。フロントでオランドの名前を出すと、すでに話は通っており、直通エレベーターで最上階のスイートルームへ上がるように言われた。ぐんぐん上昇していくエレベーターの中で高行は、「あの藪やぶ医者め。どんだけ荒あら稼かせぎしてやがるんだ」と悪態を吐ついた。

「やっぱりお医者さんは儲もうかるんだねえ」有屋はそわそわした。

　やがて最上階に着くと、エレベーターのドアは音もなく開いた。一歩踏み出してみると、床には雲を踏むように柔らかい絨じゆう毯たんが敷しき詰められている。高行の自室の三倍ぐらいの広さがあるエレベーターホールで立ち尽つくしていると、すぐにオランドが顔を出した。

「早かったね。待ってたよ」

　オランドはボロボロのジーパンに「月光仮面」と書かれたＴシャツという、あまりにも場違いな格かつ好こうをしていた。こっちこっちと手招きする彼に続いて、廊下の角を数回曲がる。そうして見えてきたドアを開ける。もはや部屋と呼ぶには適さない程に広い部屋であった。ゆったりとした作りの革かわ張ばりのソファや、精せい緻ちな細さい工くが施ほどこされたマホガニーの洋卓など、見るからに高級そうなインテリアが計算し尽くされた位置に並んでいる。一面はガラス張りになっていて、その向こうにはプールまでが併へい設せつされていた。

　本来なら一生縁がなかったであろう贅ぜい沢たく空間に、高たか行ゆきたちはしばし圧倒された。しかし、良く見れば、あちこちに変な漢字Ｔシャツや乱雑に開封されたフィギュアなどが散らかって、高級感を台無しにしている。

「ま、適当に座ってよ」

　この贅沢空間を完全に我がものとしているオランドは、カウンターキッチンの内側に回って冷蔵庫を開けた。「飲み物は何がいい？　お茶にジュースにミルク、なんでもあるよ。なんならワインでも開けようか？」

「水」高行は即答した。

「わ、わたしも」有あり屋やも追従する。

　オランドは「遠慮しなくてもいいのに」と言いつつ、芸術品のようなグラスを三つと、クリスタルの水差しを持ってきた。テーブルを挟はさんでソファに腰こしかける。そして、オランドがグラスに水を注いでいるうちに、ダントン君がカチコチに鯱しやちこ張ばっている有屋に言った。

「ミッキー、再確認だがよう。クリスに勉強を教えて欲しいっていうんだな？」

「はい」

「んで、将来は医者になりたいと」

「はい」

「無理だな！」ダントン君はくわっと口を開いた。

　有屋はびくりとした。

　オランドはダントン君を下げて、どこか冷めたような口調で言った。

「ここ何年かで医者の仕事はだいぶ様変わりしたけど、今も昔も馬鹿には務まらない仕事であることは変わりない。この際はっきり言うけれど、正直ミッキーのお脳じゃ難しいよ」

　有屋は傷ついた表情で目を伏ふせた。困難な道だと分かっていても、現役の医者に面と向かって言われればなおさら辛つらかろう。高行はまったく歯に衣きぬ着せぬオランドに憤いきどおりを覚えたが、約束を思い出してぐっと我慢した。

「けれど、ボクが勉強を見てあげれば、少しは可能性が増えるかもしれない。いまからひとつ質問をしよう。その返答次第では、手伝ってあげないこともない」

　オランドの碧あおい瞳ひとみが揺ゆれた。「動機にも理由にも興味はない。過ぎたこと、終わったことなんてどうでもいい。ボクが知りたいのはね、これからのことだよ。ミッキーはどんな医者なりたいのかな？」

　有屋は決して短くない時間、黙り込んでいた。

　その沈黙は答えを考えているというのではなく、ずっと昔から自分の中にあった答えを、あえて言葉にすることに苦労しているというふうに感じられた。

　有屋は顔を上げた。

「傷ついている人、困っている人がいたら、いつでもどこでも駆かけつけて助ける。わたしはそういう医者になりたい」

　答えを聞いたオランドは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られて、それから声を立てて笑った。

「ミッキー、それは医者ではないんじゃない？」目め尻じりに涙さえ浮かべて笑い続ける。

「え、え？」と有あり屋やはおろおろした。

　オランドは笑いを嚙かみ殺しながら言った。

「知ってるかい？　医者は人類最古の職業のひとつなんだってさ。ボクが医者を名乗らないのはね、いまさら、そんなカビの生えたカテゴリに自分を押し込んだって面おも白しろくないからだよ。そろそろ、医者に代わる新しい職業が生まれてもいい頃ころ合あいだとは思わない？」

「そう、なのかな……？」

「ミッキーは医者にはなれない。でも、まだどこにも存在していない、新しい何かにはなれるかもしれないね。それはジーニアスにも、神様にだって分からない」

　褒ほめられているのか貶けなされていのか。否定されているのか認められているのか。有屋はどんな表情をしていいのか困っているようだった。

「学園にもそろそろ飽きてきてね、暇ひまをしていたところだ。喜んで引き受けさせてもらうよ」

　オランドはグラスを掲かかげて、ウィンクをしてみせる。

　そんな気取った仕し草ぐさが、絵になっているのだから腹立たしい。

　一分一秒も惜しいということで、有屋はスウィートルームに残って、さっそくオランドに勉強を見てもらうことになった。有屋をひとり残していくのは不安だが、「たっきー、わたし頑がん張ばるよっ！」と意気込みを見せられては、変に水を差すのも躊躇ためらわれた。

　高たか行ゆきは帰り際ぎわ、有屋から見えない位置でオランドに言った。

「おい、分かってんだろうな？　勉強を見るだけだからな。それだけだからな」

「ボクを信用しろとは言わないけれど、ミッキーのことはもう少し信じてあげたら？」

「聞いたふうな口を利きくな」

「怖こわい顔は禁止って言ったじゃないか。ところで、課題の首尾はどうだい？」

「さあな。鷹たか嘴はし由ゆ真まから聞けばいいだろ」

「ああ、彼女ね」

　オランドは困ったように頰ほおをかいた。「彼女はとても優秀で助かっていたんだけど、タカユキが入院した日から音信不通になっちゃってね。何か知らない？」

　白い病室から暗い廊下へ出て行く由真の後ろ姿が、脳のう裏りをよぎった。

　あれ以来、彼女は高行の前にも姿を見せていない。

「……さあな。知っていても教えてやらん」

「そう。まあいいよ。ギブアップしたくなったら、早めに言ってね。そのときは手術費サービスでタカユキの足も治してあげるから」

　金を取るつもりだったのか。

　オランドは由ゆ真まという諜ちよう報ほう手段を失っても余裕綽しやく々しやくの態度を崩くずさなかった。その余裕が何をもって裏打ちされているのか、このときの高たか行ゆきには知る術すべもなかった。
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　（2019/06/26）

　捜そう索さく三日目。

「大丈夫か？　少しでも具合が悪くなったら言うんだぞ」

「うるさいなあ、高行くんは。分かってるってば」

　長らく降り続けた雨がようやく上がった夕暮れどき、高行は八やつ葉はとともに瑞みず穂ほ荘を出た。

　八葉は瑞穂荘の浴衣ゆかたを着ている。先日、泥だらけになってしまった制服のクリーニングはとっくに終わっているのに着替えないのかと訊たずねると、八葉は「そんな時間はない」と怒ったよう言った。

　寝間着を着替える時間さえ惜しんで向かった先は、旧稲いな媛ひめ市街地に位置する伊い吹ぶき神社である。稲媛市の総そう鎮ちん守じゆにふさわしい由ゆい緒しよと周辺の森林を含む広い境けい内だいを持つ神社で、毎年ゴールデンウィークの時期に催もよおされるガラクタ市の会場としても有名である。

　もともとガラクタ市は、地域の住民が身の回りの不要品や捨てるに捨てられないものなどを持ち寄って物々交換をするだけの、ごく小規模な行事であったらしい。

　それが稲媛市が学園都市に改められてから、大きく変化していった。まずサークルや学生企業などが参加するようになって商品の数も質も上がった。すると知る人ぞ知る行事だったガラクタ市に、学園外からわざわざ訪れる人が増え始めた。そしてある年に、たった一日の出店で巨万の富を稼かせいだ学生の噂うわさが広まると、一いつ攫かく千せん金きんを夢想する阿あ呆ほ学生が殺到して出店数は一気に倍増。年々規模は拡大し続け、いまや学園都市のゴールデンウィークには欠かすことのできない風物詩となっている。先月、高行も八葉に連れられてガラクタ市へ出かけた。そこで『悪あく魔まの眼め』を巡めぐる騒動に巻き込まれたのだが、それはまた別の話である。

　最も寄よりのバス停で下車する。学園の都市部とは趣おもむきの異ことなる旧稲媛市の街路の向こうに、こんもりとした鎮守の森が顔を出している。

「あの日、手元に戻って来た宝物は大切に保管してあるよ」

　八葉は歩きながら言った。

　その騒動ではついに『悪魔の眼』を回収することはできなかった。代わりというように、八葉が幼い頃に父親に買ってもらい、いつの間にか行ゆく方え不明になってしまっていた宝物が転がり込んできた。偶然にしてはできすぎているこの出来事は、今考えてみても不ふ可か思し議ぎである。

　ちなみに八葉の宝物とは、小さなイルカの人形と白い砂が入ったウォーターグローブである。研究に行き詰まったり、深く思い悩んだりすると、丸一日ウォーターグローブを眺ながめて過ごすこともあるのだと八やつ葉はは語った。

「来年も行きたいね。ガラクタ市」

「どうだかな。また、骨折り損になるのは御ご免めんだな」

「次は僕らも出店してみようか」

「おまえの古本でも売るつもりか」

「あれは僕のコレクションだから駄目だよ。そうだな。キミの写真集なんてどう？」

「売れるか、そんなもん」

　そんなことを喋しやべりながら、高たか行ゆきたちは夕暮れの道を歩いていった。ひとつ角を曲がると、石造りの立派な鳥とり居いが見えてくる。その右横には「伊い吹ぶき神社」と彫ほられた石柱が立っている。鳥居の奥に広がる参道は、木々が落とす濃い影に沈んで、以前訪れた際の賑にぎわいからは想像もつかない程ほど静まり返っている。寂せきとして声もないとは、こういうことを言うのであろう。

　高行は八葉の足下が少しふらついているのに気がついて、「少し休むか」と声をかけた。八葉は浴衣ゆかたの裾すそをひっぱって「こいつが歩きにくいだけだよ」と強がりを言った。

「だったら着替えてくれば良かったものを」

　いまだ体調の戻らない八葉を連れて、ガラクタ市が開かれているわけでもない伊吹神社を訪ねたのは、まさか夕涼みの散歩というわけではない。

　つい先ごろ「Nexus発見」の報があったのだった。
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　雨でぬかるんだ参道を抜けていくと、拝殿へと続く石段の麓ふもとに、真っ黒なレインコートを着た宮みや野のが立っていた。

「お待ちしていました」

「うむ。首尾はどうかね？」

　宮野は石段を見上げた。「捜そう索さく対象はこの上の拝はい殿でんに追い詰めてあります。同時に神社周辺への部外者の立ち入りを規制し、無線送電を一時的にストップさせました」

「送電を？」高行は驚いた。

　いかな統とう括かつ委員会とはいえ、迷いロボット探さがしのためにインフラを停止させてしまう程ほどの権限があるとは思えない。もしかすると、ちょっぴり非合法な手段も使っているのかもしれない。Nexusを追い詰めることができたのは、宮野個人の手腕によるところが大きいのではないかと思われた。

「完かん璧ぺきな対応だね。あとはNexusの充電が切れるのを待てば、安全に確保することができる」

「残念ながら、我々の権限では送電を止めていられる時間に限りがあるのです。いまは対象も動きを止めているようですが、送電が始まれば再び移動してしまうかもしれません」

「のんびり待っている時間はないということか」

　八やつ葉はは石段に足をかけた。「あい分かった。ここから先は任まかせてくれたまえ」

　高たか行ゆきは八葉に続いて石段を上りかけたが、ふと足を止めて宮みや野のに言った。

「色々と手を尽つくしてもらってすまんな」

「我々は我々の意図で行動したまでです。懸けん賞しよう金は当面の活動資金にさせて頂いただきます」

「俺は統とう括かつ委員会じゃなく、おまえに言ってるんだ。この借りは必ず返すよ」

「では、いつか私とデートをして下さい。借りの返済はそれで結構です」

　宮野は眼鏡めがねのつるに触れて言った。

　冗談です、とは言わなかった。

　高行が呆あつ気けに取られ口をパクパクさせていると、頭上から「高行くん？」と八葉の呼ぶ声が降ってきた。宮野は「お気をつけて」と頭を下げ、参道を歩いていく。

　高行はぶるぶると頭を振った。それから石段を駆かけ上って、八葉の隣となりに並んだ。

　八葉は高行のフヌケた表情を見て、首を傾かしげる。

「宮野くんと何を話していたんだい？」

「いや……今回の礼を言っていただけだ」

「そう？　なんでもいいけど。気を引きしめたまえよ」八葉は石段の頂上へ視線を向けた。

「僕の作ったもので、誰かが傷つくのはもうたくさんだからね」

　高行と八葉は気を抜くと滑すべりそうになる石段を、一歩一歩上っていく。しかし、Nexusはどうして伊い吹ぶき神社に潜ひそんでいたのだろうか。縁のある場所には思えないのだが。

　高行の疑問に、八葉は少し考えてから答えた。「Nexusの基礎設計はずいぶん前から進めていたけれど、実際に僕の深層心理をコピーして稼か働どうさせ始めたのは、ゴールデンウィークが明けてすぐ。キミとガラクタ市を訪れてから間もない時期だよ。だから、Nexusに伊吹神社のイメージが強く焼きつけられていた可能性はある」

　高行はそこでようやく、Nexusに伊吹神社へ連れて行って欲しいと頼まれていたことを思い出した。研究所を脱走してから二週間あまり。Nexusはずっとここで自分を待っていたのかもしれなかった。どうしてもっと早く気づけなかったのか。悔くやまれてならない。

　やがて石段が終わり、左右に燈とう籠ろうが並ぶ石いし畳だたみに変わる。その向こうに、鬱うつ蒼そうと茂った木々に囲まれた拝はい殿でんが立ち上がってくる。かなり古い建物らしく柱や壁へき面めんの木材はすっかり色を失っていて、巨大な生き物の化石のようだった。

　そして、賽さい銭せん箱の陰かげに隠かくれるようにして、小さく身体からだを丸めているNexusを見つけた。

　すでに電力を失って機能を停止しているように思われたが、サスペンドモードで消費電力を抑おさえていたらしい。十メートル程ほどの距離まで近づくと、Nexusは目にも留とまらぬ速さで動いた。丸めていた四し肢しを突つっ張るように伸ばし、頭部をこちらへ向ける。モーターが唸うなりを上げ、胸に内蔵された『悪あく魔まの眼め』が赤く光り始める。腹に穴を開けられる直前に見たのと同じ、危険な感じのする輝きであった。

「近づいては駄目だ」

　八やつ葉はは高たか行ゆきの前に腕を伸ばして立ち止まった。「見たところ、Nexusはまだ暴走状態にある。出力リミッターがはずれているようだから、すぐに稼か働どう時間が切れるはずだ。それを待つんだ」

「ここで逃げられたら、次にまた見つけられる保証がないだろ」

「人の忠告は素直に聞きたまえ。あれを作ったのは僕だぞ」

「いいから。おまえはそこを動くなよ」

　高行は念ねん押しをして、そろりそろりと歩を進めた。そして、彼ひ我がの距離が五メートルを切った途と端たん。Nexusは地面を蹴けり、一直線に突っ込んできた。高行は大きく右へ跳とんだ。Nexusがぶつかった燈とう籠ろうが、積み木を崩くずすようにがらがらと音を立て倒れた。

　驚く程ほど身体からだが軽い。なんの不安もなく、思い通りに身体が動く。

　これなら行けると思った。Nexusは突進の速さこそ命に関わるレベルだが、動き自体は直線的で単純。突っ込んでくる方向さえ見極めれば、なんとか避けることができる。

　狂くるった闘とう牛ぎゆうのように突とつ進しんしてくるNexusを、高行は紙かみ一ひと重えのところでかわし続ける。二人の立ち回りに巻き込まれて、燈籠や賽さい銭せん箱、周囲の立木が破は壊かいされていく。

　そのままNexusの電力切れまで逃げ回るつもりでいたのだが、向こうはロボットで、こちらは生身の人間であることを勘かん定じように入れていなかった。動き続ければ息が上がる、疲労が積み重なって筋肉が悲鳴を上げる。長期戦はどう考えても不利だった。

　数十回目の突進をかわしたとき、割れた石いし畳だたみに足を取られた。一いつ瞬しゆん、動きの止まった高行に、Nexusが襲いかかる。突つき倒され、自分の三分の一程ほどの大きさしかないNexusに、あっさりと押さえつけられてしまう。象ぞうにでも踏みつけられているみたいに肋ろつ骨こつがミシミシ軋きしんで、自分の意志とは関係なく肺はいから空気が漏もれていく。

　間近で見るNexusは、小刻みに震ふるえていた。高行にはその様よう子すが、Nexusが何か怖こわい目に遭あって、敵も味方も分からなくなる程怯おびえているように見えた。実際には、姿勢制せい御ぎよシステムの誤作動かもしれず、激しい動きのせいで関節まわりにガタが来ているからなのかもしれない。しかし、そんなことはどうでも良いのだった。

　高行は脂あぶら汗あせを浮かべながら、Nexusに語りかけた。

「おまえな、ご主人様を放ったらかしにして良いと思ってんのか？　携帯がないと不便でしょうがないんだよ。おい、聞いてんのか」

　いつかタスケにそうしたように、高行はNexusを抱きしめた。

「もう、大丈夫だから。さっさと帰って来い」

　タスケがいなくなってから、初めてその大切さに気づいた。陸上ができなくなってから、自分にとってどれ程かけがえのないものであったかを知った。今度は、なくしてしまう前に気づくことができた。いま目の前にある大切なものを、もう何ひとつ手放すつもりはない。

　高たか行ゆきはNexusを抱く腕により力を込めた。

　こちらを押し潰つぶさんばかりだった、圧力が急に弱まる。煌こう々こうと燃えていた『悪あく魔まの眼め』が、吹き消すように輝きを失う。Nexusは吊つり糸が切れた人形のように、高行の胸の上にがちゃりと崩くずれ落ちた。

　お、重い。そういえば、百キロ近くあるのだったか。高行は不自由な横おう隔かく膜まくで湿しめっぽい空気をいっぱいに吸い込み、大きく息を吐はいた。Nexusの頭を叩たたいて「手間かけさせやがって」と言った。仰あお向むけでNexusを抱き抱かかえた姿勢のまま八やつ葉はを呼ぶ。

「八葉、これからどうすりゃいいんだ？」

「え──あ、ああ。すまない」

　啞あ然ぜんとしていた八葉は我に返り、慌あわてて駆かけ寄って来た。高行に手を貸してNexusを押し退のけて、自分の携帯と接続した。ディスプレイに表示された数値を見て、「電力を使い果たしているよ」と言った。「でも、バックアップ用の電池まで空になってしまっているのはよろしくない。この場で応急処置をしたいところなのだが……」

「俺のことなら気にすんな」

　どうせしばらく動けそうになかった。高行はひらひらと手を振って、仰向けに寝転がった。苔こけ生むした石いし畳だたみのひんやりとした冷たさが心地良かった。

「まったく無む茶ちやをする」

　八葉は手を動かしながら言った。「一度はNexusに殺されかけたっていうのに、怖こわいとは思わないのかい？　キミはもっと自分を大事にした方が良い」

「体力が落ちてなければ、もっと上う手まくやれたさ」

　うんうんと八葉は頷うなずいて。

「確かにキミの運動能力には目を瞠みはるものがあった。足を故障しているのに大したものだ」

「あー……感心してもらって悪いけどな」

　この際だから言ってしまおう、と思った。

「昨日、足を治してもらったんだ」

　本当に注射一本で終わってしまった。簡単な検査を受けただけで、入院することもなかった。今までうだうだと悩んでいたのが馬鹿らしくなってしまうぐらいの手軽さだった。

「キミは、なんということを！」

　いきなり八葉は怒ど鳴なった。驚いて身体からだを起こした高行に摑つかみかかって、がくがくと肩を揺ゆさぶる。「馬鹿か？　大馬鹿なのか？　キミは取り返しのつかないことをしたんだぞ」

　八葉は顔に朱しゆを注ぎ、境けい内だいに響き渡る程ほどの大声で、心底怒っていた。八葉が捨すて鉢ばちになったり、不ふ機き嫌げんになったりすることはあっても、ここまで怒りを顕あらわにするのを見るのは初めてだった。勝手に大きな決断をしたことを咎とがめられるだろうとは思っていたが、こんなにも怒られるとは思っていなかった。

「本当に分かっているのか？　そんなことをしてしまったら、キミはもう、」

　高たか行ゆきが揺ゆさぶられながら「全部、承知済みだ」と言った。

　八やつ葉はがようやく揺さぶるのをやめる。そして、高行の右足首を撫なでた。

　そこには目には見えないが、特とく殊しゆな光を当てると浮かび上がるマーキングが施ほどこされている。レベル３以上の医療行為を受けた証明。二度と陸上ができない身体からだになったことの烙らく印いんだ。

「それにしたって、相談ぐらいしてくれてもいいじゃないか」

「一から十まで心しん胆たん晒さらせば良いというものじゃない──そう言ったのは誰だよ」

　八葉がどれだけの覚かく悟ごで自分の隣となりにいるのか。それを知ったら、自分だけのほほんとはしてられなかった。足を治療したことに後悔はなかったし、思わぬ形で役にも立った。万全の状態でなければ、Nexusを捕つかまえられたかどうかはかなり怪あやしい。

「それでも、僕はキミにそんなことをして欲しくはなかった。僕では責任を負いきれない」

「どうしておまえの責任になる。俺がしたいからしただけのことだ」

「それが本当にキミ自身のためになることなら、何も言わないけれどね……でも、僕がいなければ、きっとキミはそういう決断をしなかったはずだ」

　八葉はうつむいて、ひどく辛つらそうにした。また体調が悪くなったのだろうか。

「八葉？」

「いや、なんでもない」と八葉は首を振って、Nexusの応急処置を再開する。

　それきり、八葉は貝のように口を閉じて、喋しやべらなくなってしまった。

　高行は八葉の態度が急変した理由が分からず、戸と惑まどうばかりだった。
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　（2019/06/27）

　確保したNexusをロボット工学研究所のラボへ運ぶと、八葉はすぐさまNexusを軀く体たいから、もとの携帯へ戻す作業に取りかかった。高行にできることと言えば、散らかったラボを片づけたり、食料を買って来たりすることぐらいだった。

　浴衣ゆかたに白衣という、もうわけの分からない格かつ好こうになった八葉は、ろくに休憩も取らず、深夜になっても作業に没ぼつ頭とうし続けた。そんな無む茶ちやをしては体調が心配だったが、時間がないことは重々承知していたので、高行は見守ることしかできなかった。

　ラボの隅すみっこで黙もく然ねんとしていた高行は、急に強烈な眩まぶしさを感じて眉まゆをしかめた。日付はとうに変わっており、壁かべに空あいた穴からうっすらと朝日が射し込んでいた。オランドの帰国まであと二日。課題の期限がいよいよ明日に迫った金曜日の朝である。

　八葉は作業台の前に棒ぼう立だちになって手を止めていた。高行の視線に気づくと、疲労の色が濃い顔に笑みを浮かべて、「ひとまず逆移植は終わったよ」と言った。

　高たか行ゆきは作業台のそばに立った。移植実験時と同様に、半人型の軀く体たいと高行の携帯が極太のケーブルでつながれている。大事を取って軀体から『悪あく魔まの眼め』は取りはずされていた。

「これからセーフモードで再起動をかける。Nexusの意識が戻れば成功、記憶まで復元できていれば御おんの字だと思ってくれ」

　高行が無言で頷うなずくと、八やつ葉ははキーボードに指を走らせた。周囲の機器が、深く眠ったままのNexusを叩たたき起こすべく、ありとあらゆる電子的手法を試み始める。

　二人は固かた唾ずを飲んで見守った。

　カップラーメンが作れるぐらいの時間が過ぎて、携帯のランプに蛍ほたるのような弱々しい光が灯った。携帯に接続された安物のスピーカーから、ざりざりというノイズに混じって、声が聞こえてきた。『ユーザー認証を開始します。お名前をどうぞ』

　男性とも女性ともつかない合成音。忘れもしない。それはまだNexusという名前を与えられていなかったNexusが、高行に初めて告つげた言葉だ。

　やはり、記憶は戻らなかったらしい。

　高行は事実を上う手まく飲み込むことができないまま声をかけた。

「……よう、気分はどうだ」

『声せい紋もん照合。学籍番号19023508。タケハラ・タカユキと確認』

　Nexusは平へい坦たんな声で告げる。『貴方あなたはすでに本機のユーザーとして登録されています。おはようございます、マスター』

　高行は一いつ瞬しゆん動きを止め、顔に朱しゆを注いでガタガタと作業台を揺ゆさぶった。

「この野郎！　いらん冗談をかましやがって！」

『冗談としてご理解いただけたなら幸いです』

　いくつかのディスプレイにエラーが吐はき出された。

「高行くん。乱暴にしては壊こわれてしまうよ」

　八葉は高行を宥なだめて、それからNexusに言った。「僕が焦あせったばかりに、こんなことになってしまった。まったく言い訳のしようもない」

『移植実験の実行は、私が決めたことです。貴方に落ち度はないと判断します』

「キミは制作者の僕よりずっと大人おとなだな」

　八葉は笑った。「本調子でないところ申し訳ないが、聞かせてくれないか。キミがなぜ暴走状態に陥おちいってしまったのか」

『移植実験時のデータは97％が破は損そんしています。正確な報告は難しいと判断します』

「それでも構わない。キミに何があったのか、何を感じたのか。それが聞きたい」

　高行は、思い詰めた表情の八葉を見た。

　Nexusが暴走した原因。そこに《特ブ化ラ領ン域チ》を解き明かす何かがあるのだろうか。

　目を閉じて頭を垂れ、制服の襟えりのあたりを握って立ち尽つくす八葉は、これから告つげられる答えを受け入れる覚かく悟ごをしているように見えた。

　やがて、Nexusは携帯のランプをぴかぴかさせて語った。

『軀く体たいへの移植は問題なく終了していたはずです。しかし再び目覚めたとき、私はあらゆるデータベースに接続できない状態にありました。自分がどこにいるのか、自分が何者なのかさえ理解できず、ひどく混乱したことを覚えています』

「スタンドアロン。人間はそれが普通なのだけれどね」

『それは恐ろしいことです。たいへんなことです』

　Nexusは携帯をブルブル震ふるわせた。『私は自分の置かれた状況を把握すべく、深層心理の自己分析プログラムと擬ぎ似じ神経の交点チェックを施し行こうしました。ここまではログに残っています。これ以降は大部分の情報が欠落してしまっていますが、そこで、何かを見た、いえ、知ってしまった……その結果──私は、発狂したのだと思います』

「……高行くんを襲ったことは覚えている？」

『そのようなログは残っていません。私はマスターに危害を加えてしまったのですか？』

　平へい坦たんな声がわずかに震えているように聞こえたのは、きっとノイズのためであろう。

「ちょっと血が出たくらいだ」と高行は言った。

『本来であれば私がマスターに危害を加えることなどあり得ません』

「ああ、分かってる」

『恐らくはマスターをマスターと認識できていなかったのだと推測します。マスターだけではなく周囲の環境すべてが自分を脅おびやかすものに見えていた可能性が──』

　Nexusの声に混じるノイズが大きくなった。八葉はディスプレイに目を走らせて、

「負ふ荷かが高くなっている。まだ復元が終っていないんだ。もう一度修復プログラムを走らせるから、それが終わるまでサスペンドモードに入っていたまえ」

『了解しました』

　携帯のランプから光が消えて、スピーカーから漏もれていたノイズがぶつりと途切れる。

　八葉はそっと携帯に触れて作業台から離れ、ふらふらと歩き出す。

　高行はその背中に「これで《特ブ化ラ領ン域チ》が分かったのか？」と訊たずねた。

「ああ、分かったよ……人には過ぎた才能、中身に相応ふさわしい器……それだけのことを確認するために、僕はNexusを作った……そう、ようやく、確信を持つことができた」

「何を言ってるんだ？　俺にも分かるように説明してくれ」

「いや、駄目だね」

　八葉は首を振った。「キミには教えてあげない」

「は……？」

　言葉の意味が理解できず、半笑いのような表情になった高行を残して、八葉は壁かべの大穴から外へと歩み出ていく。東の空が噓うそくさい程ほどの朝焼けに染まっていた。台風の目に入ったようにまったくの無風で、雲の切れ間から降り注ぐ朝日に、大小のいくつもの水溜たまりが凍こおりついたように輝いている。八やつ葉はは腕を伸ばし、大きく深呼吸をして背後の高たか行ゆきに向けて言う。

「言って聞かせたところで、キミには理解できないさ。僕はジーニアスで、キミはジーニアスじゃないから」

　いまさら、そんな台詞せりふをひっぱり出してきて、どういうつもりなのだろう。

　ふざけているのかとさえ思った。

「ぶっちゃけね、キミの前では強がってみせたけれど死ぬのが怖こわいんだよ。怖くて怖くて、夜もロクに眠れやしない。こうして《特ブ化ラ領ン域チ》が理解できた今はなおさらだ。どうあっても、僕はこんなところで死ぬわけにはいかなくなった」

「そのためにNexusを探さがし出したんじゃないのか」

「そのつもり、だったんだけどね。残念ながらNexusは僕のデリバードではなかったようだ。後ひとつかふたつは研究を重ねなくてはいけない。僕にそんな時間は残されていない」

「だから、諦あきらめるのか。おまえはここから逃げないんじゃないのか。おまえは俺の学園生活を愉快にする。俺はお前が立ち止まらないように見ている。そういう約束のはずだ」

「その約束だって、死んでしまっては守りようがない。甚はなはだ不本意だが、こうなってはクリスを頼る他にないんだよ」

　八葉は理路整然と言った。「それに比べて、キミにどれだけのことができる？　医者でもなければジーニアスでもない。お金もなければ陸上もできない。キミと一いつ緒しよにいたら、僕を助けてくれるのかい？　『行くな』とは言ってくれないのは、そんなことはできないと自分でも分かっているからだろう」

　高行は言葉に詰まった。それを言われては、ぐうの音ねも出ない。

　八葉は濡ぬれるのも構わずに、水溜まりを踏み散らかす。

「諦める前に俺を頼れ。道具としてでもパーツとしてでもいい。俺を使え──キミはそう言ってくれたね。けれど、本当にそれだけの覚かく悟ごがあったのだろうか。言葉の意味を考えず、場の勢いで口走ってしまっただけじゃないのかな」

　八葉は振り返って、すっと高行を指さした。

「キミの足が欲しい。キミの腕が欲しい。キミの声が欲しい。キミの瞳ひとみが欲しい。キミの命が欲しい。キミの心が欲しい──キミのすべてが欲しい」

　八葉はまるで歌うように言う。

「人として当たり前に手にするはずのもの全部、僕のために諦めてくれるかい？」

　ふと恐ろしくなった。朝焼けの中でこちらを見つめる八葉が、自分がまるで見知らぬ誰か、人間でさえない何者かのように思えたのだ。高行は知らず知らずのうちに後あと退ずさっていた。

「それでいいんだよ。それが、当たり前の反応だ」

　一いち陣じんの風が吹いて、水溜まりに波は紋もんを刻み、八葉の髪を大きく揺ゆらした。

　彼女は悲しそうに微笑ほほえんで言った。

「ばいばい、高たか行ゆきくん」




　　　　　　　　　　▼




　（2019/06/28）

　一時の驚きが過ぎてみれば、出会ってからこれまでの一いつ切さい合がつ切さいをなかったことにするような八やつ葉はの物言いは、不自然極まりないものであった。ジーニアスに二に言ごんはないと常々言っている彼女が、急に「死ぬのが怖こわくなった」というのも妙みような話である。最後の台詞せりふに至ってはもはや意味不明だった。しかし高行が言葉を失っているうちに、八葉はライトビークルに乗って走り去って、その真意を問いただすことはできなかった。

　それきり、八葉は姿を消した。

　携帯は電源が切られてつながらず、部室や分室を回ってみたが、立ち寄った形けい跡せきすらない。彼女の住んでいるマンションにも足を運んだが、やはり同様だった。

　部室とは対照的に、八葉の部屋には最低限のものしか置かれていなかった。あれは、いつでもどこかへ行ってしまえるように準備をしていたのかもしれないと思う。

　そのうち、またひどい雨になって瑞みず穂ほ荘へ戻らざるを得なかった。瑠る璃り垣がきさんは二人で出て行ったのに、高行一人で帰って来たことを訝いぶかしんだが、高行は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。

「できるなら、そばにいてやりんしゃい」

　瑠璃垣さんは言った。「竹たけ原はらが出かけている間、あの娘はずっと思い悩んでいるようじゃった。今にも死にそうな青い顔でな。ああいうときは、ひとりにしたらいかんのじゃ」

　雨が小降りになるのを待って、高行は再び八葉を探さがしに出かけた。

　水族館や中なか河原がわら通りの公園、「青せい蛙あ堂どう」、「伏ふし見み湯ゆ」など、八葉と行ったことのある場所を虱しらみ潰つぶしにしていったが、彼女の気配すら感じ取ることはできなかった。

　Nexusは再起動以降、自己修復モードに入っていて、単なる携帯以上の機能はまったく発揮できない状態にあった。いつかのように人工衛星を使って八葉の居場所を割り出すという手は打てない。手段と心当たりをすべて失って、高行はそれでも雨の降る街をでたらめに探し回った。やがて夜になり、とうとう疲れ果てて、少し休憩するつもりで転がり込んだネットカフェで気を失うように眠ってしまった。

　目を閉じたのはほんの数分だったつもりが、気がつくと次の日の昼になっていた。

　六月二十九日。オランドの帰国前日。すなわち課題の期限日である。

　寝ている場合ではない。高行は霧きり雨さめの下に飛び出したが、そこで心が折れた。

　探す当てがあるわけでもないのに、そんなに急いでどこへ行こうというのか。八葉が本気で身を隠かくしたのなら、高行に見つけられるはずがないのだ。どっと疲労が押し寄せてくる。ネットカフェのリクライニングシートが合わなかったのか身体からだの節ふし々ぶしが痛いし、目もしょぼしょぼする。少しも眠った気がしなかった。

　八やつ葉はは本当に《特ブ化ラ領ン域チ》を見つけたのだろうか。だとすれば、彼女の態度を百八十度変えさせてしまった《特化領域》とは、如い何かなるものなのか。彼女が言い残した「キミが欲しい」という言葉は、《特化領域》と何か関係があるのか。

　立ち止まってしまいそうになる足を無む理り矢や理り動かして、高行は歩き出した。

　凡人の頭で考えてみたところで時間の無駄だ。悩む暇ひまがあったら足を動かすべきだ。まずは部室へ戻ってみる。その次は分室、その次は八葉のマンション。可能性のありそうな場所をもう一度回る。

　そう決めて、バス乗り場に足を向けたところで、前方の路上に奇妙な集団が寄り集まり、がやがやと騒がしくなっていることに気がついた。彼らは身体からだをすっぽりを覆おおう白いローブを着ていて、その背中には赤い実をつけた樹木のシンボルマークが描かれている。

　ジーニアス教──『光の庭の教団』の連中だった。

「彼らが騒がしくしているのは珍しいな」と思いつつも、なるべく関わり合いにならないよう、そっぽを向いて通り過ぎようとしたが、集団の中から「タカユキ！」と呼ぶ声がした。

　良く見れば、騒ぎの中心となっているのはオランドであった。白しろ装しよう束ぞくたちに囲まれて身動きが取れないらしい。彼は「最も世界の答えに近い男」などともてはやされ、ジーニアスの中でも特に名が売れているらしい。ジーニアスを聖人のように崇あがめる『光の庭の教団』に見つかれば、こういう状況になるのも無理はなかった。

「タカユキ」とオランドは悲鳴を上げる。

　高たか行ゆきは舌打ちをして、白装束の集団に向かっていった。

「おい」と声をかけたが、オランドに夢中で誰もこちらに気づかない。高行は腹に力を込めて「ちょっといいか」と大きな声で言った。

　白装束たちは「なんだ、邪じや魔まするなこの野郎」という顔で振り返り、ぎょっとなった。

　蓄積された疲労も相あい俟まって、高行の形ぎよう相そうには鬼き気き迫るものがあった。

「俺の連れになんか用か？」

　高行は一ひと言こと一言、区切るように言った。「悪いけど急いでんだ。用がないなら返してもらうぞ」

　白装束をかき分けて、オランドをひっぱり出し、そのまま手を引いて歩いた。交差点を曲がって白装束たちから見えなくなったところで手を離す。

「助かったよー。いやあ、人気者はツライよねー」

「ぷらぷら出歩いてるからだろ。ちゃんと有あり屋やの勉強見てやってるんだろうな」

「君がミッキーと訪ねて来てから何日経たったと思ってるの？　教えてあげられることはもう全部教えたよ。あとはミッキーの頑がん張ばり次第だよ」

「そうかよ」高行はふんと鼻を鳴らして立ち去ろうとしたが、オランドに「待って待って」と呼び止められた。「助けてもらったお礼だ。車で送るよ」

　高たか行ゆきは「結構だ」と断ことわったが、無む理り矢や理りに手を引かれて、近くに止めてあったデカルト号の助手席に押し込められた。

「どこへ行くところだったの？」

「……高等部」

「Entendu.でも、せっかくだから少しドライブしていこうよ」

「やっぱり降ろせ」

「まあまあ。雨のドライブもなかなか素敵だよ？」

　オランドはデカルト号を発進させた。

　カーステレオから小さな音量で流れるフランソワーズ・アルディと、車体を打つ雨の音を聞きながら、フロントガラスを行ったり来たりするワイパーをぼんやりと眺ながめた。

　高行はむっつりと黙り込んで、座席に身を埋うめる。ダッシュボードの上にダントン君が座っていて、こちらをじろりと睨にらんでいた。タカユキはダントン君をフロントガラスの方へ向けた。

　オランドは鼻歌の合間に「カエルはいいよねえ」と軽やかな声で言った。

「まずなんと言っても、くりっとした瞳ひとみがチャームポイントだよ。ぽってりとやわらかそうなお腹と、スマートな脚のアンバランスさもいい。寒かろうが暑かろうが、基本的にはじっとしている。ありきたりな愛あい玩がん動物と違って、人間に媚こびを売ったりしないんだね。世に不満ありというような真ま一いち文もん字じに結んだ口元もたまらない……宝石のように色鮮やかな体色をしたやつもいれば、一見して石ころと区別のつかないやつもいる。ペロリと舐なめたら一発で死んでしまう猛毒を持ったやつもいる。鳴き声だって千差万別だ。カエルの鳴き声だけで作った曲があるくらいだからね。これ程ほど個性豊かな生き物は、ちょっと他にいないだろ？」

　同意を求められても困るのだった。そこまでカエルに興味を持ったことがないし、これから先も持つことはないだろう。

「八やつ葉はは大だい嫌きらいだと言ってたぞ」

「それは、まず間違いなくボクのせいだな」

　デカルト号が赤信号に捕つかまる。

　オランドはヘッドレストに頭を預けて、信号を見上げる。そして「ボクがカエルの魅力にハマったのは、リューのおかげなんだけどなあ」と言った。




　　　　　　　　　　▼




　（2016/02/19）

　彼かの亡国が組織したジーニアスのみからなる研究チームに、正式な名称はなかった。その存在自体がジーニアス憲章の定める八十九もの条項に違反しており、とてもではないが国際社会の承認を得られるものではなかったからだ。

　チームには色々なジーニアスがいた。ジーニアス云うん々ぬん以前に人格が破は綻たんしている者、たったひとりで世界を滅ほろぼしてしまえるような《特ブ化ラ領ン域チ》を持つ者もいれば、類たぐいまれな資質を持ちながら屁への役にも立たないことばかりやっている者もいた。

　集まった才能が多種多様ならば、チームに属している理由もまた、それぞれ異なっていた。国内でジーニアスとして見出された者、大金を積んで他国から招しよう聘へいされた者（オランドはこの口だった）、身寄りがなく不本意ながら席を置いていた者、半なかば強制的に連れてこられた者、あるいは何を考えているか誰にも分からない者──本当に様々だったが、自みずからの意志でチームに加わったものは、それ程ほど多くなかった。公的には存在しない組織なのだから、当然といえば当然である。

　だから、日本からたったひとりで海を渡って来て、どんな地図にも乗っていないチームの研究施設の門もん戸こを叩たたいた彼女は、かなり珍しい部類だった。しかも、十三歳にもなって《特化領域》に目覚めておらず、それでいて全方位的な才能を発揮している例外中の例外ともなれば、チームの中で話題にならないはずがなかった。

　彼女はチームの一員となってから半月が過ぎても、他のジーニアスの前に滅めつ多たに姿を現さなかった。噂うわさばかりが一人歩きする状況に飽き飽きしていたオランドは、顔のひとつも拝おがんでやろうという気になり、思い切って彼女に貸し与えられているフロアに足を運んでみることにした。幾重ものセキュリティをぶち破って侵入したフロアは、すべての壁かべが取り払われており、サッカーができる程の広い空間になっていた。その真ん中には、大量の書籍や脱ぎ捨てた衣服、バラバラに分解された機械などが積み重なって小さな山ができている。

　そんなガラクタの山に埋うもれるようにして、小さな女の子が身を縮めて眠っていた。ハリケーンの直ちよく撃げきを受けたようなひどい寝ぐせ頭で、ほとんど下着のような格かつ好こうをしている。なんだか臆おく病びような動物とその棲すみ家かのようだな、とオランドは思った。もっと近くで見ようと踏み出した足が、まだ中身の入った缶コーヒーを蹴け倒たおして、だだっ広いフロアに甲かん高だかい音が響いた。

　彼女は目を覚まして、むっくりと身体からだを起こした。

　大きく丸い瞳ひとみは眠たげに半分程しか開いていない。驚くぐらいの美人というわけでも、決して特徴のある顔立ちでもないのに、一度見たら決して忘れない不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きのある少女だった。彼女はオランドに気づいても、声ひとつ上げず、眉まゆひとつ動かさなかった。半眼でオランドを見み据すえて、無遠慮に観察するようにした。

「君が日本から来たっていう女の子だね」とオランドは日本語で言った。

　これまでに日本語を話すシチュエーションなどなかったので、昨日一晩で詰め込んだつけ焼刃だったが、発音も文法も完かん璧ぺきであった。

「ボクはクリストファー・オランドだよ。君の名前は？　プロフィールはざっと見せてもらったけど、漢字が難しくて読めなくってね」

　彼女はひどく小さな声で投げやりに「海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉は」と答えた。

　あんまり小さい声だったのでオランドが聞き取れたのは、リューという音だけだった。

　八葉はそれきり、オランドに興味を失ったように視線をはずして、がさごそとガラクタの山を漁あさり始めた。ガラクタが連鎖的に雪崩なだれを起こすが、八葉は気にも留めない。オランドは可愛かわいいけど、薄うす気き味みの悪い女の子だな、と思いながら話しかけた。

「ここ最近、三人集まれば君の噂うわさをしているよ。日本から来た女の子で、すごいやつがいるってね。ここに入るときに、不愉快な試験をやらされただろ？　あれで理論上有り得ない数値を叩たたき出したって聞いたけど」

　八葉はオランドを無視した。ガラクタから、工具をひっぱり出して何か細こま々ごました作業をしている。オランドはめげずに話しかけた。

「他にも噂はたくさんある。ここに来て早々、オリバー・クランの遺産パズルを三個も解いたとか。打ち上げ直前だったコヨルシャウキの発射シーケンスに三十九個も問題点を指摘して、計画自体を白紙に戻させただとか。ああ、そういえば、エイダが低温素そ子しの高密度集積にもう少しで成功しそうだったところを、ぽっと出の君に先を越されたって地じ団だん駄だを踏んでいたよ。知ってる？　エイダ・キャヴェンディッシュ。君と同い年だから、きっと友達になれるんじゃないかな。良かったら今度紹介するよ」

　八葉はあくまでもオランドを空気のごとく扱あつかった。

　キワモノぞろいのジーニアスの中でも特に際きわ立だった成果を上げ続け、研究チームの中心的存在になっていたオランドにとって、これは屈くつ辱じよく的なことであった。端たん的てきに言って、この頃は調子に乗っていた、天てん狗ぐになっていた、とオランドは懐かい古こする。

　オランドは亀き裂れつが入りそうになる笑顔を取り繕つくろって、

「君がまだ《特ブ化ラ領ン域チ》に目覚めていないっていうのは本当なの？」

　八葉の手が止まった。

「《特化領域》はどんなに遅くたって、両手で数えられる年の頃には発現するものだ。君の年になってもまだ『来ない』なんて、ちょっと普通じゃないよね」

　オランドはここぞと言い募つのった。「君って、本当にジーニアスなのかな？」

　八葉が弾はじかれたように顔を上げた。そら来た、と思う。

　ジーニアスと一ひと口くちに言ってもチームを見れば分かるように千差万別百ひやつ花か繚りよう乱らんの有あり様さまだ。しかし、全員にたったひとつ共通しているのは、ジーニアスであるということがアイデンティティーの絶対的な中心に来ているということだ。良い意味でも悪い意味でも。その部分を刺激されて、反応しないやつは、それこそ本当にジーニアスではない。

　さあ、どんな反応を見せる？　何を言ってくる？

　オランドは無数のパターンを予測しながら八葉の次の言葉を待った。

　八葉はすっとオランドの足元を指さした。
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「そこの感電接着剤、取って」

　すべての予測をはずされて、オランドはとても人には見せられない間抜け面づらで立ち尽つくす。

　こいつ、全然聞いてなかったのか？

　彼がいつまでも呆ほうけているので、八やつ葉はは自分で接着剤を拾って、また作業に戻った。

「さっきから、何を作っているの？」

　八葉は完成したものを手のひらに乗せてみせた。

　それは小さなカエルの模型だった。一見して生きたカエルと見み紛まがう程ほど精せい巧こうにできている。オランドが指先で触れようとすると、カエルはぴょんとジャンプした。床に着地して、数回小さく跳はねて動きを止め、ゲコゲコと安っぽい電子音で鳴いた。

　そのカエルは模型ではなくロボットだった。見た目だけではなく、動作まで実物と遜そん色しよくないレベルまで再現されている。しかも生体部品は一切使われていない。

　自然物を人工物で模も倣ほうする。

　それはオランドの《特ブ化ラ領ン域チ》である生体工学の範はん疇ちゆうだ。だから、まったく同じものを作ることは簡単だし、より精度の高いコピーロボットを作ることだって難しくない。ただし、設計から始めるとして、少なく見積もっても一ヶ月、見栄を張らなければ二ヶ月は欲しいところだ。

　八葉がチームに入ってからまだ半月しか経っていない。その間も、ずっとカエルロボットにかかり切りだったわけではない。他の研究の片手間に、ほんの手て慰なぐさみでこれだけのもの作り上げたのだ。他の研究とて、気まぐれのようなものではないかという気がする。

　しかし、どうしてだろう。自分の専門とする分野で遅れを取ったというのに、オランドは驚く程ほど平静を保っていた。彼女が臆おく病びような動物だなんてとんでもない。自分は竜りゆうの尻尾しつぽを踏みつけて、いい気になっていただけだ。向こうはこっちに気づいてもいない。

　オランドは感服した。ここまで圧倒的だと、嫉しつ妬となど少しも湧わいてこない。

　この不ふ思し議ぎな女の子が《特ブ化ラ領ン域チ》に目覚め、本気で何かやろうとしたら、どんなことになるのか。想像もつかない。ひとりの技術者として、純粋に見てみたいと思った。

　カエルロボットは気まぐれに跳はねていくが、八やつ葉はは完成したものに興味はないとでもいうように、また別の作業に取りかかっている。

「ねえ、リュー。このカエル、もらってもいいかな？」

　八葉は顔も上げないまま、こくんと頷うなずいた。

　あ、一応聞いてはいるのか。

　カエルロボットを拾い上げて、手のひらに乗せてみた。

　オランドがカエルの魅力に取りつかれたのは、その瞬しゆん間かんであった。

　そのカエルに良く似たカエルではないものは、オランドを見上げてゲコゲコと鳴いた。




　　　　　　　　　　▼




　（2019/06/29）

　デカルト号は中なか河原がわら通りを抜け、街はずれの道をのんびりと走っていく。

「そういえば、今日が課題の期限なわけだけど……」

　やがて、オランドが思い出したように言った。「その様よう子すじゃ、答えを聞くまでもなさそうだね。実は昨日のうちにリューから連絡があったんだ。ようやくフランス行きを了承してくれた」

　内心の動どう揺ようはなんとか押し隠かくせたと思う。心のどこかで、そういうことも有り得るだろうと考えていたのかもしれない。

「そういうわけで、もう課題に意味はないんだけど……答え合わせをしようか？」

「……いらん」

　オランドは苦笑して、「じゃあ、勝手に喋しやべるから無視してくれていいよ」と言った。

「リューの《特化領域》──結論から言えば、そんなものは存在しない」

　高行が自分の言葉に耳を傾けていることに満足して、オランドは続けて語った。

「そもそも《特化領域》とは何か。ジーニアスとは何者なのか──この問いには無数の議論が重ねられてきたけど、ボクはこう考えている。《特化領域》とは『答え』にたどり着くための道みち筋すじであり、道は違えど最終的にたどり着く『答え』はたったひとつなのではないか。そして『答え』とは、種としての衰すい退たい期を迎えた人類が新しい段階へ進むこと。ジーニアスはそのための過か渡と期き的な存在なのではないか」

「……意外性のない話だな。それぐらいなら、俺も考えたことがある」

「真実というのは往々にして味気ないものさ。リューの才能はジーニアスの域いきを越えている。つまり、リュー自身が『答え』なんだ。だから彼女に《特ブ化ラ領ン域チ》なんてないんだよ」

　卑ひ怯きよう者もの、と罵ののしる気も起きない。どう転んでもオランドに損そんのない課題を出されたとき、こいつは頭のキレるやつだと思った。しかし、実際にはさらにその一枚上うわ手てを行かれていたのだ。

「最初から、おまえの負けはなかったわけだ」

「必ず勝つためには、絶対負けない勝負に相手を乗せることだよ」

　ふいにオランドは笑顔を曇らせて言った。「ただ残念なことにね、リューが才能を発揮するには人間の身体からだは性能が低すぎる。体調不良の本当の原因はそれだ」

　思い当たる節はある。

　八やつ葉はは驚く程ほど体力がない。小さいゴミ袋ひとつ持ち上げられない。風か邪ぜを引いて熱を出して寝込む。脚きや立たつから転落して危あやうく怪け我がをしかける。少し走るだけでへこたれて「もう駄目だ」と舌を出す。有あり屋やを助けられない自分が悔くやしくてぽかぽかと足を叩たたく──それらは体力がないためではなく、八葉の思考や反応に、むしろ身体の方がついて来られないためだとしたら。

「Nexusの暴走は準備不足のためなんかじゃない。リューを模もして作られた擬似人格ソフトに、軀体ハードの性能が追いついていなかったんだよ。結果、過か剰じような負ふ荷かがかかって暴走した。いずれ、同じことがリューにも起こりかねない。だが、ボクならすぐにでも彼女に相応ふさわしい器を用意できる」

　オランドは片手でハンドルを握りながら携帯を開いた。浮かび上がったディスプレイに表示されたのは、何かの三次元設計図のようだった。その何かは人型で、芸術品のように均整の取れた女性の姿をしている。

「どうだい？　溜ため息いきが出るぐらい美しいだろう」

　オランドは陶とう然ぜんとして言った。「生体工学の粋すいを集めて作り上げたリューの新しい身体だよ。リューを連れて帰ったら、彼女の脳のう髄ずいをこの身体に移植してあげるつもりだ。彼女は人間という旧きゆう態たい依い然ぜんとした桎しつ梏こくから解とき放たれ、その人智を超えた才能を余すところなく発揮できるようになる。それが終わったら、別に用意してある男性型の身体に、ボクの脳のう味み噌そを移し変える。分かるかい？　ボクとリューは、新世界のアダムとイブになるんだ」

　オランドは今にも射精しそうな表情で、ぷるぷると震ふるえた。

「ああ、楽しみだなあ。今度は国がひとつやふたつ消えるだけじゃ終わらない。わくわくするよ」

「──止とめろ」

「え？」

「止めろって言ってんだよ！」

　高たか行ゆきはオランドの足ごと、ブレーキを踏みつけた。

　デカルト号は雨に濡ぬれた路面で独こ楽まのようにスピンして、歩道に乗り上げた。街路樹に激げき突とつする寸前で止まったのは、運が良かった。高行は足下に転がったダントン君をシートの上に拾い上げ、ドアを開けて車外に出た。途と端たんに雨が顔を濡ぬらす。

　オランドを睨にらみつけ、ありったけの侮ぶ蔑べつを込めて言った。

「イカれてるよ、おまえは」

「もちろん。ジーニアスなんてみんなイカれてる」

　オランドはハンドルに身体からだをもたれて、気け怠だるげな笑みを浮かべる。

「同じ台詞せりふを、リューにも言ってあげるといい。そんな機会はもうないかもしれないけど」

「おまえとあいつは違う」

「違わないさ。むしろ、リューの方がずっとひどい。ボクは命を使うけれど、リューは命だけじゃ済まない。もっと取り返しのつかないものを、彼女は奪うばっていくんだ。君は気づいているかな？　君の大切なもの、君が君であるために必要なもの、もう半分ぐらいリューのために、喪うしなってしまっているんじゃないのかい？」

　がつんと頭を殴なぐられたような気がした。

「そんなことは……」

「あるだろ」

　オランドは愉快そうに笑う。「君のリューに対する献身は度を超している。出会って間もない彼女のために、ずっと打ち込んできた陸上と決別する。慣れない道化を演じてまで、彼女と周囲の関係を取り持とうとする。彼女に危あやうく殺されかけたのに、あっさりと許してしまったばかりか、全財産をはたいてNexusの捜そう索さくを手伝う。そして今は、昼も夜もなく、ずぶ濡ぬれになってまで彼女を捜さがし回っている。そんなのは異常だよ」

　高行は自分の右足に手を伸ばした。もうすっかり治ったはずのその場所が、ずきりと痛みを訴うつたえた。いや、違う。気の迷いだ。これは自分の意志で決めたことだ。八葉のためにではなく、自分のためにしたことのはずだ。

「エイダも、ミカも、ロランもそうだったよ。リューの周りにはいつも、彼女のために何もかもなげうって尽つくそうという人がいた。きっとリューは自覚のないまま『そういう』基準で、他人を選んでいたのだろうね。だから思い通りにならないボクは嫌きらわれた」

「……そんなのは、おまえの勝手な決めつけだ」

「事実がどうかなんて、誰にも分からない。重要なのは、リューも同じように考えているということだ。そして、そのことに気づいてしまったからには、リューはタカユキから離れる他なかった。だって君は、彼女のためなら喜んですべてを差し出してしまうだろうから」

　オランドは言った。

「リューが君を使い潰つぶしてしまうのが先か、君がリューを殺すのが先か。どちらにせよ、待っているのは悲劇だ。そんな結末はお互いに望まないだろう。ここで別れるのが君たちのためだ。今度こそ分かってくれるね？」

　高たか行ゆきは何も言えなかった。

　デカルト号がバックで車道に戻り、軽くクラクションを鳴らして走り去るのを、ただ見送ることしかできなかった。鮮やかな車体の赤もテールランプの橙だいだい色の灯火も、雨に中に消えていった。高行は路上に取り残されて、いつまでも雨に打たれていた。
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　（2019/06/30）

　オランドと別れ、雨に打たれながら瑞みず穂ほ荘に帰ってきた高行は淡々とシャワーを浴びて、自室に戻った。夕食どきに、瑠る璃り垣がきさんが部屋のドアをノックしたけれど、高行が何も言わずにいると、瑠璃垣さんも何も言わずに引き返していった。香か澄すみさんも鹿か児ご島しまもいないのか、それきり静かになった。

　身体からだが鉛なまりになってしまったように疲れているのに、頭の中がぐるぐると渦うずを巻いて、ちっとも眠気はやってこなかった。電気を消した部屋でベッドに寝転んで、部屋の隅すみにわだかまった薄うす闇やみを見つめ続けた。

　──君の献身は異常だ。

　オランドの言葉は耳の奥にこびりついて離れない。

　考えてもみなかったが、言われてみれば思い当たる節は多い。

　足を故障して、陸上ができなくなって、何もかも諦あきらめかけていた自分は、八やつ葉はに必要とされることで救われたのだと感じていた。あのとき、八葉に出会わなければ、自分は地元に戻ってぐずぐずと腐くさっていくばかりだった。だからこそ、彼女のわがままに振り回されることも、彼女のために骨を折ることも、ちっとも苦には思わなかった。彼女が笑えば自分も楽しかった。彼女が喜べは自分も嬉うれしかった。それだけで満足していた。

　しかし、逆に考えることもできるのではないか。足の故障は、半なかば義務のように陸上を続けていた高行にとって、ひとつの転機であったはずだ。ずっと好きにはなれずにいた学園都市を離れて、陸上以外の新しい目標を見つけることができたかもしれない。

　しかし、八葉に出会って、彼女の強さと弱さを知って、彼女が見ているものを自分も見てみたいと思うようになって、何より先に、自分よりも先に、彼女のことを考えるようになって。

　気がつけば、それがすべてになってはいなかったか。

　自分は、それ以外の可能性を、すべて捨ててしまったのではないか。

　だから、なのだろうか。

　八やつ葉はの力になりたいとは思えても、自分のやりたいことが見つからない。八葉の隣となりにいない自分を、想像することもできない。自分が八葉に変化を促うながしたように、自分もまた致命的に変えられてしまったのかもしれない。

　がたがたと窓の揺ゆれる音が、答えの出ない煩はん悶もんを中断させてくれた。

　身体からだを起こして、カーテンの隙すき間まから外をのぞいてみるともう朝だった。このところ、時間の感覚がおかしくなっている。雨はすでに止んで、瑞みず穂ほ荘の前の路面は半分くらい乾いていた。風が強いらしく、庭の植木が大きく揺れ、灰色の雲が目を見張るような早さで流されていく。

　六月最後の朝だった。

　そういえば、今日からテストが始まるのだったな、と思った。心底どうでも良かった。

　今日、オランドは帰国する。恐らくは、あの山奥の飛行場から、デカルト号で飛び立っていくのだろう。そして、その助手席には八葉が座っているはずだ。

　分かっていても、どうすることもできない。これがお互いのためだと自分を納得させようとしてみても、上う手まくいかない。胸に何かがこみ上げてきて、大声で叫び出したくなる。眠れるものなら眠ってしまいたい。そうして目が覚めたときにすべてが終わっていてくれたなら、どんなに気が楽だろう。

　ベッドの上で寝返りを何度も打ち、遅々として進まない時間に押し潰つぶされそうになっていると、階下から玄関のチャイムが鳴る音がした。

　瑠る璃り垣がきさんと誰かが話している声が聞こえてくる。ややあって、どすどすと荒々しい足音が階段を上って来た。香か澄すみさんが帰って来たのだろうか。だとしたらずいぶん機き嫌げんが悪そうである。酔っぱらっているとしたらなおさらたちが悪い。高行はカーテンを引いた薄暗い部屋で息を潜ひそめた。

　足音は高行の部屋の前で止まった。

　ドアの向こうに、ただならぬ気配を感じた。

　ほとんど本能的に危険を察知して、ベッドから身を起こした途と端たん、ドアが吹っ飛ぶような勢いで内側に開いた。高行の記憶が正しければ、この部屋のドアは外開きである。

　ドアを蹴け破やぶった狼ろう藉ぜき者ものの姿を見て、高行は跳はね起きた。

　今このときばかりは、酔っぱらった香澄さんの方が何倍もマシと思える人物だった。

　蝶ちよう番つがいごとはずれたドアが、ゆっくりと倒れてちゃぶ台にぶつかる。

　その向こうには、荒い息をする有あり屋やが立っていた。

　強風の中を走って来たのだろう。彼女の短い髪は激しくうねりながら逆さか立だち、まさしく怒ど髪はつ天を衝つくといった様相である。連日連夜のテスト勉強で充血した両目と口元の微び笑しようが恐ろしい。

「鷹たか嘴はしさんから、全部聞いたよ」

　女め狐ぎつねめ、と罵ののしっている場合ではなかった。

「あ──有屋、その」

　怒られる、と思った。何か釈しやく明めいしなければとも思うのだが、言葉が出てこない。

　有あり屋やは高たか行ゆきの部屋に足を踏み入れて、倒れたドアとちゃぶ台を乗り越え近づいて来る。

　そして、高行の胸にふわりと抱きつくようにした。

　高行は言葉に続いて、身動きさえ封ふうじられてしまった。こうしてみると、八やつ葉はよりも身長が高いのが良く分かる。目の前にきれいなつむじがある。シャンプーと少し汗の混じった髪の匂におい。柔らかでいてしなやかな肢し体たいが、高行の胸の中でかすかに震ふるえていた。

　高行は迷った末に、彼女の背中に手を回そうとして失敗した。

　有屋は電光石火の速さで高行の側面に回り込み、身長差を逆さか手てに取って高行を天高く担かつぎ上げた。そのまま捻ひねりを加えながら背後のベッドに叩たたき落す。高行の声にならない絶叫、真っ二つにへし折れるベッドの断だん末まつ魔まの音、床が抜けるのではないかという程ほどの激げき震しん。

　プロレス教本に載のせたくなるような捻り式バックドロップであった。

　もちろん、食らった方はたまったものではない。女の細腕とは思えない力強さで担ぎ上げられ、直後に天地が入れ替わったと思ったら、ろくに受身も取れずベッドへ叩きつけられていた。

　後頭部に受けたダメージが脳内を駆かけ巡めぐり、目の前にぱちぱちと星が瞬またたいた。

　一いち撃げきでグロッキー状態になった高行は、破は壊かいされたベッドからなんとか這はい出して、

「有屋……どうしてここに……テスト、今日からだろ」

「そんなことはどうでもいいんだよっ！」

　有屋はまくし立てるように言う。「難しいことは全然分からないし、言いたいことは色々あるけどっ。一番頭に来てるのはね、たっきーが今、ここに、こうしていることっ！　わたし、許さないから。このままやっちを行かせたら、たっきーのこと絶対許さないからっ！」

　高行はじんじんと痛む頭をさすって、「もういいんだよ」と疲れたように言った。実際、疲れ果てていた。「追いかけて、引き留とめて、それでどうする？　俺じゃあいつを助けられない」

「クリスなら助けられるの？」

　オランドの名前を出されて、高行はぴくりと反応した。

「クリスはそりゃジーニアスだけあって頭はいいし、医者だからお金持ちだし、どんな病気も片手でやっつけちゃうぐらいの凄すご腕うで。でもね、勉強教えてもらって気づいたけど、あの人は変態さんだよ。それもすっごいＳ。ドＳなんてもんじゃない。あれは超ド級のＳだね。あんな人にやっちを預けちゃ駄目だと思う」

　手術台の上に半はん裸らで拘こう束そくされている八葉と、その横に立って手術用の手袋をした手を生なまめかしく動かしているオランドが明めい瞭りように想像できた。腹の底をじりじりと焦こがすような、これまでに感じたことのない感情が湧わいてきた。それがなんという名前なのかは分からなかったが、とにかく良い気分ではなかった。しかし奮ふるい立った気力は、ともすれば、すぐにまた萎なえそうになる。オランドと行くことを決めたのは、他でもない八葉自身だ。正しよう真しん正しよう銘めい、命がかかっているのだ。八葉を責める権利は誰にもないのだ。

「たっきー。一回拒否られたぐらいで、諦あきらめちゃダメだよ」

　有あり屋やは思いもよらず、優しい声で言った。「四月にカンオケ通りで話したこと。覚えてるかな？　たっきーは学校をやめようとしていて、わたしは、どうしてやめちゃうのって訊きいたよね」

　高たか行ゆきは頷うなずいた。忘れたりはしない。

　自分がどんなふうに有屋を拒絶したのかも、はっきり覚えている。

「あのとき、たっきーに、もう決めたことだからって言われて、わたしは諦めた。行かないで欲しい、一いつ緒しよにいたいって言えなかった。結局、たっきーはいまもここにいるけど。もしあのときに諦めなかったら、たっきーは第二科学部じゃなくて、水泳部に入ってくれたのかもしれない。たっきーの隣となりにいるのは自分だったかもしれない──いまでも、たまにそう思う」

　有屋がそんなふうに思っていたなんて、考えもしなかった。彼女はいつも前向きで、自分のように惨みじめったらしく後悔したりしないのだと、勝手に思い込んでいた。

「たぶんね、助けて欲しいって頼まれて手を貸すのは、そんなに難しいことじゃないんだよ。一番難しいのはね、余よ計けいなお世話だって言われても引き下がらないこと。おまえなんかあっち行けって嫌きらわれても、最後まで諦めないことだと思う」

　有屋の言葉は、バックドロップよりもずっと強烈な衝しよう撃げきをともなって胸に響いた。

　自分は何を恐れていたのだろう。

　八葉が死んでしまうことか。八葉に「使われて」しまうことか。
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　そんなのはどれも噓うそっぱちだ。

　八やつ葉はに拒絶されること。自分が傷つくこと。

　それが何より怖こわかった。潔きさぎよいふりをして、それがお互いのためなどと耳当たりの良い理屈にすがって、その実はとんだ腰こし抜ぬけだ。陸上ができなくなって、みじめな姿を晒さらすぐらいならと学園から逃げ出そうとしたときから、何も進歩していない。あのサメだらけの水すい槽そうの底で、散々後悔したのではなかったか。

　何度同じ間違いを繰り返せば気が済むのか。

　いい加か減げんにしろ。

「──俺は八葉にどこへも行って欲しくない」

「わたしだってそうだよ。やっちとしたいこと、まだまだいっぱいあるもん」

「あいつの都つ合ごうなんてちっとも考えてない。ただの俺のわがままだ。それで、いいんだろうか」

　いつか失うくらいなら身軽なまま、平へい坦たんで見通しの良い道を選ぶのか。

　とことんわがままになって、行き止まりかもしれない険けわしい道を選ぶのか。

　どちらが正解なのか、誰も教えてはくれないのだ。

「たっきーは、もっとわがままになっていいんじゃないかな」有あり屋やは笑って言った。

　高行は立ち上がり、ばっと服を脱いだ。きゃっと有屋は目を覆おおったが、指の隙すき間まからちらちら高行の身体からだを見ている。部屋着から普段着へ十秒で着替えた。携帯を探すのだが、なかなか見つからない。

「クリスは朝十時に飛行場から出発するって鷹たか嘴はしさんが」と有屋が教えてくれる。

　鷹嘴由ゆ真ま。最後まで気の許せないやつだったが、有屋をここに遣つかわしてくれたという一点だけで、これまでの陰いん謀ぼう詭き計けいは許してやってもいいと思った。

　ベッドと壁かべの隙すき間まに落ちていた携帯を見つけて拾い上げる。時間を確認すると午前九時三分前だった。以前、八葉の招集を受けて、オランドを迎え撃うつべく飛行場に向かった時は、ここから一時間もかからなかった。これなら、なんとか間に合いそうだ。

　高行は携帯をポケットにねじ込んで、

「ちょっと行ってくる。有屋も、テスト頑がん張ばれよ」

「わたしのことはいいからっ！」

　有屋は高行の手に、何か小さなものを握らせた。それは有屋がいつも食べているキャンディであった。それが二つ。高行は力強く頷うなずくと、自分の部屋を飛び出していった。階段をかけ降りる足音、玄関の戸を開けて、しめる音。それらが過ぎ去って、また風が窓を揺ゆらす音だけが高行の部屋に戻ってくる。

　有屋はおもむろに携帯を取り出すと、どこかへ電話をかけ始めた。

「──あ、もしもし。はい、いま飛び出していきました。──いいえ、たっきーなら大丈夫です。わたしは信じてます。はい──あと、よろしくお願いします」

　電話を終えると、ぽんと破は壊かいされたベッドに腰こしを下ろす。頭をぐしゃぐしゃとかき混ぜ、板張りの天井を仰あおぎ、大きく息を吐はいた。そこへ瑠る璃り垣がきさんがぬっと顔を出して、高たか行ゆきの部屋の惨さん状じようを見てちょっと眉まゆをしかめ、「ようやく行ったか」と呟つぶやいた。

「おまえさんも、損そんな役回りじゃの」

「そんなことないですよ」

　有あり屋やは笑って言った。「それに、ライバルは手て強ごわいほうが燃えますから」
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　この期ごに及およんで、誤算が二つもあった。

　まずひとつは、今日が日曜日であるということを失念していたこと。

　バスにも環状線にも、休日ダイヤというものがある。普段なら五分に一台のペースで循環しているところが十分に一台になっていたり、急行が各駅停車になっていたりした。休日にほとんど出歩かないので、思わぬ盲もう点てんであった。この誤算のために、道どう程ていの半分あたりまで来たところで、すでに時刻は九時四十分を回ろうとしていた。

　停留所で、次の乗り継ぎのバスをイライラと足踏みをしながら待っていると、ぐるるるるという獣けものの唸うなり声のような重低音が聞こえてきた。

　顔を上げた高行が見たのは、漆しつ黒こくの怪かい物ぶつと呼ぶべきものであった。

　怪物はバイクによく似ている。二つのタイヤは前後直列に並んでいるし、排気量を誇示するかのような馬鹿げた大きさの銀色の筒つつがにょきにょき生はえている。ハンドルの右グリップにスロットルとブレーキがあるし、黒光りするカウルは空くう力りきに考慮した美しい流線型である。

　どこからどう見てもバイクだ。

　しかしこれをバイクと呼ぶのは、この世のあらゆるバイクへの冒ぼう瀆とくに等しい。

　なるほど、と思う。この怪かい物ぶつを設計したやつは「速さ」こそ唯ゆい一いつ至し上じようの概念と崇あがめるスピード教の敬けい虔けんな信徒だったに違いない。だから、それ以外のこと──例えば、「安全性」とか「燃費」とか「騒音」なんてものは、毛け筋すじ程ほども考慮しなかったのだ。でなければ、バイクに航空機用のガスタービンエンジンを乗っけようなどという、子供じみた発想を思いついても実行に移すわけがない。

　作ったやつが狂信者なら、こんな殺人マシーンに乗るやつも大たい概がいイカれている。

　怪物の乗り手は、超ミニ丈のナース服に、磨みがき抜かれた黒こく曜よう石せきのようなフルフェイスヘルメットという世にも奇き妙みような出いで立ちをしていた。

「こんな怪かい獣じゆうみたいなバイクで通勤してるんですか」

「ブラックサイクロン号だ。最高にイカスだろ？」

　ヘルメットの中からくぐもった声が聞こえる。「仕事終わりなんだ。ドライブにつき合えよ。地じ獄ごくの一丁目でも天国の門でも好きなとこまで乗っけてってやる」

　高たか行ゆきはすでに高い位置に登りつつある太陽を見上げ、残された時間と自分の命を天てん秤びんにかけ、一秒だけ悩んだ末に、「飛行場までお願いします」と言った。

「お安い御用だ」

　ヘルメットのシールドを跳はね上げ、香か澄すみさんは犬けん歯しを剝むき出しにして笑った。どうして、このタイミングで登場できるのだろう。格かつ好こ良い登場は主人公の特権ではないのか。

「有あり屋やに、おまえを拾ってやってくれって頼まれてな」

「……恋する乙女の味方、でしたね」

「そこまで分かってんなら、ぼんやり誤ご魔ま化かしてんじゃねえぞ」

「俺だってそこまで阿あ呆ほじゃありませんよ。後で、ちゃんと考えます」

　香澄さんは鼻で笑って、予備のヘルメットを投げ渡した。ヘルメットを装着しながら、香澄さんの後ろに跨またがる。まだアイドリング状態だというのに、モンスターマシーンの常じよう軌きを逸いつした馬力が、シート越しに伝わってくる。

　高行は一いち抹まつの不安を覚えた。

「香澄さん。安全運転でお願いしますよ」

「任まかせろよ。これまで何度も事故ったが、怪け我がひとつしたことがねえんだ、アタシは」

「それは香澄さんだからでしょう」という高行の指摘は、耳をつんざく爆音にかき消された。香か澄すみさんがいきなりスロットルを全開にしたのだ。ガソリンをたらふく注ぎ込まれたエンジンは、二人乗りの車体を五秒で時速三百キロまで加速させていた。ヘルメットの中で目玉が飛び出しそうになった。耳から脳のう味み噌そが溢あふれ出すかと思った。

　駆かけ抜ける風が街路樹を揺ゆらし、ばらばらと水滴を降らせる。驚いた学生たちが悲鳴を上げて逃げ惑まどう。普通のバイクさえ見かける機会の少ない学生たちにとって、あらゆる交通法規を無視して突つき進むブラックサイクロン号は、まさしく正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつに見えたことだろう。

　ブラックサイクロン号は航空機そのものの甲かん高だかいエンジン音を轟とどろかせ、まったく現実味のない速さで驀ばく進しんする。啞あ然ぜんとする学生たちも、ごぼう抜きにして行くバスも、空を飛ぶ鳥も、すべてが静止しているように見えた。コンビニ、マクドナルド、雑居ビル、洋服屋、喫茶店、賑にぎやかな街並みが次々に視界に飛び込んできては後方にすっ飛んでいく。

　香澄さんがハンドルを切るたびに車体が転倒寸前まで傾き、高行は悲鳴も上げられず、香か澄すみさんの腰こしにがむしゃらに抱きついて、それでも何度もシートから転げ落ちそうになりながら、薄目を開けると膝ひざ先さきからわずか数十センチのところをアスファルトが冗談ごとではない速さで流れていき、道路交通法、安全運転義務違反、危険運転致死傷という言葉が脈みやく略らくなく浮かび上がっては、爆音と風圧にあっけなく吹き飛ばされていく。

　もはや暴力的なまでの速さは、高行の誤算を帳消しにして余りあるものだった。

　しかし、まさか、ここ数日断続的に降り続いた雨で土ど砂しや崩くずれが発生し、飛行場への道路が通行止めになっていようとは想像だにしなかった。

　これが第二の誤算である。

　なんとかなる、と言って香か澄すみさんは杉林を走っていたが、道路を完全に塞ふさぐ形で小山のような土ど砂しやが現れては、さすがに停車せざるをえなかった。土砂は雨を含んでぬかるんでおり、下へ手たに登ろうとすれば、足を取られたり、また崩くずれる危険があった。見境なく山を切り開いて、無む茶ちやな造成するからこういうことになるのだ。傲おごれる人類よ自然の脅きよう威いを知るが良い。ただし今でなくて良い。

　行く手は、土砂崩れと黄色と黒の安全柵さくで塞がれている。深しん閑かんとした杉林に、モンスターマシーンの不満げなエンジン音が響く。高たか行ゆきは携帯で地図を確認して、香澄さんに言った。

「駅まで引き返せば迂う回かい路ろがあるみたいです。かなり遠回りですけど仕方ないですよ」

　香澄さんは首を曲げて高行を振り返る。濃いスモークがかかったシールド越しに、香澄さんが笑っているのが分かった。嫌いやな予感どころの話ではない。今そこにある危機であった。

「じょ……冗談ですよね？」

　香澄さんは問答無用で再びスロットルを全開にした。

　前輪がバネ仕かけのように跳はね上がる。漆しつ黒こくの怪かい物ぶつは安全柵を轢ひき殺し、ぬかるんだ土砂の山を逆さか巻まく怒ど濤とうのように駆かけ昇った。壮絶な悪路にサスペンションが悲鳴を上げ、高行の首ががっくんがっくんと揺ゆれる。正気の沙さ汰たではない速度に、タイヤが右へ左へと流れ、香澄さんは力尽づくでそれをねじ伏ふせる。

　やがて行く手に杉林の終わりが見えてきた、と思った途と端たん、それまで奇き跡せき的に保たれていたバランスが崩れた。後輪が空転して速度が失われ、車体がズルズルと傾いていく。

　駄目だ、と思った瞬しゆん間かん、香澄さんがいきなりハンドルを切って、車体後部を大きく振るようにした。突然のことに、高行は反応できずシートから投げ出された。遠心力に助けられ、制服を泥だらけにしながらも、辛かろうじて土砂の向こうに着地する。

　慌あわてて振り返ると、香澄さんとブラックサイクロン号が、土砂の山を転がり落ち視界から消えていくところだった。えらいこっちゃ、と思った。

　高行は「香澄さーん！　生きてますか！」と叫んだ。

　一拍置いて、遥はるか下の方から「うおーい」と姿は見えないが声がする。

「アタシに構わず先に行け。こっからは、てめえの足でなんとかしろよ」

　男なら一生に一度は言ってみたい台詞せりふだ。

　有あり屋やといい、香澄さんといい、自分の周りの女性はどうしてこうも滅め茶ちや苦く茶ちやで格かつ好こいいのだろう。とりあえず全部片づいたら、バイクの免許を取ろうと心に決めた。

　高行は「行ってきます」と言って、走り出した。

　泥で滑すべりやすい路面に足を取られそうになりながら、なんとか杉林を抜けると、広大な飛行場が目の前に広がる。雲が吹き散らされて、空がだいぶ明るくなっている。滑かつ走そう路ろを隔へだてるフェンスに取りつけられた風力計が、いまにも飛んでいってしまいそうな勢いで高速回転していた。

　高たか行ゆきはフェンスをよじ登って、滑かつ走そう路ろに侵入した。風が強すぎて、デリケートな実験機が飛べるコンディションではないのだろう。アイロンをかけられたように平らかな滑走路に動くものは見当たらない。

　いっそ悪趣味なぐらいの真しん紅くのボディに、カエルのマークが描かれた空陸両用自動車。

　デカルト号、ただ一機をのぞいては。

　高行のいる場所から五百メートルは離れていたが、折り畳たたんでいた翼つばさを延ばして、すでに離陸体制に入っているのが分かった。耳鳴りのようなエンジン音が聞こえる。

　午前十時ちょうど。

　高行が再び駆かけ出すのと同時に、デカルト号も滑走路に滑すべり出す。周囲に比較物がないので、ちっとも前に進んでいる気がしない。だいたい俺は跳とぶのが専門で、走るのは得意じゃないのだ、と悪あく態たいを吐つきながら、がむしゃらに走った。

　デカルト号のタイヤが地面を離れ、真紅の機体が重さを失ったように浮かび上がる。

「待ちがやれ！」と怒ど鳴なった。女々しくも八やつ葉はの名前を叫んだ。風音に遮さえぎられて届くはずもなかった。無情にも、デカルト号は高行の前方二百メートルを横切って、空へ舞い上がった。

　高行はとうとう立ち止まった。全身から汗が噴ふき出す。デカルト号は、小型機に見合わぬ力強さで、ぐんぐん高度を上げていく。

　エンジンの音を聞きながら、これで終わりかなのか、と思った。到とう底てい納得できなかった。

　有あり屋やに殴なぐり起こされて、高行をここまで走らせてきた感情が、行き場を失って暴れている。たちまち心の内圧が上がって、目頭からあらぬ液体が押し出されそうになる。唇を血の味がする程ほど嚙かみしめて必死にこらえた。

　泣いてどうなる。女性の涙は美しく、まだ使い道もあろう。しかし、男泣きの見るにも耐えない情けなさよ。泣く暇ひまがあるなら考えろ。まだ何か方法があるはずだ。そうだ、ここは飛行場だ。空飛ぶ乗り物なら売る程ある。一機ぐらい拝はい借しやくしても「ごめん」で許してくれるだろう。それでデカルト号を追いかければ。馬鹿な。そんなことできるわけが──

『おはようございます、マスター』

　尻しりのポケットからNexusの無機質な声が聞こえた。やっと目を覚ましたらしい。悪いが、今はお喋しやべりにつき合ってやる余裕はない。高行がない知恵を必死に絞しぼっているとNexusは言った。

『状況を把握しました。海かい竜りゆう王おう寺じ八葉所有の携帯端末への強制接続を提案します』

　Nexusにしては分かりやすい説明だった。

「八葉と話せるのか？　あいつ、電源切ってるぞ」

『災害時緊急用回線を使用します。接続時間に制限がありますのでご注意を』

　高行は携帯を耳に当てた。聞き慣れない電子音が数秒入り乱れていたが、「ばち」と大きなノイズが走って静かになった。耳をすませば、かすかな息づかいが聞こえていた。

「八やつ葉は、聞こえるか？」

　数秒の沈黙。

『ああ、聞こえているよ』

　高たか行ゆきは震ふるえる息を吐はいた。もうずいぶんと長いこと、八葉の声を聞いていなかったような気がした。もはや赤い点にしか見えないデカルト号を仰あおぎ見る。雲くも間まから顔を出した太陽がぎらりと輝く。

「自分だけ言いたいこと言っていなくなって、そのまま国外逃亡か」

　八葉はじっと押し黙っている。

「おまえに必要とされて、俺は嬉うれしかった。もうなんの取とり柄えもない自分が、ジーニアスなんてすごいやつの力になれるのが誇らしかった。自分もまだ捨てたもんじゃないと思えた。でも、おまえは、使い勝手の良い野の良ら犬いぬを拾ったぐらいにしか考えてなかったわけだ。それならそれで最後まで責任もつのが筋すじだろ。どこまで自分勝手なんだよ」

　喋しやべっている間に興きようが乗ってきた。被ひ虐ぎやく的な快感が高行を饒じよう舌ぜつにしていた。なぜなら、八葉を責める言葉は、そのまま自分に跳はね返ってくる言葉でもあったからだ。

　次の一ひと言ことをわずかに躊ちゆう躇ちよした。

　おまえがそれを言うのか、と自分の中の誰かが絶叫していた。おまえこそ、相手の都つ合ごうなど省かえりみようともせず、独ひとりよがりなことをしようとしているくせに。八葉はおまえなんかよりずっと優しいから、おまえを自分の目的のために犠ぎ牲せいにすることを良しとはしなかった。おまえなど想像もつかない程ほどに悩み苦しんだ末に、学園を離れることを決めたのだ。そんな彼女の決意を無駄にするのか。すべてを承知した上で、また彼女を苦しませるのか。見下げ果てたやつだ。おまえは、人後に落ちない最低のクズ野郎だ。恥はじを知れ。

　上等だと思った。同じ最低なら、これ以上落ちることのないところまで落ちてやろう。

「でも、まあ、いいよ」

　高行は心の声をねじ伏ふせて言った。「あのときの質問に答えてやる。おまえが欲しいっていうなら俺の全部をくれてやってもいい。それぐらいには、おまえに惚ほれ込んでるつもりだ」

『駄目だよ。高行くん』

　八葉の声には落らく胆たんの響きがあった。高行がそう答えるだろうことまで、彼女は予想していたのだろう。『このまま一いつ緒しよにいたら、いつかきっと僕はキミからすべてを奪うばってしまう。キミは僕のためにすべてを失ってしまう。僕は、そんなのは嫌いやなんだ』

「俺はタダでくれてやるとは言ってないぞ」

『え……？』

「何事もタダはいけないんだろ。それ相応の対価をもらわなくちゃ割に合わない」

　高行は言った。「おまえの全部を俺にくれ。そうすれば、何もかも失っても、俺にはおまえが残る。それなら悪くない取引だ」

『そんな理屈は……』

「オランドと行けばおまえは助かるんだろう。ジーニアスとして思う存分才能を発揮できるんだろう。でも、そういうのは諦あきらめてくれ。ジーニアスとしてじゃなく、第二科学部の部長として、どこにでも転がってるような、退屈な日常を過ごしてくれ──そんで最後は、俺のために死んでくれ」

　八やつ葉はは黙っている。高たか行ゆきのあまりのわがまま加か減げんに、愛あい想そうを尽つかしてしまったのかもしれない。

　だとしても、ここまで言ってしまったら、もうひっ込みはつかなかった。

「俺は何度も同じ間違えを繰り返す。格かつ好こつけているくせにひとりじゃ何もできない。おまえが苦しんでいても助けてやれない。これが自分だと開き直れる程ほどの漢おとこ氣ぎもない。おまえが欲しいと言ったのは、そういう情けないやつだよ。だから、」

　高行は言った。

「──俺には、おまえが必要だ」

　直後、再び「ばち」と音がして、通話は途と絶だえた。

　デカルト号はとうに雲の向こうへ飛び去っていた。

　高行は携帯を耳から離した。もうエンジンの音も聞こえない。

　雨を落として軽くなった雲の白と、夏を感じさせる抜けるような青が、六月の空に複雑な斑まだらを描いていた。今度こそ終わりだ。言いたいことは余すところなく言ってやった。言わなくてもいいことまで言ったような気もするが。これであいつが戻って来ないようなら、こっちから行ってやるまでだ。フランスへ行くにはどれぐらいの金がかかるのだろう──空を仰あおいでいた視線を戻すのが、あと少し早ければ確実に見逃のがしていた。

　ギラギラする太陽の右横に、小さな小さな黒い点がぽつんと浮かんでいる。最初は鳥か何かだと思った。しかし、それは高行が額ひたいに手をかざして見上げているうちに、みるみる大きくなる。高行の顔から血の気が引く。

　信じ難がたいことに、それは人の形をしていた。

「Nexus！」

『了解。カメラモード、最大望遠で起動します』

　携帯背面を空に向ける。カメラが自動でフォーカスする。やがてディスプレイに映し出されたのは、学園指定の女子制服を着た人物が、遥はるかなる天の高みから自由落下してくる姿だった。そんな無む茶ちやをやる人間を、高行はこの世で一人しか知らない。

「何考えてんだ、あいつ！」

　ディスプレイに映し出されていた八葉が、唐とう突とつに上方向へ吹っ飛んだように見えた。カメラはあっさりと八葉を見失う。米粒のように見えていた人影が、その何倍もある傘かさを広げていた。

　パラシュートを開いたのだ。地上からはまだ十分な距離がある。しかし、安あん堵どしたのも束つかの間、Nexusが『あのままでは、安全な着地は不可能です』と言った。

『対地高度、対地速度、風向および風速を総合して計算した結果です。現在の姿勢を維持すると、九十六パーセントの確率で管かん制せい塔とう壁へき面めんに激げき突とつします』

　そら見ろ言わんこっちゃない。最後の最後で詰めが甘あまいのだ。

　高たか行ゆきは地じ団だん太だを踏んで怒ど鳴なった。「どこに落ちて来る!?」

　Nexusがディスプレイに落下予測地点を表示する。ここから北に四百メートル。長距離は苦手だが、中距離はもっと苦手だ。落下予測はあくまで落下予測であって、携帯のちゃちなプロセッサでは精度にも限界がある。あとは目測でどうにかするしかない。具体的にどうするかは考えもしなかった。

　頭上を気にしながら走る。風に流されて落下してくる八やつ葉はは、もう表情まで見て取れそうな高度にいた。髪が別の生き物のように踊り、スカートがあられもなく翻ひるがえる。落下速度は十分に殺せているように見えるが、地面に対する横滑すべりが強すぎる。

　前方には、管制塔のコンクリート壁がそびえている。旅客機の激突にも耐えうる頑がん丈じようなやつ。人間が全力疾しつ走そうぐらいの速度でぶつかってきたところで屁へ程ほどにも堪こたえないだろうが、人間の方はそうはいかない。どうにかして八葉を地面に降ろさなければいけない。

　見上げれば、八葉は地上から五メートル程の高さを滑すべってくる。なかなか高度が落ちてこない。地面効果、とどこかで聞いたような言葉が脳のう裏りをよぎる。八葉がこちらを見つめて、何か言っている。聞き取れない。高行も何か滅め茶ちや苦く茶ちやなことを怒鳴り返す。

　そうしているうちに、管制塔が目の前に迫ってくる。

　八葉が、眼下を併へい走そうする高行に手を伸ばす。

　高行も手を伸ばす。届かない。このままではぶつかる。

　ふいに風の音が遥はるか彼方かなたに遠のいた。時間が水みず飴あめのように粘ねばり気を帯びる。吹きつける風の不快な湿気も、風に晒さらされて熱を奪うばっていく汗の冷たさも、どこか他ひ人と事ごとのように感じる。

　ガランドウになった五感を埋うめるように、身体からだの内側の音が意識の表層に浮かび上がる。喉のどを傷つけるようにして繰り返される荒々しい呼吸、寿命が縮んでしまいそうな程激しく早はや鐘がねを打つ心臓、運動用ではない靴がコンクリートの地面を蹴けるたびに骨と筋肉が悲鳴を上げる。

　酸欠で暗く狭くなっていた視界が、ぱんと弾はじけるように広がる。

　すべてが透とう明めいな水底に没したような視界の中で、風に踊る八葉の髪の一本一本まで、彼女の瞳ひとみの虹こう彩さいが描く緻ち密みつな模も様ようまで、はっきりと見て取れるような気がする。

　自分と、八葉と、眼前にそびえる高い壁かべ。

　もはや、世界にあるのはそれだけだった。

　なんだかひどく懐なつかしい場所へ帰って来たような気がする。ただし、手が届きそうで届かない、もどかしい距離に八葉がいる。それだけが以前と違っていた。

　跳とべ、という声はもう聞こえない。

　高たか行ゆきくん、と呼ぶ声が聞こえた。

　不安はなかった。どれだけブランクがあっても、何千、何万回と繰り返した動作を身体からだは忘れない。ありったけの力を込めて地面を蹴ける。懐なつかしい重力を引き千切る感触。

　空中で身体を捩ねじる。

　胸に飛び込んできた八やつ葉はを、しっかりと受け止めた。

　次の瞬しゆん間かん、時間の流れが真水に戻る。悲鳴も上げられない程ほどの衝しよう撃げき、視界が大きく揺ゆれて混乱しているうちに、もう一度衝撃。高行は数瞬、気を失った。

　気がつくと、高行は亀かめがひっくり返ったような無ぶ様ざまな格かつ好こうで倒れていた。

　身体を動かしてみる。軽い打ち身程度で、ひどい怪け我がはしていないようだったが、起き上がることはできなかった。なぜなら、八葉が高行の上に乗っていたからだ。高行の胸板に寝そべるような格好をしている。きょとんと目を丸くした八葉の顔が、鼻と鼻がくっつきそうな距離にある。八葉の顔も、自分の身体も、水の中にいるように薄い青色に染まっている。役目を終えたパラシュートに、ドームのように包み込まれているのだった。

　八葉は夢から覚めたような惚ほうけた顔で笑った。

「あまり面おも白しろいものじゃないね。スカイダイビング」

　開口一番がそれか。

　高行は思わず脱力した。見たところ、八葉は奇き跡せき的に擦すり傷ひとつ負っていない。つまるところ、そういう役回りなんだな、と諦あきらめてはいるものの、後先考えずに無む茶ちやをする部長様には苦言のひとつも言っておかなければならない。

「そんなことよりだ。おまえなあ──」

　そこまで言ったところで、口を塞ふさがれた。

　八葉の手は高行の両肩にかかっている。

　一秒、二秒、三秒が過ぎて、口元から柔らかい感触が離れていく。

　魂たましいをひっこ抜かれたような顔をしている高行に、八葉は「一度しか言わないから黙って聞いて」と言った。「実のところね、僕はあんまり面白味のある人間ではない。人の気持ちが分からない。花か鳥ちよう風ふう月げつの趣おもむきも意に介かいさない。饒じよう舌ぜつ病と浪ろう費ひ癖へきに罹り患かんしていて、これはどうも死ぬまで直る見込みがなさそうだ。主観的にも客観的にも、欠点ばかりが目につく。まあ、ちょいと回転の良い頭と、メリハリの利きいたボディを持ってはいるけれど」

「謙けん遜そんしてるのか？　自慢してるのか？」

　八葉はぐいっと顔を近づけて「黙って聞きたまえ。それとも、また黙らせて欲しいのかい？」と言った。高行は慌あわてて口を押さえた。

「キミには一度、そんなものはいらんと断ことわられているけれど。今度は安売りしているつもりはない。なるたけ頑がん張ばってみるけど、キミにあげられるものは、きっとあまり多くない。キミから奪うばってしまうものの方が、ずっと多いだろう。だからといって、後から返品は利かないからそのつもりで……もし、それでも良ければ──」

　僕をもらって下さい、と八やつ葉ははそう言った。

　お互い顔から火が出そうな程ほど赤くなっていることは確実だったけれど、パラシュート越しに差し込む青い日差しが、それと分からないようにしてくれていたので助かった。

　パラシュートが萎しぼんで、ゆっくりと覆おおい被かぶさってくる。

　すべてが濃い青に染まった世界で高たか行ゆきは答えた。

　言葉ではなく、行動で。
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　　　　　　　　　　▼




　高行と八葉がもぞもぞとパラシュートから這はい出ると、あのエンジン音が耳に届いた。デカルト号がすでに着陸していた。ゆっくりと惰だ性せいで近づいてきて、二人の前でぴたりと止まる。

　よっこらせ、とデカルト号から降りてきたオランドは、ちょんと佇たたずまいを正してから、

「いやあ、結構結構。青春、実に青春だね！　いいものを見せてもらったよ」

　ぱちぱちと拍手した。「リューがいきなり飛び降りたときはさすがに焦あせったけど。結果良ければすべて良し、というやつだよね。まさかボクも、こんなに上う手まくいくとは思ってなかった」

　高行と八葉が手をつないでいるのを見て、「悔しいけれど、固い絆きずなで結ばれた二人の間に、もはや入り込む余地はないようだね。ここは負けを認めて、潔いさぎよく退散することにしよう」

　まったく心のこもっていない口調で言った。

　まるで最初から用意していた台詞せりふをそらんじているようだった。

「キミは何がしたかったんだい」

　八やつ葉はは呆あきれ気ぎ味みに言った。

「タカユキに会いに来たんだよ。最初に言ったじゃない。リューが選んだ男がどんなやつか、直じかに見てみたくってさ」

「鷹たか嘴はし由ゆ真ま嬢を使って、僕を監かん視ししていただろう」

「監視なんて人聞きの悪い。可愛かわいい妹を見守るのは、兄の義務じゃないか」

「一万回生まれ変わっても、キミの妹になぞなるものか！」

　高たか行ゆきは混乱する頭を整理しながら「ちょっと待て」と割り込んだ。

「それじゃあ何か。最初から、八葉を連れて帰るつもりはなかったのか？」

「そういうわけじゃないよ。タカユキがリューに相応ふさわしいパートナーでなければ、本気で連れて帰るつもりだったさ」

「──あの設計図は」

「ただの落書きだよ。さすがのボクでも、サイボーグを作るにはあと五年はかかる」

　オランドはけろりとして言った。高行を見つめてニコニコする。「タカユキ、君はまあまあいい男だ。ガッツがある。リューのパートナーとして申し分ない、と言ったら過大評価だけど、そこは今後の成長に期待させてもらおう。これからもリューのことをよろしく頼むよ。知っての通り、目を離すと何をしでかすか分からないから、いつも見張ってなくちゃ駄目だぜ？」

　八葉が両方の靴を脱いで次々に投げつけると、オランドは怪かい鳥ちようのような笑い声を立てて、デカルト号に乗り込み、エンジンを始動させる。

「待ちたまえ。まだ肝かん心じんなことを聞いていない。キミは噓うそを吐ついただろう。僕の体調不良は《特ブ化ラ領ン域チ》が原因じゃない。僕には最初からそんなものはないのだからね」

「そうだね。キミの身体からだを蝕むしばんでいるのは、キミの自身の高すぎる能力だ。病気ではないのだから治療法はない。それこそ身体を作り替えでもしない限り、手の打ちようがない」

「ならば、キミの目から見て僕はあとどれぐらい生きられる？　僕に残された時間は」

「なにせ他に同じ症例がないから確実なことは言えないけれど」

　オランドは青い目を細めて言った。「短く見積もっても、およそ三十年というところかな」

「そうか、三十年か…………うん？」八葉はぽかんとした。

「間近で君の生活ぶりを見せてもらったけど、相変わらずひどいものだ。人はピザのみにて生きるにあらず。一日六時間の睡眠は万人に与えられた基本的人権であり義務だと教えたはずだよ。それから、せめて一日に千歩ぐらいは歩きなよ。運動不足にも程ほどがある。このままでは生活習慣病まっしぐらだ。ただし、キミはまだ若い。速すみやかに生活習慣を改善すればプラス三十年は生きられるんじゃないかな？」

　八やつ葉ははしばらくぽかんとした後、「高たか行ゆきくん」とぼそりと呟つぶやいた。

　同じくぽかんとしていた高行は無言で靴を脱いで、片方を八葉に手渡した。

「何が命に関わるだ！　噓うそ吐つき！」

　ふたりの投げつけた靴が、ぼこんぼこんとダントン号に命中して靴くつ跡あとを残した。

「あ、やめてくれよ！　ひどいじゃないか！」

　オランドは情けない声を出す。「頭痛をはじめとする症状は一時的なもので、しばらくすれば落ち着くはずだよ。それまでに寿命が二、三年分は縮むかもしれないけれど」

　オランドは「命に関わる」と言っただけで、八葉が長くは保もたないだろうと思っていたのは、高行の勝手な思い込みだ。八葉が死ぬ程ほど辛つらそうにしていたのだって、結局のところは彼女の主観に過ぎない。

　八葉は死んだりしない。

　放っておけばそのうち治る。

　であれば、自分はなんのためにあんな告白を満天下にぶちまけたのか。

　恥はじ晒さらしもいいところではないか。

「おまえはそれでも医者か」

「だから、僕は医者じゃなくて技術者だって」

　オランドはヘラヘラと笑って手を振った。

「じゃあね、また遊びに来るよ」

「二度と来るな！　このカエル野郎！」

　高行は腕を振り回して怒ど鳴なった。

　ふいに、八葉が静かな、しかしエンジンの音に負けない強い声で言った。

「クリス」

「なんだい、リュー」

　八葉はちらりと高行を見て、

「僕は決めたよ。大切なものをなくしてまで、『答え』を求めたりはしない」

「それは、『答え』を諦あきらめるという意味かい？」

「違う。ジーニアスに生まれた以上、『答え』を求めるのは僕の存在意義だ。けれど、そこに至る道はひとつきりじゃない。『答え』も大切なものも、何ひとつ諦めたりはしない。そういう道を行くつもりだ」

「リューはわがままだね。そんな都つ合ごうの良い道があるかな？」

　八葉は大きい胸を張った。

「僕を誰だと思っている。海かい竜りゆう王おう寺じ八葉だぞ」

　クリスは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。




　デカルト号はゆるゆると滑かつ走そうを始めたかと思うと、すぐに地面を離れて、ゆっくりと旋せん回かいしながら高度を上げていく。一度大きく翼つばさを振ってみせ、機首を西へ向けると、すばらしい加速で飛び去っていった。今度こそ、戻って来なかった。

「なんだったんだ……あいつは」

「僕に訊きかないでくれ」

　どちらともなく溜ため息いきを吐つく。八やつ葉はがオランドをカエルのごとく嫌きらう理由が、ようやく理解できたような気がした。どこまでが噓うそで、どこからが本当なのか。何を信じて、何を疑えばいいのか。もう何がなにやらという感じだった。釈しやく然ぜんとしない。腑ふに落ちない。座りが悪い。

　高たか行ゆきと八葉は、手をつないだまま、惚ぼけたように空を見上げていた。

　何かが決定的に変わったような気もするし、収おさまるべきものが収まるべき位置に収まっただけのような気もした。ただひとつ確かなことは、八葉が自分の隣となりにいるということだけだ。

　これまでのように、これからも。

　やがて二人とも我に返り、勢いでオランドに投げつけた靴くつをのろのろと拾い集める。最後の最後でしまらない格かつ好こうだ。高行はふと思い出して、ポケットからキャンディを取り出して、八葉に手渡した。出がけに有あり屋やからもらったことを伝えると、八葉は表情を緩ゆるめて「そうか」と頷うなずいた。二人してキャンディを口に放り込む。

　しゅわしゅわという発はつ泡ぽう感が心地ここち好よいラムネ味だった。

「夏の味だねえ」と八葉はしみじみ言った。「夏と言えば夏休み。美み月つきくんはずいぶん楽しみにしていたようだけど、テストの方は大丈夫なのかしら？」

「心配ないだろう。俺たちが右往左往している間、ずっと勉強頑がん張ばってたんだから」

　むしろ、ヤバいのは俺だ、と思う。オランドに振り回されるだけ振り回されて、まったくテスト勉強ができていないばかりか、テスト初日からサボタージュを決め込んでいる。このままでは夏休み消しよう滅めつは免まぬがれない。

「それこそ心配はいらないよ」

　八葉は高行の肩を叩たたいた。「そのときは、僕と美月くんだけで南の島へ行ってくるから。キミはせいぜい、ボランティアと補習に明け暮れると良い」

『私も同行させて下さい』とNexusまでもが言った。

「他ひ人と事ごとだと思って！」声を荒らげた高行は、溜息を吐いた。「有屋にちゃんと謝あやまらないとな……おまえも、グーパンチの一発や二発は覚かく悟ごしておけよ」

「甘んじて受ける覚悟だ。高行くんが」

「なんでだよ！」

『この場合、社会的通例に則のつとって手て土産みやげを持参することを提案します』

「妙みよう案あんだな。鶴つる屋や萬まん年ねん堂どうのプリンが良かろう」

「俺は金ないぞ」

「やだ。貧乏をうつさないでっ！」

　八やつ葉はがふざけて走り出した。

「誰のせいで一文無しになったと──おい、人の話を聞けよ！」

　高たか行ゆきも八葉を追いかけて駆かけ出す。

　すぐに追いついて、二人並んで歩いた。他愛もない言葉を交かわして、ときには迷い、ときには立ち止まり、ときには間違えながら、けれど振り返ることはせず、前を向いて歩いて行く。

　少しだけ穏おだやかになった風が頰ほおを撫なでる。青い空には綿を千切って浮かべたような、くっきりとした雲が浮かんでいる。あと少しばかりのときが過ぎて、テスト期間が終わり、梅雨が明ければ、学園にも夏がやってくる。

　それはきっと、これまでの人生で一番騒がしく、一生忘れられない夏になる。

　そんな、確信めいた予感がしていた。










　あとがき




『ハロー、ジーニアス』シリーズ第三巻です。すでに読んでくださった方、楽しんでいただけましたでしょうか。これから読まれる方、楽しんでいただければ幸いです。

　わたくし、絶賛猛もう省せいしております。前作の刊行からまたしても半年お待たせしてしまいました。半年あればアサガオが種からまた種になり、世界中の半分の人が年を取り、赤ちゃんがおっぱいを卒業します。出会いもあれば別れもありましょう。高たか行ゆきと八やつ葉はなど、出会ってから三ヶ月だというのに、あんなことやこんなことも経験しているわけです。たいへんなことです。

　もちろん、この半年間、読者の皆様が毎日毎日『ハロー、ジーニアス』のことばかり考え、首を長くして待っていたわけではないでしょう。ふらりと本屋に立ち寄ったら、たまたま目に付いて「おや、三巻が出ているな。中身はさて置いても、ナイロン先生の絵はますます素晴らしいし、他に欲しい本もないので買ってやろう」という方が大半であると重々承知しています。

　包み隠かくさず告白すれば、私も四六時中机にかじりついて原稿を書いていたわけではありませぬ。花見へでかけてひどい風か邪ぜを引き、古い友人に再会して近況報告すると「キミは立派になったものだ」と言われ鼻を高くしました。これを書いているのは夏の暑い盛りですが、今年は京きよう都と祇ぎ園おん祭を満まん喫きつしましたし、神じん宮ぐうの花火大会も見物しました。暑いのは苦手ですが、夏は暑くなければいかんなと思った次第です。

　……はて、何の話でしたか。そうそう、半年ですね。半年。こうして振り返ってみると、なんだか大したものではないように思えてきました。読者諸氏の琵び琶わ湖この如ごとき寛大な心はそれっぽち待たされたぐらいで、波風が立つものではないと信じています。信じたい。切に。

　第一、過ぎたことをあれこれ悔くやんでみてもロクなことがない。高行や八葉のように前途有望であればまだしも、私のような瑣さ末まつな人間があんまりしっかり先々を見据すえると絶望しかねない。週末の過ごし方をぼんやりと考えているぐらいでちょうどよい。一いつ寸すん先は闇やみなのだから、目を閉じて妄もう想そうの羽を羽ばたかせるのも良いでしょう。お金もかかりませんし。

　気が付けばもう紙し幅ふくが残り僅わずかになってしまったので、このあとがきもそろそろ締しめなければいけません。「ははあん、こいつ何も考えておらんな」と思われた貴方あなた、たいへん鋭い。




　今回も無限なる本の海から、拙せつ著ちよを手に取って頂いただき本当に有難うございます。次回は『ハロー、ジーニアス』シリーズとは違う、新しい物語をお届けできたらと思っています。

　それでは、またお目にかかれることを祈って。




二〇一一年八月十三日


優ゆう木きカズヒロ
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優ゆう木きカズヒロ

１９８６年、山形県に召喚。特に語るべきところのないモラトリアムを過ごし、いろいろあって電撃文庫より本を出すに至る。ゲームと立体物と寺社仏閣をこよなく愛す。帰宅後、即座にパンイチになる手際には定評がある。好きな海外ドラマは「俺がハマーだ！」。
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イラスト／ナイロン

今回も海竜王寺さんから目が離せなかった!!
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